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【序章】





　ハルこと春はる賀が晴はる臣おみの最も古い記憶は『竜りゆう』だった。

　天あま翔かける竜。

　頭部と胴、手足は爬は虫ちゆう類るいのトカゲじみている。

　尾は蛇へび。広げる両翼はコウモリのそれに似ていた。鱗うろこは鋼はがね色だ。

　大きな翼を悠ゆう々ゆうと広げて、青空を飛んでいた。体長は六、七メートル前後。この生物の小型種としては、ごく標準的なサイズだったはず。

　――それが幼いハルの頭と心に刻まれた、最初の記憶だった。

　物心ついて間もない頃ころの、数少ない想おもい出でである。しかし、そういう少年少女はハルのほかにもたくさんいるはずだった。

　竜たちが帰還してから、すでに二〇年以上。

　それ以降に生まれた世代にとって、竜――ドラゴンはあまり珍しくない割に、いつまで経たっても印象的このうえない生き物なのだから。



　とはいえ、ハルがこの超生物とかかわりの多い人生を送ってきたのもたしかだった。

　子供の頃ころは、よく父のノートＰＣをいじっていた。

　父が『仕事』の資料――ほこりくさいうえにぶあつい古書の山に埋もれるようにして、何かの文献を読みふける背後で、ハルはひとりＰＣをいじくっていた。ネットで動画サイトを鑑賞して、暇ひまをつぶしていたのだ。

　父がお気に入り登録していた動画は、全すべてドラゴン関係だった。

　人類がいまだ到達せざる深海に眠っていたドラゴン族が復活を遂げ、世界各地の空を席せつ巻けんした日の光景『The Day Dragons Return』。帰還したドラゴンたちが敢かん行こうした、諸国の都市への空襲『Dragons strikes, the first time』。

　きわめつけは『Red Dragon HANNIBAL comes!』。

　ニューヨークのロックフェラーセンターに飛来したドラゴンが『竜りゆう族ぞくの王』を名乗り、「竜の種族と地球人類の秩序ある共存」政策についての草案を完かん璧ぺきな英語（！）でスピーチしたときの中継映像――。

　そういう情報にかこまれて、ずっと暮らしていたのだ。

　もっとも、幼いハルがよく観みた動画は、主に日本のアニメやドラマだったが。

　父は世界各地に『出張』することが多かった。あちこちの国を転々とする生活にくっついていたせいで、ネットが故国・日本とのすくない接点だったのである。

　ハルのあだなはこの頃に自然発生した。

　今どき日本でも珍しい『はるが・はるおみ』という古風な姓せい名めい。

　きちんと発音できる外国人はほとんど存在せず、彼らはざっくばらんに『HAL』と呼ぶことを好んだわけだ。

　ちなみに『ハル×二』で韻いんを踏んでいるのは「わざとか？」と父に訊きいたら、「子供の名前で遊ぶのは、数少ない親の特権なんだよ」と、まじめな顔で即答された。

　こんな父とふたりだけの生活。

　インドネシアのジャカルタに半年いたと思えば、次はルーマニアのブラショフで一年。その次はカムチャッカ半島の漁村に四か月滞在。そしてグルジアのツヒンヴァリで、今度は比較的長く二年――そんな放浪生活をハルはずっと続けてきた。

　しかし、一二歳のとき。

　ハルと父はひさしぶりに東京新都の『我が家』で暮らすことになった。

　いつもとちがい、滞在目的は『仕事』ではなかった。

　父が重病をわずらったため、その療養のため生まれ故郷に帰ってきたのである。だが、この暮らしは結局、短期間で終了となる。

　父の病状は重く、東京帰還から半年後に亡くなったからだ。



　かくして、ハルは一二歳で天てん涯がい孤こ独どくの身の上となった。

　しかし、遠い親族や施設を頼るという常識的な選択肢に背を向け、ハルは放浪生活を再開することにした。

　慣れない定住＆共同生活に今さら挑戦するのも、面倒くさく思えたからだ。

　ここで物を言ったのは、父の遺い産さんだった。

　ただし、金銭ではない。知識である。ずっとそばにいたおかげで、ハルは父の『仕事』をよく理解していた。だから家業を継つぐことにしたのだ。

　特殊な職種なので、幸いにもハルの若さはほとんど問題にならなかった。

　父同様、あちこちの国で『仕事』をこなしながら、数年――。

　もうすぐ一六歳になるハルを困惑させる事態が発生した。ある理由のため、東京に帰き郷きようせざるを得なくなったのである。



    

  
    
      
【第一章　竜りゆうのいる故郷へ】
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　事のはじまりは二か月前だった。

　この頃ころ、カレンダーは二月の暦を示していた。

　冬まっさかり――と思うのは、北半球に住む人間の早はや合が点てんだろう。当時ハルがいたのは南半球のオーストラリア、しかも海辺の町だった。

　まさに夏のさかり。見あげれば空は青く、高く、雲の白さもまぶしかった。

　日差しは厳しかったが、それが逆に夏の解放感を高めてくれた。

　そして海。透きとおるように青い、美しき海。白い砂浜。

　ちょっと海岸まで足をのばせば、夏の全すべてを満喫できる町だった。お世辞にも都会とはいえないが、街の暮らしが恋しくなるほど田舎でもない。

　ほどほどにのどか、ほどほどに快適。

　ここにハルがやってきたのは、仕事のためである。

　――月と衛星軌道からドラゴンどもが飛来し、都市部を襲撃することが不意の天災と同じほどの頻ひん度どとなった昨今。

　先進国の地方自治体は万一にそなえて、緊急避難の詳細なマニュアルを作成していた。

　さらにその運用で失敗しないよう、入念なシミュレーションを定期的に繰りかえすのも常識だった。

　そのうえで、自衛手段があれば尚なおいい。

　しかし、この町の近隣に軍関係の施設はなかった。また沿岸部とはいえ、ＴＰＤＯ――環太平洋防衛機構の巡視艦隊を頼るのにも限界はある。

　そうした条件に左右されない『保険』を欲しがる人間はどこにでもいた。

　ハルが所属する組織の主な業務は、彼らに『知恵』を売ることであった。

　組織の紹介でハルがやってきたとき、南半球の季節は冬だった。

　夏を迎えるまでの間、世界的考古学者兼盗掘者インディ・ジヨーンズよろしくオーストラリア各地を駆けまわり、ついに任務達成。入手した『副ふく葬そう品ひん』を地元有力者に渡して、御お役やく御ご免めんとなった。

　適格者として選ばれた女性が『魔マ女ギ』となれるかは、まだわからない。

　だが、そこはハルの管かん轄かつではない。

　しばらくは休養もかねて、のんびりバカンスと洒落しやれこめばいい。

　というわけで、手はじめに海沿いのカフェに入り、ミックス・フルーツジュースをちゅるちゅる飲んでいたとき、全すべてをご破算にする電話がかかってきたのである。

「……アーシャか」

　タッチパネル操作の携帯端末に、送信者の名が表示されていた。

　アナスタシア・ルバシヴィリ。

　グルジア出身。通称アーシャ。幼おさななじみ。くされ縁。友人のすくないハルにしては珍しく、長い交友関係を保ってきた少女である。

　液晶にふれて、ひとまず通話をはじめてみた。

『おひさしぶりです、晴はる臣おみ。ごきげんいかがですか？』

　幼なじみの声は可か憐れんで、涼やかだった。

　実は容姿の方も、この声にふさわしい麗れい質しつをそなえている。

　しかし、彼女を異性として意識することは、なぜか難易度の高いチャレンジだった。ステーキ二キロをペロリとたいらげたり、「今日は食欲がないんです」なのにカルビ三皿完食する姿をよく目撃するせいかもしれない。

　ともあれ、うわべだけなら儚はかなげに見える幼なじみへ、ハルは答えた。

「そこそこうるわしいよ。一仕事終わらせたばかりだから」

『それはうれしいニュースです。では、折りいって相談が――』

　ぴっ。ハルは通話を打ち切った。

　考えたうえでの行動ではない。衝動的なリアクションだった。

『いきなり電話を切った理由、説明してもらえますか？』

　かけ直してきたアーシャの声は、可か憐れんなのにドスが利きいていた。

「悪い。君が僕の楽園を踏み荒らすケダモノに思えて、ついやってしまったんだ」

『理由になっていません。乙女おとめをケダモノ呼ばわりしないでください』

「じゃあ説明してあげよう。……前に話したと思うけど、僕は将来、十分な貯金をたくわえたら、どこか静かな町で隠居暮らしするのが夢なんだ」

　ハルが言うと、電話越しに軽いため息の音が聞こえてきた。

『……あれですか。たしか三五歳までに達成するのが目標なんですよね？』

「うん。あとの人生は仕事もしないで、のんびり趣しゆ味みだけに没頭する」

『それ、一〇代男子の夢としては、致命的に夢成分が足りないと思います』

「そうかな？　人生設計としては、これ以上ないくらい夢に満ちてると思うよ？　通りがかりの人に訊きいてまわったら、かなりの同意を得られそうだ」

『同意者は多いでしょうけど、そのなかに一〇代青少年層はすくないはずです』

　アーシャの口調は辛しん辣らつというより、淡々としていた。

　あきれているようだ。しかし意に介さず、ハルはさらに続ける。

「とにかく、それが僕の夢なわけだ。で、今いるところが理想的でね。ほどほどにのどかで、それでいて快適に暮らせそうな町なんだ。しかも海が近い」

『理想的というのは、やっぱり……』

「うん。隠居先として申し分ない場所だと思う。――アーシャ、僕は一仕事を終えたばかりで、理想を実現できる土地にいる。将来の予行演習もかねて、ここでバカンスをはじめようと思うのは、自然な成りゆきだと思わないか？」

『そういえば、そちらは今、夏休みシーズンでしたね……』

「そんなときに君は“〝相談”〟と口走った。どうせ仕事の話に決まってる。だから電話を切ったんだ。僕の神聖な楽園に、無ぶ粋すいなケダモノを侵入させないために……」

『さぼりの口実を、神聖なんて形容しないでください』

「僕はここでダラダラなまけるだけの生き物になりたい。よそを当たってくれ」

『お断りです』

　双方の主張は平行線をたどるばかりだった。

　行きちがいを打破するように、アーシャが語りはじめた。

『私、個人的に取り組んでみたい研究があるので、近いうちに東京新しん都とへ行って、しばらくあちらを拠点に活動しようと思うんです』

「研究だって？　わざわざ新都で？」

『はい。ただ、あの街のことをよく知りませんし、サポートしてくれる《S.A.U.R.U.サウル》のスタッフもすくないと聞いています』

　ハルとアーシャが所属する研究機関《S.A.U.R.U.サウル》。

　ドラゴン族に対抗するため『形けい而じ上じよう的知識体系』を復活させ、研究し、広く世に広めることを目的とする――一種の秘密結社だった。

「今となっちゃ、東京もただの地方都市だ。結構さびれてるはずだし、スタッフを大勢常駐させる意味がないんだろ」

　ハルは淡々と言った。

　二〇年以上も昔の『ドラゴン帰還』と第一次襲来フアースト・ストライク。その結果を受けた不平等条約で、世界各地に竜りゆう族ぞくの『租そ借しやく地ち』が二〇〇以上も造営されることになった。

　東京租借地もそのひとつ。

　現在、日本の首都機能は中部地方に移転している。

『でも、信頼できる仲間がひとりいてくれるだけで、だいぶちがうと思うんです。……晴はる臣おみはたしか、あの街の出身でしたよね？　持ち家もあると前に聞いたような。ということで相談ですけど――』

「もう三年も帰ってないし、帰る気もないよ」

　アーシャが最後まで言う前に、すばやく断るハルだった。

『そこをなんとか。幼おさななじみを助けると思って』

「友達は遠くにありて想おもうものさ」

『……薄情者』

「鬼と言ってくれてもかまわないよ」

『じゃあ遠えん慮りよなく。鬼、悪魔！　あなたは正真正銘の屑くずで、最低の外げ道どうです！』

「若い女の子にそんなこと言われたら、ちょっとぞくぞくするね」

『しかも変態!?』

「…………ふっ」

『さ、最後のは形だけでも否ひ定ていしてください！』

　ハルの半笑いに文句をつけてから、アーシャはこほんとせき払いした。

『でしたら晴臣。昔話をしましょう。まだ私たちがとても幼かった頃ころ、ふたりだけで町に出たとき、迷子になったのを覚えてますか？』

「あのときはたしか、君が先を歩いていて、道をまちがえたんだぜ？」

『それを言うなら、地図をなくしたのは晴臣の過失です。ともかくあのとき、私たちはおなかをすかせたまま町をさまよいました』

「そうだった。そこで僕は提案したんだ。アーシャみたいにかわいい女の子が涙目で上目遣いしてお願いすれば、心のきれいな大人か幼女偏愛ロリータ趣しゆ味みの汚い大人がご馳ち走そうしてくれるだろうから、チャレンジしてみようって」

『そうでした……。そんな物もの乞ごいみたいな真ま似ね、できるわけないのに』

「みたいじゃない。正真正銘の物乞いだ」

『だったら尚なお更さらです。それより話題をもどしましょう。――あのとき、私はなけなしのお金でハンバーガーを買って、一文無しになりました。そして、貴重な食物をふたりで半分こして分かち合い、空腹をまぎらわせたんです』

「ちょっと待った。僕の記憶によれば、君の取り分は半分よりも多めだった」

『ほ、ほぼ半分だったんだから、いいじゃないですか！』

「その反論から察するに、やっぱり確信犯だったか」

『……美しい想おもい出でに泥どろを塗る疑惑は捨ててください。とにかくいいですか？　あのとき以来、私たちがはぐくんできた絆きずなはふたりの宝物です。その絆に恥じないよう、楽しいことも苦しいこともふたりで分かち合い、互いが互いを支え合うべきじゃありませんか』

「その理屈は強引だと思う」

『いいんですっ。あのとき晴はる臣おみは私の食糧を半分持っていったんだから、それくらいのことはしてもらわないと釣り合いが取れません！』

「……あのとき僕たちがいたの、たしかルクセンブルクだったよな」

　ハルは当時の物価と現地通貨を思い出そうとした。

「ハンバーガー一個だろ。たぶん、二ユーロもしなかったんじゃ……」

『大切なのは、己おのれが持つもののほぼ半分を分かち合おうという気持ちです。金額の大小で受けた恩の多た寡かを決めるのは、男が下がりますよ』

　以上。ハルを東京に帰省させる原因となった、二か月前の会話である。

　さんざん無駄口をたたき合ったが、アーシャことアナスタシア・ルバシヴィリはたしかに春はる賀が晴臣の旧友だった。

　本音をいえば、『今さらどうして東京なんかに……』という気持ちがある。

　ずっと帰っていなかったのだ。そして、故郷とはいえ待っている人間もいない。その事実をわざわざ確認しに行かなくても――と思う。

　だが、こんな理由で断れない程度には、アーシャとのつきあいは長く、深かった。

　かくして、ハルは「やれやれ」と肩をすくめることになった。

　バカンスは三日で切りあげ、東京新しん都とへ帰き郷きようする準備に取りかかったのである。



　　　　２



　そして、時間は矢のようにすぎていく。

　帰国するにあたって、ハルにはすませておくべき案件が山とあった。

　まず、自分たちが所属する組織《S.A.U.R.U.サウル》の日本本部に連絡を取った。

「というわけで、不本意ながら帰省する運びとなりました」

『あら。長すぎる家出生活に、ついにピリオドが打たれるのね』

　オーストラリアからの国際電話で事情説明＆帰国のあいさつ。

　ハルの話し相手は女性である。名は柊ひいらぎさん。電話越しに聞く声はたおやかで、雅みやびと言いたくなるほど優雅であった。

　彼女こそ日本の《S.A.U.R.U.サウル》関東地域を統括するリーダーなのだ。

『何度言っても帰ってこなかった晴はる臣おみくんがとうとう……ちょっと感無量だわ』

「家出じゃなくて出稼ぎですよ」

『その歳としで遠洋漁業の真ま似ね事ごとをしなくてもいいんじゃないかしら。東京にだって仕事はたくさんあるわけだし。聞いてるでしょう、東京方面の人材不足について』

「はい。主に柊さんの口から」

　電話の相手である組織の幹部・柊さん。

　ハルやアーシャのような《S.A.U.R.U.》メンバーに仕事を斡あつ旋せんすることも業務のひとつにしている。担当地域の民間人や公的機関から『依頼』があったときなど、その内容に適したメンバーの派遣をコーディネートするのだ。

「人手が足りなくて困ってる。ありとあらゆる仕事と雑用をやって欲しい。こき使ってやるから、早くもどってこい――そんな感じで」

『……待って。私、もうすこしまわりくどい表現を使ってきたはずよ』

「一度、泣き落としを使われたこともありました」

『あのときの演技、いい出来だと思ったのに……。晴臣くん、平然としていたわよね』

「直前の話題から涙にうつるとき、微妙に不自然だったんですよ」

『そういうとき、素直にだまされるのも男の器量だと思うわよ♪　あ、そうそう』

　割と曲くせ者ものである組織の幹部は、いきなり話題を変えた。

『うちのコネが利きく高校も紹介するから、ちゃんと通いなさいね』

「高校!?」

『あたりまえでしょう。あなた、本当はそういう歳なんだから』

「すっかり忘れていました」

『忘れたことにしていた、でしょう？　いつまでも専業トレジャーハンターしてないで、高校の単位くらいちゃんと取得しなさいね』

「ああいうところ、苦手なんですよねェ。どうせ友達もできないでしょうし」

　ハルが得意とする仕事は『副ふく葬そう品ひん』と呼ばれる古物の調達だった。

　厳密には、神しん体たい擬ぎ装そう用よう呪じゆ具ぐという。

　長ったらしいため自然と使われなくなり、やや不謹慎な通称が幅を利かせるようになったのだ。これをハルは古代の遺跡や由ゆい緒しよある聖域などから発掘・盗掘・採取したり、美術品や骨こつ董とう品ひんをあつかうブラックマーケットで入手するのである。

　柊ひいらぎさんが『トレジャーハンター』という理由であった。

　ハルだけでなく、父もこの仕事を得意としていた。

　目当ての品を確保するため、親子で世界各地を飛びまわることも珍しくなく、ハルは転校に次ぐ転校をワールドワイドで繰りかえしてきた。

　このため、学校という施設への帰属精神がうすいのだ。

『いきなりネガティブなことぶっちゃけるわね……。まあ、たしかに晴はる臣おみくんは致命的に空気を読めない子だけど。おなかをすかせた熊くまが近くにいても、平気でバーベキューはじめちゃう、みたいな』

「読めないんじゃありません。読んだうえで気にしないだけです」

『つまり、問題は感受性じゃなくて社会性にあると。ますますちょうどいいわ。いい機会だから、学校という閉鎖空間で社会勉強してきなさい』

　面倒なミッションを押しつけられたあと、ハルはついに帰国をはたした。

　東京新しん都と経済特区は、かつての行政区分でいえば東京都江こう東とう区く・江戸川区あたりから足立区・葛かつ飾しか区く、そして埼さい玉たま県けん南東部にかけてを再開発したエリアである。

　その墨田区内に、春はる賀が家の持ち家はあった。

　本来はヨーロッパの洋館をイメージしたという、立派なお屋敷だ。

　しかし、長く住人不在だった結果、家は廃はい屋おく同然に成りはて、庭は荒れ放題に。屋敷は屋敷でも幽霊屋敷となっていた。

　ハルはこの家を最低限、男ひとり住める程度に片づけた。

　積もり積もった埃ほこりをざっくり払い、きれい好きなら眉まゆをひそめる雑さで掃除機をかけ、換気し、かつて書斎だった部屋に簡易ベッドを持ちこんで寝床にする。以上。

　なんともアバウトすぎる片づけではあったが……。

「この家も親父おやじが死んだあと以来だよなー」

　自分の城になった書斎を眺めつつ、ハルはつぶやいた。

　まあまあ立派な書棚には、代々好こう事ず家かが多かったという春賀家の蔵書がぎっちりとおさまっている。ただし、父の所有物はすくない。万巻の書をひもとく読書量であったが、読み終えた書籍はデータ化することが多かったからだ。

　しょっちゅう住まいを変えていく暮らしから、自然とそうなったのである。

「あ。親父のやつ、ここにしまってたのか」

　書斎の重厚なデスク。その引き出しを開けて、ハルは気づいた。

　なかに銀製の懐かい中ちゆう時ど計けいがあった。見覚えがある。晩年の父がよく手もとに置いて、しみじみ眺めていた品だ。ちなみに、只ただの時計ではない。

　父にとっては商売道具のひとつ、『時計仕掛けの魔術師』である。

　家業を継ついだハルも、同じ道具を重ちよう宝ほうしている。

「思ったとおり、結構いいやつだな。使わないなら僕にくれって言ったのに……」

　銀時計は直径一〇センチほどの円形だった。

　懐かい中ちゆう時ど計けいとしては大ぶりだが、ハルはズボンのポケットにねじ込んだ。

　今、愛用している品より高級品なのだ。必ず役に立つ。まあ、形見のひとつくらい持っていようかという気持ちが一部あったのも、否ひ定ていはできないが……。

　次いで、ハルはデスクの上に書類を広げた。

　柊ひいらぎさん紹介の学校に入学するにあたっての、必要書類である。記入して提出しなくてはいけないのだ。あと、新しん都とに一箇所だけある《S.A.U.R.U.サウル》支部を訪ねて、連絡員と顔通しもしなくては……。

　やることはいくらでもあり、ハルは連日いそがしくしていた。

　そうこうするうち、ついにアーシャも来日。

　新生活の準備がひととおり終わったところで、四月となった。

　日本の新学期は四月から――。そんなことも忘れていたハルは入学式の朝、あわてて制服に着がえ、カバンを手にして飛び出す羽目になった。



　入学式。新入生オリエンテーリング。部活説明会。授業開始。等々。

　イベント目白押しだった一週目をやりすごし、高校生活は二週目に突入していた。

　私立胡こ月げつ学園の高等部、一年Ｆ組。

　ハルの席は窓際、最後尾。そこに座敷わらしのように腰かけ、誰だれと話すでもなく、だんまりしたまま教室を眺めている。

　授業は全すべて終わり、今は放課後だった。

　クラス内の交友関係は、順調に確立されつつあるようだ。

　すでに男子・女子のグループがいくつか発生していた。教室に残った彼ら・彼女らはおしゃべりしたり、ふざけ合ったりと、ほどほどに仲よさげだ。

　しかし、ハルはひとりだった。

　入学以来、積極的に同級生と接点を持とうとしなかった結果である。

「これも予定調和ってことか」

　ハルはぼそりとつぶやいた。

　ふつうなら、居心地が悪くなるところかもしれない。しかし、ハルは毛ほども気にしなかった。周囲の目を気にして萎い縮しゆくするほど、可愛かわいげのある性格ではないのだ。

　今日は学校帰りに、アーシャの手伝いをする約束だった。

　だが、さっき携帯端末にメールが届いていた。ちょっと用事ができたので遅れると。

　ハルが漫まん然ぜんと居残っているのはそのためだった。

　アーシャの体が空くまで、しばらく時間をつぶさなくては――。

「ねえ。春はる賀がくん……でよかったよね？」

　唐突に声をかけられた。右ななめ前にすわる女子の呼びかけだった。

　活動的な感じのショートヘア。割とかわいい。

「今日ヒマ？　よかったら、ちょっとつきあってくれないかな？」

「悪いけどヒマじゃない。無理だ」

　かわいい女子とお近づきに――などと邪じや念ねんを燃やすことなく、断る。

　すると彼女は『おっ』という顔をして、ニタリと笑った。

「まあまあ、そう言わずにさ。ちょっとうちの部室に来て、軽い気持ちで入部届にクラスと名前を書いてよ。そのまま幽霊部員もアリだけど、気が向いたら放課後遊びに来て、週末の例会に参加なんかしちゃうのも充実の青春っぽくていいんじゃない？」

　クラブ活動の勧誘か。ハルはうなずいた。

　そういう理由がなくては、わざわざハルに声をかける必然性もないだろう。

　入学後わずか二週間で所属クラブの勧誘に走るとは、この女子、見た目どおりの活発さのようだ。名前はたしか、武む藤とうさんだったか。

「君の部活って？」

「ＵユーＦエフＯオー研究会。部員があとふたり増えないと、部室取りあげられるんだよねえ」

「空飛ぶ円盤を追いかける趣しゆ味みに開眼するつもりはないよ」

　しれっとあやしい団体名を口にされて、ハルは言った。

「みんな似たようなこと言うんだよねー。あたしの魅力値だと、クラスの男どもを部室に連れていくのが限界らしくてさ。春賀くんにはそれすらパスされたけど」

「勧誘のきっかけとしては、悪くない手だと思う」

　武藤さんが詠えい嘆たん口調だったので、ハルは親切心を起こした。

　適切な助言さえあれば、彼女のバイタリティなら問題解決もむずかしくないように思える。試しに言ってみた。

「部室に呼ぶんじゃなくて、いきなり三日間の合宿に参加させて、空腹と睡眠不足、あと精神的圧迫で限界まで追いつめたらどうかな。そのあとで君が勧誘対象をやさしくフォローして、君に依い存ぞんさせるんだ。仕上げとして入部届にサインさせればいい」

「もしかして春賀くん、手段を選ばない人!?」

　古典的な洗脳テクニックをすすめたら、武藤さんに驚かれた。

「思いついたなかではいちばん穏おん便びんそうな方法をおすすめしたんだけど……日本の学校では、ちょっと過激すぎるのかな？」

「どこの国の学校でも、たぶんそうだろうねー」

「それにしても、ＵＦＯユーフオーを研究するクラブか。そういう趣味は二〇世紀を最後に消滅したもんだと思ってたよ」

「え、何で？」

「だって、今どきは月から来るドラゴンどもが空をかっとんでるんだぜ」

　ハルは窓の外に広がる空を指さした。

「アダムスキー型にせよ葉は巻まき型にせよ、未知の宇宙生命体が円盤を飛ばせるほど、空のスペースはあまってないだろうと思ってたんだ」

「ああ、そっちだと考えてたんだ。ちがうちがう」

　武む藤とうさんは笑いながら、手をひらひらさせて否ひ定ていした。

「あたしたちの言うＵユーＦエフＯオーは、空飛ぶ円盤じゃないんだよ。まさに今、君が言ったとおり。ドラゴンのやつらなの」

　ハルはすこしだけ考えて、すぐに納得した。

　ＵＦＯ。正式には『Unidentified Flying Object』。もともと空飛ぶ円盤を意味する言葉ではなく、正体不明の飛行物体を意味するコードネームなのだ。となれば武藤さんの言うとおり、今日ではドラゴン族こそが最大最多のＵＦＯとなる。

「じゃあ、君たちのクラブ活動は――」

「うん。ドラゴンたちがどういう生き物か研究すること。ほら、政府や自衛隊は否定してるけど、あいつらについての情報って隠いん蔽ぺいされたり統制されてるでしょ。すこしでも正確な情報を集めるために、民間人有志として活動してんの」

「…………」

「大体さ。ドラゴンたちを追い払ってくれる『蛇へび』のことだって、あたしらは具体的なことをほとんど知らないもんね。Ｍ78星雲から来た銀ピカ宇宙人じゃないんだから、必ず何かいわくがあるはずなのに、一般人にはたいして情報も公開されないままでさ」

　なんと『蛇』のことまで話題にのぼるとは。

　ハルは驚いた。このあたりはまさに自分たちの仕事――研究機関《S.A.U.R.U.サウル》が普及を進める『形けい而じ上じよう的知識体系』の領分なのだ。

「とりあえずドラゴンたちと似たような生き物で、何でか人類を守ってくれる守護神だか決戦生物兵器……なのはわかってるけど。あ、そうそう」

　日本の高校でこんな話を聞くとは。意外に思うハルへ、武藤さんは言った。

「ドラゴンが近くまで飛んできたときは、高台に陣取って資料映像の撮影とかもするよ」

「そんなことまで!?」

「うん。で、それをネットに公開したり。というわけで活動内容を誤解していた春はる賀がくん、あらためて訊きくけど、うちらの研究会に入らない？　結構おもしろいよ」

　ハルが答えを考えこんだとき、横から声をかけられた。

「おしゃべりしてるところに割りこむ不作法は承知のうえで、口をはさませてもらうわ」

　右隣の席にすわる女子がこちらを向いていた。

　ハルは驚いた。一年Ｆ組が発ほつ足そくして以来、にぎやかにおしゃべりする男子とも女子とも接近することがすくない女生徒だったからだ。

　それは彼女がハルと同じ『非社交的その他大勢』だからではない。逆だった。

　存在感が突出しすぎるあまり、『孤こ高こうの人』となっているのだ。

「わたし、今まで武む藤とうさんのクラブって、そこの春はる賀がくんが思っていたような部だと勘ちがいしていたの。まさか、そんな真剣に社会貢献しようとしてる団体だったなんて……。何事も先入観で判断しちゃダメということかしら」

　存在感のありすぎる隣の女子、十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめは感かん慨がい深げにつぶやく。

　珍しい姓せいと名なので、ハルもしっかり覚えていた。

「あ、それほどでも……。会員みんな、好きでやってることだし」

「だとしても、行いの尊さに変わりはないわ」

　武藤さんは謙けん遜そんしたが、織姫は悠然と誉ほめそやす。

　気品・気高さ・優美・鷹おう揚よう――。

　ふつう、高校の女子生徒が持ちあわせるはずのない美質の数々を、織姫の立ち居振る舞いに見み出いだすことができた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　彼女の席はハルと同じ、教室の最後列。しかし、ハルが座敷わらしのようにちょこんとすわるのに対し、織おり姫ひめは背せ筋すじをのばして端然と座し、この教室を所有する姫御前のように奥でひかえる。

　授業は全すべてまじめに受け、体育の時間でも颯さつ爽そうと体を動かし、運動神経のよさとスタイルのよさをまざまざと周囲に見せつける人材だ。

（お姫さまっぽいのはうわべだけじゃなくて、中身もだったか）

　うわべと中身にギャップがある例として、身近に幼おさななじみのアーシャがいる。

　もしかしたら十じゆう條じよう地じ織姫も――と、こっそり邪じや推すいしていたのだが。失礼な想像だったようだ。ハルは心のなかであやまった。

　そんな内心も知らぬはずの織姫は、机からＢ５サイズの紙を取り出した。

　クラブ活動の入部届。そこにさらさら『１年Ｆ組・十條地織姫』と、みごとな筆跡の美しさで記入。はい、と武む藤とうさんに渡す。

「部員が必要なんでしょう？　足しにして」

「え、いいの!?」

「ええ。幽霊部員ありと聞いてなかったら、考えたかもしれないけど。それもありなら長く悩むことじゃないわ」

　と言ってから、織姫はカバンを手に席を立った。

「あ、もしよかったらだけど、今度うちの部室へ遊びに来てよっ」

「わたしがその気になって、そのとき体が空いていたらね。これでも結構いそがしい方だから、調子のいいこと言えなくてごめんなさい。あまり期待しないで待ってて」

　武藤さんが言うのを背中で聞いて、織姫は快かい活かつに応じた。

　こんなセリフをいやみのニュアンス皆かい無むで言ってのけてから、教室の出入り口へさっさと歩き出す。実に颯爽とした振る舞いだった。

「……絵になる人だねえ」

　遠ざかる織姫の後ろ姿を見送りながら、思わずつぶやくハルだった。
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　カレー屋、喫茶店、マッサージ店、古書店、ＤＶＤショップなど。

　いくつものテナントが入居している雑居ビル四階。アーシャことアナスタシア・ルバシヴィリがいるのは古書店『弥み勒ろく堂どう』の店内だった。

　さらにいえば、レジのなかだった。

　べつにバイトをしているわけではない。客として来店しただけなのに。

　軽くため息をついてから、丸イスに腰かけたアーシャは膝ひざに置いた本へ視線を落とした。ただひとりの販売員である店主に留守番を頼まれて、もう二時間が経たっている。

　その間、来客数ゼロ。まさに開店休業の状態だった。

　コミックなど一冊も置かない硬派な古書店は、この手の店ではありがちなことに整せい理り整せい頓とんが行きとどいてない。棚に収まりきらない古書は雑然と積みあげられ、古こ紙しのタワーを店の随所で形づくっている。

　アーシャはこの古くて小汚い店には、不似合いな容姿だった。

　美少女なのである。

　繊細にととのった顔立ちはどこか儚はかなげだった。蒼あおみがかった銀髪も神秘的だ。

　そして、抱けば折れてしまいそうなほど細い体つき。容姿に恵まれた東欧の白人少女にしばしば見られる、妖よう精せいのような肢体だった。

「ごくろうさん。店番してもらって助かったよ」

　いきなり『弥み勒ろく堂どう』のガラス戸が横にスライドして、青年が入ってきた。

　イケメンと呼んでも良心の呵か責しやくを覚えない程度には、ととのった顔立ちだ。ただし、無ぶ精しようひげとよれよれのシャツが第一印象の好感度をマイナスしている。

　見けん城じよう玄げん也や。この店の主あるじだった。まだ二〇代なかばと若い。

「これ、おみやげのカレーパンな。お礼代わり」

「おみやげよりも、せめてあと三〇分早く帰ってきて欲しかったです」

　差し出された紙袋を受け取りながら、アーシャは苦情を口にした。

　新入荷したという古書をチェックしに来店したのはお昼すぎ。そこで見城青年に店番を頼まれた。すぐもどるだろうと軽い気持ちで引き受けたのだが。

「同じビルのカレー屋さんでランチするのに、何で二時間もかかるんですか？」

「そりゃあれだ。向こうのマスターと『もうかりまっか？』『ぼちぼちでんな』みたいな会話をしてさ。食後のコーヒー飲みながらスポーツ新聞を四紙読みくらべてたら、結構時間が経たってたんだ」

「そこはウソでもさぼり以外の理由をおっしゃってください。ところで」

　おみやげの袋をのぞきこんで、アーシャは言った。

「これは焼きカレーパンのようですが……。私、『焼き』よりも『揚あげ』派なので、次はそちらをお願いします。揚げたパン生地のカリカリが好きなもので」

　訪れた国の食事情に苦もなく順じゆん応のうするのは、アーシャの特技である。

　東京新しん都とで暮らしはじめて、まだ一月足らず。しかし、すでに日本オリジナルの総菜パンへのこだわりを語るレベルに到達していた。

「そこは女子なんだし、ヘルシーな方を食っとけよ」

「大丈夫です。このとおり、いくら食べても太らない体質ですから」

　宣言して、アーシャはうすい胸に手を当てた。

　見る人が驚くほどの食事量を連日キープしながら、儚げな妖精のごとき肢体は決して脂肪の重りをまとうことはないのだ。

　しかし、見けん城じようはとぼけた顔つきで異論を唱となえた。

「それ、体質じゃなくて若さのおかげじゃないか？　ある年齢を超すと、乱れた食生活はグワンと体に反映されるんだぞ。特に白人の女の子って、大人になると横の体積いきなり増やして、体型変わるしなー」

「わ、私はあんなふうにはなりませんっ。絶対に！」

　耳に痛い指摘を聞いて、思わずアーシャは叫んだ。

　ちなみに、今の反論に根こん拠きよはない。脊せき髄ずい反射のようなものである。

「それよりも見城さん。これとこれをいただきます」

「毎度どうも。ミス・アーシャのメガネにかなう品があって何よりだよ」

　アーシャが示した古書を見て、見城は礼を言った。

　書名は『ニコラ・フラメルと王者之魔術』と『古こ今こん秘ひ歌か相そう聞もん』。古い洋書と昭和初期の和書という異色の取り合わせだった。だが、アーシャはどちらも問題なく読める。

　魔マ女ギとして覚かく醒せいした者は、特殊な能力をいくつか獲得する。

　そのひとつが異常な言語センスだった。未知の外国語であっても一、二か月ほど学習すれば、母国語と同じ流りゆう暢ちようさで操れるようになるのだ。

「支払い方法は今までと同じでいいですか？」

「ああ。月末までにこの支部の口座に振り込んどいてくれ」

　確認するアーシャに、見城はうなずく。

　この『弥み勒ろく堂どう』、ただの閑かん古こ鳥どりが鳴く古書店ではない。

　これでも研究機関《S.A.U.R.U.サウル》の支部なのだ。八人も入れば定員オーバーになる、超小規模支部であったが……。

「世界中あちこちまわりましたけど、こんなにせまい支部は初めてです」

「仕方ないさ。もともとオカルト関係のあやしい書籍をメンバーに売ったり、逆に買い取ったりするためだけの場所だったんだ。組織が新しん都とから撤退するにつれて支部あつかいされるようになっただけで」

　アーシャの感想に、見城がつぶやく。

　今、買い求めた二冊の古書。どちらも『形けい而じ上じよう学的知識体系』――すなわち魔術について、旧時代の“〝探究者”〟が書き記したものだった。

「おれだってさ。肩書きはここの店長になってるけど、本来はうちの上司――柊ひいらぎの姐あねさん直属の部下ってだけだし」

「そういえば、一週間に二日しか営業しない店ですものね」

　店主の留守中も出入りできるよう、アーシャも晴はる臣おみも店の合あい鍵かぎを所持している。

　にやっと笑う見城へ、肩をすくめながら訊たずねてみた。

「《S.A.U.R.U.サウル》って一応、世界的な組織でしたよね？」

「まあな。けど、メンバーがすくない都市の支部には割と冷たい組織でもある。ほれ、合理的経営ってやつ」

「秘密結社が経営のスリム化に励むのって、浪ろ漫まんに欠けますね……」

「世界中に仲間はいるけど、各国政府を陰から支配するような都市伝説とは無縁の組織だからなあ。実際、この新しん都と在住で本部に正式登録されているメンバー、今いる三人だけかもしれんし。おれ、ミス・アーシャ、あとは――」

「晴はる臣おみですね」

「そう、春はる賀が先生の息子さんだ。これから会うんだろ？」

「……なんのことでしょう？」

　言い当てられて、アーシャはとっさにとぼけた。

　べつに犯罪行為をするわけではない。予定を教えても問題は生じないだろう。

　なのに隠そうとしたのは――恥ずかしかったのである。

　さりげなく体の向きを変える。華きや奢しやな体を遮しや蔽へい物ぶつにして、レジ横に置いたバスケットを見けん城じようの視線から隠すためだった。

　しかし、青年は空気を読まず、面おも白しろそうに言う。

「そのバスケット、ソースの匂においがするな。中身は弁当か？　あの少年といっしょに食べるつもりで持ってきたとか？」

「ななな、何を根こん拠きよにそんなこと言うんですか!?」

「いや、ほら。自分ひとり用の弁当なら、おれを待ってる間にミス・アーシャはぺろっと食べちまうんじゃないかと思って。ちょうど昼時だったし」

　見城青年が留守にしていたのは、一二時半から一四時半の間。

　アーシャの胃袋は十数回も『くー』と空腹をつつましく訴うつたえた。そのたび彼女は持参したバスケットを食い入るように見つめたのだが。

　しかし、あとで幼おさななじみと会うことを考え、誘惑を振りはらったのだ。

「へ、変な誤解はしないでください。私、今日は研究用の資料を集めるつもりなんです。晴臣なんかいっしょではありません。……それじゃ、もう行きますね」

「おお。少年によろしくなー」

　そそくさと入り口へ向かうアーシャに、見城はさらりと言う。

　とぼけた無ぶ精しよう者ものに見えて、なかなか油断ならない青年なのだった。



　学校を出たハルの携帯端末に、アーシャからのメールが届いた。

　用事はすんだという報しらせ。そして合流場所の指定。駅前かファーストフード店で待ち合わせるのかと思いきや。

「何で公園なんかで？」

　たしかに今日はいい天気で、外にいるのも苦にならないが……。

　とにかく最寄りの両国駅近くの大きな公園に入る。

　公園のベンチでぼんやり待つこと十数分。

　遅れてやってきたアーシャは、なぜかハルの顔を見るなり赤面した。

「べ、べつに晴はる臣おみに会いたかったわけじゃありませんからねっ」

「いきなり何言ってんだい、アーシャ」

　幼おさななじみの珍発言へ、ハルはつっこんだ。

　理由は不明だが、アーシャは恥ずかしげにモジモジしていた。

「僕がここに来たのは、君に呼び出されたからだぜ？」

「た、たしかにそうですけど！　ふくむところは一切ありませんっ。今日呼んだのは研究の手伝いをお願いしたからであって、晴臣といっしょにお出かけしようとか、これっぽっちも考えてませんから！」

「わざわざ説明されなくても、わかってるって」

　冷静に答えるハルを、なぜかアーシャはうらめしげに見つめてから。

　でんと、持参したバスケットをベンチに置いた。

「とにかく、腹が減ってはいくさはできません。お昼ごはんにしましょう」



    

  
    
      



    

  
    
      

「好きに食べてくれよ。僕はすませてきたから」

「――晴はる臣おみ、今なんて？」

「だから、もう昼飯は食べたって」

「わ、私がここまで必死に我慢したのに、ひとりで先に!?」

　裏切り者を見る目でアーシャは言う。またしても理由は謎なぞだったが。

「そりゃそうだよ。これでもまじめに学校へ行ってるんだ、今のところ。昼休みには学食行ってランチもすませるさ」

「そんな。晴臣のことだから、一週間で不登校になると思ったのに」

「僕のまじめさをバカにするなよ。これでも一月くらいはきちんと通ってから、適当な口実を作って通信制高校に編入しようと思ってるんだぜ」

「その不ふ真ま面じ目めさと腹黒さはやっぱり晴臣……。あ、でも」

　愕がく然ぜんとしていたアーシャだが、急に持ち直して言った。

「考えてみたら男の子なんだし、二度目のランチくらいペロリといけるはずですよね。さ、いっしょにお昼を食べましょう」

「遠えん慮りよさせてもらう。君の手作りだろ？　だったらきっと」

　ハルは遠慮のない手つきでバスケットを開けた。

　主食のサンドイッチや副菜の野菜料理、フルーツなどがきれいに収められている。

　食欲旺おう盛せいなアーシャは食べるだけでなく、作る方も得意なのだ。しかし。

「予想どおりだ。サンドイッチが全部カツサンドってのはいかがなものかな？　昼にカツ丼どん食べたばかりだから、さすがにちょっとヘビーというか……」

「それは誤解です。よく見てください」

「いい感じの狐きつね色いろに揚あがった衣といい、豚肉の白い断面といい、誤解の余地もなく一二個のカツサンドじゃないか」

　ハルの指摘に、しかしアーシャはふふっとほくそ笑んだ。

「カツはカツでもビーフカツ、ポークカツ、チキンカツの三種取りそろえです。それぞれちがった味わいと食感を楽しめます」

「……なるほど」

　たしかによく見れば、赤身の牛カツサンドも四つ交じっていた。

　かくして公園のベンチに手作り弁当を広げて、アーシャは一度目、ハルは二度目のランチと洒落しやれこむことになった。

　天気はよく、風もおだやか。春の空はすがすがしいほどの青さだった。

　絶好のお弁当日和びよりだが、ハルの食欲はもちろん旺盛ではない。

　胃腸へのダメージがすくなそうな野菜のラタトゥユやピクルスをつまんでいたら。

「野菜ばかり食べてないで、肉や炭水化物もいっしょに食べてください。かたよった菜食主義よりも、バランスの取れた食事の方が健康への近道なんですよ？」

「その発言、君がすると説得力に無む茶ちや苦く茶ちや欠けているよ」

　アーシャの忠告に答えてから、ハルはついにカツサンドを取りあげた。

　かじる。記念すべき（？）一個目は豚だった。

　時間が経たってしっとりした衣と食たべ応ごたえのある厚いカツ、何よりソースが美う味まい。市販のソースにケチャップやマスタードを混ぜることで、複雑な旨うま味みを作りあげていた。

　副菜のラタトゥユも味が深く、ピクルスは自分で漬けた手作り品だ。

　実のところ、アーシャはお世辞抜きにすばらしい料理人なのだ。

「……これで献立のがっつり系偏へん重ちよう傾向と、過剰な分量がなかったらねェ……」

「何か言いましたか、晴はる臣おみ？」

「いいや、べつに。ところで、ひとつ忠告なんだけど」

　四個目のカツサンドを食べ終えたアーシャへ、ハルはまじめな顔で言った。

「君はよく太らない体質を自慢するけど、それって単に若いからじゃないか？　僕らもいずれ二〇歳、三〇歳になっていくんだ。今から節制に慣れておくのもいいと思うよ。将来ダイエットで苦労しないために」

「あ、あなたもですか、ブルータス！」

「どうして急にカエサルの最期さいご……？」

　気け色しきばむアーシャのうめきに、ハルが首をかしげたりしながら。

　バスケットの中身は着実に減っていった。ちなみに一二個のカツサンドは、ハル三アーシャ九という割り当てに落ち着いた。

「ところで、ルサールカの調子はどうだい？」

「よくはない……いいえ。だいぶ悪いですね。もう長くはないでしょう」

　食べながら質問したハルにアーシャは答えた。

　一瞬だけ言葉を濁にごしたのは、おそらくハルではなく自分自身に楽観的な言葉を聞かせたかったのだろう。

　だが、結局そうしなかった。彼女はすでに暗い結末を覚悟しているのだ。

　ここで下手な慰なぐさめを言えるほど、アーシャとのつきあいは浅くない。

　ハルはため息をついて、こう言うにとどめた。

「そうか。あいつ、いい『蛇へび』だったのにな」

「ええ。頼りになる相棒でした」

　早すぎる過去形を用いたハル。おそらくわざと同じ誤用をしたアーシャ。

　幼おさななじみなのだ。いいことも楽しいことも数多く共有してきた。悪いことも悲しいことも、どうにもならない理不尽も。

　こういうとき気の利きいたセリフを言えるセンスは、ハルにはない。

　無言でパンとチキンカツを咀そ嚼しやくする。そして、肩をならべていっしょにいる。

　アーシャの祖母が亡くなった直後に再会したときも同じだった。ハルの父が病没した三か月後に再会したときは、彼女の方が無言で寄りそってくれた。

　もしかしたら、これがアーシャの言う『絆きずな』とやら、なのかもしれない。

「おなかも満たされたことですし、そろそろ行きましょうか」

　昼食を食べ終えると、アーシャはさばさばと言った。

　ボリューム満点のカツサンド九個と、しめっぽい話題の影響を微み塵じんも感じさせない。

　いつもどおりの声だった。一方、胃袋の許容量を大幅にオーバーさせていたハルは、口を利きくのも億おつ劫くうなため、無言でうなずいた。

　しかし腹部の重さは無視して、すばやく立ちあがる。

　決して似たもの同士ではないハルとアーシャだが、ひとつ共通点があった。

　感かん傷しようで行動力をにぶらせる贅ぜい沢たくとは、どちらも縁がないことだ。それは危険と死別の多い生活で、図太さと大おお雑ざつ把ぱさが鍛きたえられたせいかもしれなかった。
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　公園で遅い昼食を終えたあと、ハルとアーシャは駅に向かった。

　かつての山手線や中央線、営団線の多くは運行停止してひさしい。今は東京新しん都とを一周する環状線と、残った地下鉄が区民の足代わりだった。

　めざす場所は、江こう東とう区くの新しん木き場ばにある。

　ふたりを乗せた新都環状線の車両が走り出してすぐ、印象的な風景が視界に飛びこんできた。高架線の上を走る電車からは隅田川が見えるせいだ。

「そういや、この辺だとあっち側が見えるんだよな」

　電車の吊つり革かわにつかまりながら、ハルはつぶやいた。

　隅田川の対岸には、かつて浅草といわれた界かい隈わいの景色が広がる。

　そして、その遙はるか向こうにそびえ立つ黒き石柱――。

　形状は正三角柱である。色は一点の混じりけもない、完全なる漆しつ黒こく。黒曜石さながらにつややかな輝きを放つ。

　この純黒の三角柱が立つ場所は、旧千代田区の一角である。

　しかし、隅田川沿いに走る電車の窓からもよく見えた。高さ一〇〇〇メートル以上。日本のあらゆる高層建築をしのぐランドマークなのだ。

「さすがにモノリスは、どの国で見ても目立つもんだね」

「あまり気分のいい景色ではないですけどね」

　ハルとアーシャはつぶやきとため息をこぼした。

　世界二〇〇箇所以上に点在する竜りゆう族ぞくの租そ借しやく地ち。その全すべてにこれと同じ禍まが々まがしい黒き柱――モノリスが打ち立てられているのだ。

　東京都が日本の首都だった頃ころの中ちゆう枢すう部は、ことごとく『旧東京』のエリア内である。

　新宿区・千代田区・中央区・文京区・台東区・渋谷区・港区など……。

　該当エリアに居住することはできない。現在はひたすら無人の廃はい墟きよが続くだけの、“〝死の都市”〟であった。

　今、ハルたちの前を流れる隅田川の向こう側も旧東京である。

　車窓から都市の風景が見える。

　外を歩く人間はひとりもいない。あちこちの建物が荒廃していた。

　ガラスというガラスは割れ、掃除する者もいないため全体に薄汚く、精彩がない――。だが、異様な景色も徐々に遠くなっていく。

　隅田川を離れ、新しん木き場ば方面に近づいたからだ。

　ハルとアーシャは新木場駅で降りた。

　一〇年近く前、不意に飛来したドラゴンに破壊されて以来、この一帯は再開発予定地となっている。基本的に見渡すかぎり空き地が続く、海辺の土地だ。

　ふたりは黙々と歩いた。

　目的地は駅から徒歩一〇分の距離だった。

　わざわざ植林した杉や檜ひのきの木で、ちょっとした森のようになっている。ここに目当ての建物はあった。小さい図書館のような造りである。

　だが、いかなる施設かを説明する看板も案内板もなかった。

「これを。私の身元です」

　受付でアーシャは名刺サイズのカードを差し出した。

　カードには何も書かれていない。表も裏も黒く塗りつぶされているだけ。しかし、魔術的視覚を持つ者なら、黒いカードに描かれた青白い意匠を視認できる。

　交差する二本の杖つえ。そのまわりで、自らの尾を呑のみこむ蛇へびが円を描いている図。

　これは《S.A.U.R.U.サウル》のシンボルだった。

　魔術の研究と普及につとめる、研究機関にして秘密結社の印。

　世界で唯一、『蛇』と魔マ女ギの盟めい約やくをプロデュースできる知識集団シンクタンク。そのメンバーであるという身分証明。

　受付にいたおじさんは、ありふれた背広姿だった。

　そして、銀縁のメガネをかけていた。このレンズには呪じゆ法ほう加工が施されているはずだ。ハルも似たような品を所有している。

　魔マ女ギならば、裸眼で魔術的視覚を発はつ揮きできる。

　しかし、そうでない普通人コモンは、こうした呪じゆ具ぐで魔術的視覚を一時的に身につけるのだ。案の定、おじさんはアーシャのカードを一いち瞥べつしただけで、入館を許可するようにうなずいてくれた。

「ほとんど顔パスってのは楽でいいな。僕らみたいに胡う散さんくさいのと、仲よくしたくないだけかもしれないけど」

　入館後しばらくしてからハルが言うと、すかさずアーシャは答えた。

「さりげなく私をふくめないでください。第一印象のよさなら、私の方が晴はる臣おみよりも断然上だと思います」

「まあね。君はとてもかわいい女の子だし」

「え……そんな――。晴臣……ふふっ」

　急に浮かれたような顔つきになって、アーシャは可愛かわいらしく微笑ほほえんだ。

　容姿についてハルが誉ほめると、妙によろこぶ癖くせが彼女にはあるのだ。

「いや、でもさ。君の場合、つきあってると第一印象が幻まぼろしにすぎないことがどんどんわかってくるから、その辺をどうにかすべきかもよ」

「晴臣の方こそ、上げてから落とす悪い癖をどうにかしてください！」

　こういう話題になると、アーシャはいつもいきなり怒り出す。

　しかし、今日はすぐに怒気を鎮めて、話題を変えた。

「ここ、入館が楽なのは助かりますけど、もうすこし格式ばっていてもいい気はします。せっかくの『魔ま女じよの館やかた』なんですし」

「でも、地方都市とか田舎の方の『館』って、大体こうじゃないか」

　東京新しん都とを守護する『蛇へび』と魔マ女ギは、現在のところ一組のみ。

　一応アーシャもいるが、彼女の相棒は訳ありの身。数に入れるべきではないだろう。

「蛇と魔女を三、四組もそろえられた運のいい地域なら、もっと活気があるんだろうけど。世界中見渡せば、一組もいない街の方が圧倒的に多いだろ？　現にこの街の蛇なんか、ドラゴンどもが来たら関東地方のあちこちに出張するらしいよ」

「人材不足はどこでも深刻ですね……」

「そのおかげで僕らは仕事に不自由しないわけだ。でもアーシャ」

　ふたりはこの施設の深奥部にやってきていた。

　受付から廊下へ出てエレベーターに乗り、地下二階へ。

　奥まった場所にある自動ドアに暗証番号を打ち込んで開け、その先にあった階段をてくてくと下り、ついに到達したのは地下五階の最下層――。

　禁断の知識を記した、さまざまな書。それらを収蔵した書庫である。

　足を踏み入れるだけで、冷気が足もとと背せ筋すじを凍こごえさせる。

　クーラーの冷気と、何より『力ある書』の数々に秘められた霊気がハルとアーシャの心身を容赦なく冷やすせいだった。

「人材難のことを君が言ったら、ヨーロッパの連中は怒るだろうよ。なんたって君が呼び出すルサールカは、三か月前まであっちじゃ最強クラスだった『蛇へび』――リヴァイアサンなんだから」

　貯金を趣しゆ味みとライフワークにしているハルだが。

　実はそちらの進しん捗ちよくでは、幼おさななじみに大きく後おくれを取っている。

　アーシャは欧州屈指の能力を持つ魔マ女ギ。相棒だった『蒼あおきルサールカ』の力を最大限に引き出して、何年もドラゴンたちと戦いつづけてきた。

　幾多の戦闘への報ほう酬しゆうや契約金が銀行口座に積もり積もっているはずだ。

「早く帰ってきてくれって、三さん顧この礼れいで迎えてくれるんじゃないか？」

「それはそうでしょうけど……ルサールカの問題もありますし、私にはこの東京で取り組みたい研究があります」

　アーシャがこの書庫を訪ねるのは二度目だという。

　東日本では最大規模の魔導書保管庫。

　民間の有志によって蒐しゆう集しゆうされた『力ある書』をハルのような魔術知識の所有者、そしてアーシャのような異能の魔女に有効活用させるべく造られた場所。

　あやしくもあやうい知識の泉であった。

　そういう場所柄がらゆえ、快適さとは程遠い。多すぎる書棚が迷路のように入り組んでおり、ひどく歩きづらかった。そして光に弱い古書へ配慮して、照明はロウソクの火程度の明度しかなく、数も極端にすくなかった。

　おかげで書庫は暗くら闇やみ同然だ。

　目当ての本を効率よく探すため、ハルとアーシャは別行動を取ることにした。

　それぞれ懐中電灯を手に、ひとりで書物の迷宮をさまよう。

　蔵書の目録からアーシャが目星をつけたという本を探して、ハルは書棚にならぶタイトルを地道に確認していった。

　洋書では『おぞましきオグドアドの秘めたる写本』『マグダラの黒き女神についての注釈書』『宇宙における地と水の相互作用』『ヘルメス的錬金術の諸相』など。和書では『呪じゆ詛そ法重ちよう宝ほう記』『霊妙秘蔵集』など。また仏典では『金光明最勝経義』『虚空蔵聞持法呈示』。漢籍もなかなか充実しているようで『神符呪禁極言』『本草養生経』『蒼極神功』『太上君秘録』『応帝王秘笈』……。

　しかし、それらには目もくれない。

　このレベルの魔導書を準備なしに読んだら、とんでもない目に遭あう。

　おそらく、その直後から幻覚を見るようになるだろう。眠ればきっと夢に怪物が出る。日に日にやつれていき、錯乱を起こし、やがて発狂コースか……。

　今回、アーシャが欲しがっているのは魔道研究の資料なのだ。

　ジャンルは考古学・民俗学・比較神話学など。

　ここはそういう方面も充実していて、一般では入手不可能とされる貴書・稀き書しよ・奇書が無造作に置かれていたりする。

　しばらく、ハルはひとり地道に作業を続けていたのだが――。

　首筋にぞくりと寒気が走るのを感じた。

　商売柄がら、いわゆる霊感は鋭い方だ。また、これだけ妖よう気きと霊気がうずまく場所。

　それに惹ひかれて『よからぬ輩やから』が潜もぐりこんでくる例は多く、遭そう遇ぐうしたという話にはことかかない。実はハルも何度か経験ずみだった。

「ただの霊ならいいけど、『悪』とか『怨』がつくのは勘弁してくれよ……」

　専門家らしい愚ぐ痴ちをこぼしながら、うしろをふりかえる。

　――いた。ハルは暗くら闇やみの奥で、ふたつの目が輝いているのを見た。

　目だけである。瞳ひとみは金色。一応、人間の眼球であるように見えるが、どこか冷血生物めいた雰囲気があった。

　金色の双眼が放つ妖あやしさに気け圧おされ、思わず息を呑のんだときだった。

（ほう……。只ただ人びとの分ぶん際ざいで面おも白しろいものを持っているな――）

　よく聞こえなかったが、少女の声ささやき声であるように思えた。

　続きを聞き取るべく、ハルは身がまえて待つ。しかし。

「……もう行ったのか？」

　二分ほど待っても続きはなかったので、ため息をついた。

　謎なぞの霊的存在は去ったようだ。まだ書庫のどこかにはいるのだろうが……。

　ハルは肩をすくめて、作業を再開した。

　この程度で神経質になっていたら、やっていけない商売なのである。



　霊（？）との遭遇から数十分後、ハルは書庫の一角でアーシャと合流した。

　幼おさななじみが「ちょっと読んでおきたい」とリストアップした書物のうち、今日ふたりが発見できたのは三冊。『東アジアにおける龍りゆう神じん伝承の変へん遷せん』『古代朝鮮と秘教的集団儀礼』『騎馬民族王朝、神代日本ニ到来シタルノ論』である。

　尚なお、さっきの霊について話したら、幼なじみは「まあ、よくあることですし」だった。

　逆の立場なら、ハルもきっと同じ言葉を口にしただろう。

「それじゃあ、はじめましょうか」

「了解。貴重で稀き少しようなだけの古本はデータ化できるから助かるよ」

　ハルは携帯端末を取り出しながら、アーシャに答えた。

　本を開いて、端末のカメラで撮影。それを延々と最初から最後のページまで繰りかえし、本の内容をデジタルなデータとして保存・資料化する。

　これが力ある魔導書なら、こんな行為はまったくの無意味だ。

　ああした本には、読者を特殊な精神状態に追いこむ魔力がある（呪のろいと言いかえてもいいが）。それが喜怒哀楽狂気のいずれであれ、そうした異様なテンションのもと魂の全すべてを捧ささげるように読みこんで、はじめて真の意味が理解できる。

　スキャナやカメラで文面はデータ化できても、魔性は再現できないのだ。

　アーシャが本をめくり、ハルがぱちりと撮影してデータ化。

　休憩をはさみながら延々繰りかえすこと、実に三時間。作業がひととおり終わった頃ころ、ハルとアーシャは唐突に足音を聞いた。

　かつっ。かつっ。かつっ。かつっ。革靴の底が床をたたく。

　落ち着いた足取りのくせに、リズミカルで音楽的だった。

　歩く人間の絶妙なリズム感と運動神経が、足音まで華麗にひびかせている。そんな印象だ。しかも、ひとりごとまで聞こえてきた。

「ここ、本当にひどいわね……。もうすこし整せい理り整せい頓とんとか利用しやすさを考えて陳列すべきだと思うけど……今度、羽は純ずみに言ってみようかしら」

　ハルは驚いた。聞き覚えのある声だったからだ。

「魔マ女ギ？　それにしてはなんだか……」

　隣でアーシャが首をかしげている。こんな魔ま窟くつに来る魔女にしては違和感があると思ったのだろう。無理もない。ハルはうなずいた。

　あの少女は華麗で、颯さつ爽そうとしていて、きわめて健全そうだった。

　だが、ここは暗くら闇やみ同然で、陰いん鬱うつとしていて、妖よう気きに充みち満みちた空間。

　どう考えたって似合いの場所ではない。だというのに――。

「ここで先客とお会いするのは初めてだわ。お邪魔だったなら、ごめんなさい。でも、もしよかったら、この書庫を上う手まく使う方法、教えてくださると助かります。何度か来てるんですけど、いまだに慣れなくて――え、春はる賀がくん？」

　ハルたちの前へやってきた、第三の人物。やはり人ちがいではなかった。

　目の前には最も印象的なクラスメイト、十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめその人がいた。



　　　　５



　織姫のきれいな顔は、驚きの色でいろどられていた。

　対してハルは内心を表に出さず、「なんとねえ」とつぶやき、肩をすくめるにとどめた。人生、先のことは本当にわからないものだ。

　一方、アーシャは不審そうに織姫を見てから、ハルに視線を向けた。

「晴はる臣おみのお知り合いみたいですね。まさか、こんなところで待ち合わせですか？　私の手伝いが終わったら次はこの人と夜の町へしけこんで、今夜は朝まで眠らせない……とか不ふ埒らちな計画があるんじゃ――」

　幼おさななじみの目と声には、なぜか責めるようなニュアンスがある。

　ハルは謂いわれのない居心地悪さを感じながら、静かに言った。

「高校の同級生だよ。こんなところで出くわしたのは只ただの偶然……いや、むしろ必然か？　ねえ十じゆう條じよう地じさん。ここに出入りできるんだから、君は魔マ女ギなのか？」

　織おり姫ひめに問う。すると、彼女はすぐにいつもの調子を取りもどした。

「春はる賀がくんがわたしの質問に答えてくれたら、答えてあげる。この書庫って魔ま女じよに類する女性か、魔術関係の知識を持つ人しか利用できないのよね？　春賀くんとそちらの方はどういう事情でここにいるの？」

　颯さつ爽そうたる口ぶりにハルは苦笑した。一方的な情報公開を迫っても無駄なようだ。

「こりゃ失礼。僕らはこういう者なんだ」

　ハルはポケットを探って、名刺サイズの黒いカードを取り出した。

　受付でアーシャが提示したのと同じ、《S.A.U.R.U.サウル》所属を示す札だ。ただし、こちらはポケットのなかでくしゃくしゃになっていたが。

「黒いだけで何も書いてないわよ……？　もしかして、魔女の世界ではこういうのに何か意味があるのかしら？　ごめんなさい。実はそういう約束事、全然知らなくて」

　しかし、織姫は首をかしげていた。《S.A.U.R.U.》の印が見えないようだ。

　魔女ならば裸眼でも魔術的視覚を行使できる。それができないという。ならば考えられる理由は――ハルが織姫の事情に察しをつけたときだった。

　ハル、アーシャ、そして織姫の持つ携帯端末。

　それらがいっせいに震動しはじめた。同時にメールを受信したのだ。

「緊急避難勧告……。東京湾上空に小型種ドラゴン四体が飛来――」

　端末に届いたメールを一読して、アーシャがささやいた。

「晴はる臣おみ。それと、そちらのお嬢さん。話はあとにしましょう。今は退避が先です」

　ハルと織姫は即座に同じ仕草をした。うなずいたのである。



　二〇年以上前、地球にドラゴンたちが『帰還』した。

　しかし、この超生物どもが居住地コロニーに選んだのは地球上ではなかった。

　遙はるか天空の彼方かなた――。

　大たい気き圏けんをも越えた衛星軌道と、月面が彼らの領土となったのである。

　全すべてのドラゴンは、大気圏を自力で突破する飛ひ翔しよう力りよくと生命力をそなえている。その事実を知っても、人類はもう驚かなかった。だが、ドラゴンたちのある習性を知ったとき、人々は己おのれの信じる神に祈るか、運命を呪のろうかしたはずだ。

　ドラゴン族は、しばしば発作的な破壊衝動に襲われる。

　そして、月面ないし衛星軌道から地上に飛来し、人類の居住地コロニーをめざすのだ。

　あとは無む惨ざんに破壊し尽くす。有翼の襲撃者たちは都市を砕き、町を蹂じゆう躙りんし、農村を焼き払って、破壊衝動を満たすのである。

　しかも、この襲撃は群れで行うときの方が多かった……。

　猛悪な『Dragons strike』の発生に、人類側は憤ふん然ぜんと抗議した。

　竜りゆうの種族の代表を名乗った紅あかき巨竜がニューヨークに設立した、地上的感覚でいうところの『大使館』に対して。

　すると、かの『王』はＣＮＮのカメラの前に飛来し、こう語ったという。

　あの驚くべきゆたかなバリトンで、朗々と、悪びれずに。

「この問題はまことに遺い憾かんである。ついては竜の種族を代表して約束したい。われらが狂える同どう朋ほうに対して、諸君ら人類が自衛権を行使するつもりならば、われわれは決してこれを妨害しないだろう。王の称号にかけて誓約する」

　重々しいくせに、無責任な言いぐさだった。

　要するに『監督するつもりはないから、勝手に身を守れ』と言ったのである。

　かくして二一世紀の人類は、恐るべき天敵――空より襲来するドラゴンどもと共生せざるを得なくなった。

　だが、不幸中の幸いというべきか。

　ドラゴン族の大多数を占める小型種は、比較的たやすく撃破できる相手だった。

　とはいえ、それはあくまで専門家の見解。一般の見方は、やはり異なる。地下五階の書庫から地上をめざす退避中、織おり姫ひめも心配そうにつぶやいた。

「ドラゴンたち……新しん都とまで来るかしら？」

「数は四匹だから、ふつうに考えたら可能性は低いね」

　ハルは答えた。ちなみにエレベーターではなく、階段を早足で登っている。停電して閉じこめられるといけないからだ。

　先頭がアーシャ、二番目は織姫、最後尾がハルという隊列だった。

「連中の群れが二〇匹未満なら、一機あたり一億ドルもする戦闘機の編隊とか、一〇億ドルする空母艦や巡洋艦が必死に戦って、一発あたり何十万ドルのミサイルや砲弾を気前よくバラまけば、どうにか全滅させられる。昔の怪獣映画にくらべたら、かなり分のいい戦いだよ。コストパフォーマンスは悪いけど」

「でも春はる賀がくん。今、『ふつうに考えたら』って言ったわよね？」

　ハル発言の曖あい昧まいなところに、織姫がつっこんできた。

　この状況でも落ち着いているらしい。いい度胸だとハルは感心した。

「ふつうじゃない考え方をしたら、今の予想はどう変わるの？」

「うーん。捕ほ捉そくしたのが東京湾上で、陸に近いからね。一匹でも取り逃がして東京に飛んでこられたら、割とかんたんに緊急事態だな」

「討ちもらしはどうしても出てきますしね……」

　アーシャもつぶやいた。実戦を知る彼女が言うと、尚なお更さら真しん実じつ味みがある。

「あと、めったにないことだけど。小型種――ラプトルじゃないヤツら。言葉を話すエクエスの連中……上位種がいたら、危険度は一気にレッドゾーンだ」

「ラプトル？　それに何ですって？」

　ハルがわざと『専門用語』で言うと、織おり姫ひめは首をかしげた。

　やはり彼女は素人なのだ。まだ。ひそかにうなずいてから、ハルは補足した。

「ドラゴンたちの学名の略だよ。君もたぶん、近いうちに教わるはずだ。……地上の方はどうなってるかな？」

　ついに階段を登り終え、三人は地上一階に到達した。

　早足からほぼ駆け足にペースアップして、通用口に急ぐ。受付のおじさんはどこかに消えていた。とっくに避難したのだろう。

　すぐ外に出る。そして、三人はそれぞれの方法で感情を露あらわにした。

「こりゃ参ったね」とハルは頭をかき。

「ラプトル……」とアーシャはつぶやいて、視線を鋭くし。

「そんな。よりによって、どうしてここに？」と織姫は呆ぼう然ぜんとして。

　三人とも夜空を見あげていた。陽ひはとっくに落ちていたのだ。

　冴さえ冴ざえとした半月の輝きと、春の星座の星明かり、そして街灯の光に照らされながら、有翼の獣が上空を旋回中――。

　体長は七メートル前後。体表は鋼はがね色だった。

　爬は虫ちゆう類るいのトカゲじみた頭部と胴、手足。尾は蛇へび。コウモリの羽に似た両翼を力強く羽はばたかせている。ハルの記憶の底にあるのと、まったく同じ生物だった。

　ドラゴン。竜りゆう族ぞく小型種。ラプトル・ドラコーニス。

　ハルたちの不安は当たった。

　このドラゴンは環太平洋防衛機構と空自・海自の織りなす防衛網をくぐり抜け、どうにか東京新しん都とへ到達したのだ。

　彼が『館やかた』上空を飛んでいる理由も、ハルにはわかる。

「原因を想像するなら、たぶんあいつは『館』から出てる魔力の匂においに惹ひかれて、飛んできたんだろうな……」

　竜族はレアメタルや貴金属、魔力を宿した品物に目がない。

　年齢を重ねて賢くなったラプトルは、そうした品々を光り物を好む鳥類のように蒐しゆう集しゆうしたがるときがあるのだ。

「ったく。ラプトルのくせに鼻が利きくやつだよ……」

　ハルがつぶやいた直後、上空のドラゴンが吠ほえた。

　オオオオオオオオオォォォォォンッ！

　猛たけ々だけしい野獣の咆ほう哮こう。凶猛に燃える瞳ひとみで地上の『館やかた』を見おろしている。

「みんな、走って！　こうなったら、運を天にまかせて逃げるしかないわ！」

「いざとなったらルサールカを呼びます。ひとまず逃げましょう！」

　織おり姫ひめの声に、アーシャの声もかぶさる。

　その気になれば、ハルの幼おさななじみは小型種ごとき瞬殺できる。

　だが、彼女は切り札を温存するつもりらしい。それとも、この局面でも召喚を避けたいほどルサールカは思わしくないのか。気になるが詮せん索さくする余裕はない。

　ハルは駆け出した。アーシャも、織姫もいっしょに走る。だが、しかし。

「……あれ？」

　首をかしげたのは、なんとハル自身だった。

　足が言うことを聞かなかった。勝手にもつれて、つんのめってしまったのだ。

　これでもドラゴンと接近遭そう遇ぐうした経験は数回あるし、命の危機という状況なら幾度も切り抜けてきた春はる賀が晴はる臣おみだ。なのに、どうして？

　倒れこんだ格好のまま、ハルは空を見あげた。

　あいかわらずドラゴンは『館』の上を旋回中だった。だが、今までよりも羽はばたきが力強い。面構えの獰どう猛もうさも増していた。

　鼻面に険しくしわを寄せ、牙きばをむき出しにした野性の形ぎよう相そう。

　あの迫力、獲物に飛びかかる寸前という表情である。

　なのにハルの体は動かない。まるでガソリンが切れた自動車のように。

「ど、どうなってんだ……？」

　ハルは必死に力を振りしぼり、立ちあがろうとした。できない。

　せめて腰だけでも上げようとした。ダメだった。指一本動かせない。強制停止させられた機械のように、ぴくりともしない。恐怖で体が硬直したのか？

　でも、その割に心と頭はクリアで、こんな益やく体たいのないことを考えている。

　本当にどうした、自分？　愕がく然ぜんとしながら、ハルはさらに驚いた。

　視界を占有していた、夜空を旋回するドラゴンという状況。

　その情景がいきなり紅あかく燃えはじめたのだ。

　焔ほのお。紅ぐ蓮れんの焔。ハルの見る景色はめらめらと燃焼する焔によって、おぞましいほど紅く染まっている！

　そしてハルの頭上、紅い焔で満たされた視界の中央部では――。

　力強く飛ひ翔しようするラプトルが大きく口を開いていた。

　喉のどの奥に青白い火が見える。

　人類の諸都市を無慈悲に焼き払ってきた『焔の息フアイアーブレス』。あれを吐はくつもりなのだ。おそらくハルを目め障ざわりに思い、焼き払ってしまうために！

「春はる賀がくん！　待ってて、今助ける！」

「晴はる臣おみ!?　く……古き清せい浄じようの御み印しるしに願い奉たてまつる！」

　女の子たちの声だった。逃げはじめたとき、ハルは勝手にころんで急停止した。

　だから、彼女たちはハルを置いてけぼりにする形で走っていったのだが。

　織おり姫ひめが駆けもどってくる。助けにくるつもりなのだ。

　ハルはあきれ、そして怒った。織姫は本当に度胸がいい。でも、明らかな判断ミスだ。彼女まで巻き添えとなって死んでしまう！

　一方、アーシャは召喚の歌を唱となえ、ルサールカを『呼ぶ』構えだった。

　ヘマした幼おさななじみを救うため、相棒の貴重な命を削り取るつもりなのだろう。

　――くそっ。ここまでありえない失態をさらすとは。

　ハルは己おのれのふがいなさに怒りを燃やした。せめて織姫だけでも助けられないか。方策を考えようとした瞬間、空中の竜りゆうが青白い焔ほのおを吐き散らす。

　怒りと絶望と自己嫌悪がマグマのように込みあげてきた。

　しかし、それとほとんど同時に、輝く五ご芒ぼうの星が空中に顕あらわれる。

　この星はハルたちを守るように、ドラゴンの吐いた焔と『館やかた』の中間に出現した。みごと超高熱の青白い火を受けとめてくれる。

　五ご芒ぼう星せいは邪じやを祓はらい、魔を裂き、鬼を打つ、聖なる守護者の印なのだ。

　しかも焔を受けとめながら、五芒星の素材である光は形を変えていった。

　光の軌跡が描く星から、光の軌跡が描く蛇へびへと。

　蛇は自らの尾を自らの口で呑のみこみ、『∞』の形を空に誕生させた。

　ここから『∞』は顕在化していく。質量のない光から、実体をともなう生物へと変化していったのだ。それも、さらに形を変えながら。

　ハルたちが見守るなか、五芒星から生まれた光は『竜りゆう蛇だ』への変化を完了させた。

　それは人類の敵たるドラゴンたちとは、大きく形状の異なる竜だった。

　胴は蛇のように長く、四肢は極端に短い。頭には鹿しかのような角が生え、全身を緑柱石エメラルド色の鱗うろこがおおっている。その姿には魚類めいた雰囲気がある。

　言ってみれば、非常に東洋的なシルエットの『竜蛇』であった。

「水み無な月づき……。間に合ってくれたのね」

　ハルを抱き起こそうとしていた織姫が、ほっとしたようにつぶやく。

　水無月。竜蛇型リヴァイアサンの名前らしい。

　リヴァイアサン。神秘と魔術が生み出した人造の竜。ドラゴンを討つために造られた、ドラゴンと類似の肉体を持つもの。魔マ女ギと命を共にする『蛇へび』。

　そして、その誕生と盟めい約やくをプロデュースするのがハルたち《S.A.U.R.U.サウル》だった。

　――キュアアアァァァァァアアアッ！

　甲高く水み無な月づきが鳴く。

　すると、ラプトルは警戒するように翼を羽はばたかせ、急上昇した。

　対して、水無月の飛び方は優美とさえ言えた。胴の長い魚がそうするように身をくねらせながら、泳ぐように空中を進むのだ。

　さらに、また鳴く。キュアアアァァアアッ！

　水無月が『右腕』にあたる右前肢の掌を開き、前方に突き出した。

　その右前肢は左にくらべて倍近くも長く、掌も大きい。四本指なのだが、指先に生える爪は刃物のように鋭く、長大だった。

　左手よりも遙はるかに凶暴な右手と、その四本爪――。

　ハルは気づいた。これがリヴァイアサン水無月の『角かく状じよう部ぶ位い』なのだ！

　キュアアアァァァァァアアアッ！

　直後、右手の爪から白い電撃がほとばしる。これに撃たれて、ラプトルの動きが空中で止まってしまった。かなりの衝撃だったのだろう。

　すると、水無月は例の優美な飛び方でラプトルとの距離を詰めた。

　大きな右手と四本爪を振りあげ、振りおろす。一撃で小型種の胸に四筋の切り傷が穿うがたれ、水銀色の血が飛び散った。

　たまらずラプトルは悲鳴をあげる。オオオォォォォンンッ！

　今の攻撃で使われた、大ぶりの四本爪。

　角状部位は戦闘時の攻撃手段として多用される。いわばリヴァイアサンの『角』ともいえる器官なのだ。

　水無月の『爪』のように、角状部位はひときわ目立つ形状をしていることが多い。

　生まれついての武器でラプトルを圧倒すると、水無月は口を開けた。

　そこから吐はき出すのは、青白い熱線――！

　リヴァイアサンが生まれながらに持つ、二番目の武器だった。

　これを全身に浴びたラプトルはあっさりと絶命した。

　息絶えた小型ドラゴンの骸むくろはむなしく墜つい落らくし、地上に激突する。

　直後、この亡なき骸がらに変化が起きた。爬は虫ちゆう類るいに似た肉体が『石』に変じていく。

　四肢の先から手足全体へ、胴、そして長い頸くび、頭部の順番で石化は進行していった。

　死後硬直の代わりに、竜りゆう族ぞくは『石化』するのだ。

　さらに、竜の骸は生前の強きよう靱じんさがウソのようにもろくなる。実際、このラプトルも墜落時の衝撃で、体の半分以上が砕け散っていた。

　竜りゆう族ぞく特有の死に際を見とどけながら、ハルは考える。

　全員が無事だったのは不幸中の幸いだろう。

　だが、自分の体はどうなってしまったのか？　今の大失態、まるでドラゴンを見てパニック障害でも発症してしまったような……。

　東京での新生活、いろいろ前途多難なようだった。



    

  
    
      
【第二章　盟めい約やくの儀式に向けて】
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　織おり姫ひめが生まれ育った十じゆう條じよう地じ家に『門限』はない。

　ただし、それは自由放任とイコールではなかった。

　決まった門限がない代わりに、織姫は一五歳女子にふさわしい帰宅時間を自らの意志と判断で守らねばならないのだ。

　しかし、この日の帰宅は夜の二三時とかなり遅かった。あの『館やかた』の居心地よくない地下にもぐっていたら、ドラゴンと遭そう遇ぐうしてしまったためだ。

　帰宅後、織姫はまず祖父の部屋へ向かった。

　築一四〇年という年季の入った木造建築の廊下を歩いていく。

　十條地の家は、地元では知る人ぞ知る武家屋敷である。中庭を一望できる長い廊下があたりまえのようにあり、祖父の寝室兼書斎はもちろん和室だった。

　障子が開いていたので、座ざ椅い子すにすわる祖父の姿は廊下からも見えた。

「おじいちゃん、ただいまもどりました」

「ああ」

　ドラゴンとの遭そう遇ぐう後、事情説明の電話を入れておいた。

　だから織おり姫ひめはかんたんに帰宅のあいさつをすませ、祖父も短いうなずきで応こたえる――だけと思いきや。祖父は厳しい顔つきで言った。

「緊急事態だとしても、すこし遅いのではないか？　歳とし頃ごろの娘むすめとして、もっと早くに帰ってくるよう気を遣えたはずだろう」

　七〇歳をすぎているのに、祖父の体つきはいまだ逞たくましい。

　若い頃から剣道で鍛きたえた成果らしい。おまけに某自動車メーカーの元専務取締役。室町以来の名族であった武家の血をひく名士。好んで和服を着る懐かい古こ趣しゆ味み。

　それらのもろもろが重なるせいで、不機嫌なときの重厚な迫力は尋常ではない。

　だが、織姫は怯ひるむことなく、あっさりと答えた。

「バカ言わないで。たしかにあのドラゴンは水み無な月づき……羽は純ずみの『蛇へび』が倒してくれたけど、だからってすぐ帰れるわけじゃないし」

「む」

「羽純は体が弱いのよ。『蛇』を使ったあとはいつも寝こむっていうし」

「しかしだな、織姫――」

「心配だから様子を見てきたわ。あ、熱が出てるそうだけど割と元気だったから、一応安心していいみたい」

「そ、そうか」

「それにドラゴンがやってきたあたりは電車だって止まるのよ？　いつもより帰宅に時間がかかるのはあたりまえでしょう？　結構歩くことになっちゃったし」

「だったら、タクシーでも拾えばいいだろうッ」

「みんな困ってるときなんだから、そういうのは本当に必要な人が使うべきよ。わたしはたいていの人より健康だし、体力もあるもの。四駅分歩くくらいなんともないわ。大体もったいないじゃない、タクシー代？」

「その程度のはした金、じいちゃんがいくらでも払ってやる！」

　さっきまでの重厚さは、すでに祖父から失われていた。

　祖父ひとり孫娘ひとりという家庭環境のせいか、やけに過保護なところがあるのだ。しつけの面ではスパルタのくせに、ときどきここぞとばかりに甘やかそうとする。

「ダメよ。自分で稼いだわけでもないお金、あんまり無駄使いするものじゃないわ」

「むぅ」

　ばつが悪くなったのか、祖父はせき払いして話題を変えた。

「ついさっき例の組織から連絡があったぞ。儀式の進行役はすぐに用意できるそうだ。二日後この家に来て、必要事項を説明するらしい。予定を空けておけ」

「儀式の？　じゃあ、いよいよわたしも……」

「ああ。こちら側の準備は全すべてすませてある。あとはおまえ次第だ」

　来るべき時が来たようだ。織おり姫ひめは力強くうなずいた。

「わかったわ。心の準備、ちゃんとしておく。――あ。さすがにおなかがすいたから、帰ってくる途中で食べてきちゃった。今日の晩御飯は、明日の朝いただくわね」

　十じゆう條じよう地じ家の夕食は、毎日お手伝いさんが手作りしてくれる。

　その労作に、織姫はなるべく完食という形で応こたえるつもりなのだ。そういえば、偶然出会った同級生はあのあと夕食をどうしたのだろうか？

　祖父の部屋をはなれ、ひとり廊下を歩きながら、織姫はつぶやいた。

「こっちのこと、誘いもしなかったけど」

　戦闘後、アーシャという白人少女に「私はおなかがすきました！」と訴うつたえられて、同級生・春はる賀が晴はる臣おみは「飯を食べられるか、食料を調達できるところにもぐりこむとしよう」とうなずき、ふたりで去っていったのだ。

　織姫には「じゃ、また学校で」と、あっさり告げるだけだった。

「わたしを避けたいようにも見えたけど……気にしすぎよね。嫌われるようなこと、した覚えないし。というより、そこまで接点なかったし」

　見るからに『変わり者』という雰囲気のクラスメイト。

　飄ひよう々ひようとした表情と物言いが印象的な男子である。一体、どういうプロフィールの持ち主なのだろう？　興味がわいてきた織姫だった。



「というわけで春賀くん。あなたのこと、教えてもらえる？」

「どういうわけだい、そいつは……」

　隣にすわるクラスメイトにいきなり質問され、ハルはぼやいた。

　朝のホームルームがはじまる前。教室に入って席に着いた直後であった。

「十條地さん。さすがにいろんな言葉を省略しすぎじゃないか？」

「同じ学年なんだし、呼び捨てでもいいわよ。男子を呼び捨てじゃちょっと柄がらが悪い感じになるから、わたしの方は『くん』をつけるつもりだけど」

「じゃあ十條地。僕の何を知りたいっていうのさ？」

　十條地織姫は、明らかに物おじしない性格である。

　今日中に何らかのコンタクトがあるだろうとは確信していた。

　だが、朝一番にいきなりとは……。隣同士という席の配置が恨めしい。また、ハルはある事実に気づいた。今、言われるままに彼女の姓せいを呼び捨てにしてしまった。

　どうやら、織姫は人を自分のペースに巻きこむことが得意らしい。

「まず、春はる賀がくんのプロフィールを教えてくれるとうれしいわ」

「国籍・日本。性別は男。現住所は墨田区内。身分証明書の肩書きは高校生。こんなところで十分だろ？」

「わたしが興味あるのは、春賀くんが今言わなかったプロフィール欄らんよ」

「これでも個人情報のあつかいには慎重な方なんだ。身長と体重くらいは申告してもいいけど、スリーサイズは勘弁して欲しいな」

「安心して。そっちにも興味ないから。教えて欲しいのは、春賀くんが学校以外のところで勉強した知識のこととか昨日あそこにいた事情。でも――」

　ハルはびっくりした。不意に織おり姫ひめの顔が近づいてきたからだ。

　すっと身を乗り出し、ハルの目をのぞき込むようにして、織姫は端整にととのった美び貌ぼうをこちらに向けている。

　ハルは確信した。たぶん、この娘むすめとの相性はあまりよくない。

　やっぱり苦手だ。望んで日陰を歩いてきた春賀晴はる臣おみのような男には、こういう身も心も陽の要素ばかりで構成された少女はちょっとまぶしすぎる。

　そばにいると落ち着かなくなるというか。避けて通りたくなるというか。

「もしかして春賀くん、わたしのこと避けたがってる？」

　しかも、決して鈍いわけではない。十分以上に鋭いときた。

「わたし、昨日からちょっとぶしつけだったかしら。もしそうだったなら、ごめんなさい。根がせっかちだから、ついこんなふうに人と話してしまうの」

　きっと、まわりに気配りもできる少女なのだろう。昨夜は危険もかえりみず、ハルを救おうとしてくれたくらいだ。

　ますますまぶしい。ますます苦手だ。ハルは嘆息した。

「いきなり根掘り葉掘り訊きくのはたしかに失礼よね。今日のところは、わたしがあなたに興味あるのを知ってくれればいいわ。またあらためて、おしゃべりの相手をして」

「そいつはどうも……」

　投げやりに答えながら、ハルは気づいた。

　こちらを驚きの目で見つめているクラスメイトがいる。

　右ななめ前の席にすわる女子・武む藤とうさんと、そのもうひとつ前にすわる船ふな木きさんだ。

　女子ふたりは、ハルと織姫の会話を小耳にはさんだようだ。

　織姫はいつものはきはきした声と明朗さで、ハルに話しかけていた。席の近い彼女たちには、そりゃ聞こえもするだろう。

　ハルは気にせず、特に何かしようとは思わなかった。

　このときの不注意を、あとでじんわり後悔することになるのだが……。



　ハルはこの日、いつも以上に授業を長く感じた。

　隣にすわる織おり姫ひめがときどきハルを見ていたからだろう。視線を意識し出すと、どうも落ち着かない。あえて気づかないふりをし続けた。

　まさか、こんなふうに異性の視線を受けとめる日が来るとは……。

　奇妙な感かん慨がいを覚えながら、全すべての授業が終わるのを待つ。

　放課後になると、隣席の主と目を合わさないよう注意しつつ、そそくさと教室を出た。

　早足で駅へ急ぎ、新しん都と環状線で東ひがし駒こま形がたへ。

　駅から徒歩一〇分。雑居ビル四階の『弥み勒ろく堂どう』に入るなり、愚ぐ痴ちをこぼす。

「えらい目に遭あったよ。まじめに学生なんて、慣れないことはするもんじゃないね」

　閑かん古こ鳥どりの鳴く古書店には顔見知りしかいない。

　店主にして《S.A.U.R.U.サウル》スタッフの見けん城じよう青年と、幼おさななじみのアーシャである。

「どうしたんですか、晴はる臣おみ？　顔色が悪いですよ？」

「悪くもなるよ。もうしばらく印象のうすい地味な男子生徒をやったら、適当に学校からフェードアウトする肚はらなのに妙な興味を持たれて……」

　アーシャに答えてから、ハルは行儀悪く頭をかいた。

「やっぱり僕には、うわべだけは品がよくて儚はかなげだけど、本性は腹をすかせた獣みたいなアーシャがお似合いだよ。適当なあつかいで十分だから気楽でいいし」

「お似合いという言葉はともかく、それ以外の誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しように遺い憾かんの意を表明します！」

「それより見城さん。僕、やっぱり心の病やまいってやつじゃないかな？　ほら、この間のよくわからないパニック障害。きっとフロイト先生がよろこんで屁へ理り屈くつこねそうなドラマが僕の心の奥底で進行中なんだよ」

　ドラゴンとの遭そう遇ぐう時に味わった金縛りと幻覚。

　あのあとアーシャにつきそわれて病院で検査を受けたところ、精神科をふくめた全ての項目で『異常なし』と診断が出てはいた。

　が、それでもＰＴＳＤこころのやまい説を声こわ高だかに唱となえるハルだった。

　突然かつ不自然な失調に納得しがたいのと、ちょっとした下心からである。

「だからさ。療養も兼ねて、しばらく東京を離れてみようと思うんだけど、柊ひいらぎさんに言っといてくれないかな？」

「そりゃずいぶんと急だな。ミス・アーシャの手伝いはいいのか？」

「そうです。私の意見も聞かないで」

　見城の言葉に、アーシャが乗っかってきた。頬ほおをふくらませて不満そうにする。

　ハルの下心『これを口実に東京を脱出しよう』を見抜いているのだろう。

「いや、ほら。また仕事に支障が出ると厄介だし、学校の方でも面倒事ができたし。この際、どこか遠くでのんびりするのもいいかなって」

「そこは日本人らしく、もっと勤労精神を発はつ揮きしてくださいっ」

「ま、個人的には四年くらい南の島で遊び暮らすのも、若者らしい現実逃避だと思うが」

　年少者ふたりのやりとりに、見けん城じようがのんきな口調で割りこんできた。

「悪いな。もう仕事の予定が入ってるんだ。東京からの疎そ開かいは当分あきらめてくれ」

「仕事って……ずいぶん急ですね」

　唐突な通知にアーシャがつぶやいた。

「実は前々から儀式をやってくれって打診されてたんだよ。こちらで用意できる盟めい約やく儀式用の副ふく葬そう品ひんがないから、のびのびになってたんだけどな。依頼主側に金とコネが十分あったらしくて、モノをあちらで確保できたと昨日連絡があった。あとはとんとん拍子さ」

　この仕事を振られるのが、新メンバーふたりなのは考えるまでもない。

　片割れのハルは肩を落とし、アーシャはいきなり笑顔になった。

「ふふっ。せっかくのビジネスチャンス、無駄にはできませんね。この仕事が終わるまで引っ越しは延期。それでいいですか、晴はる臣おみ？」

「ドタキャンして評判が悪くなったら困るし、もちろん延期するけどさ」

　よろこぶアーシャの隣で、ハルはつぶやく。

「儀式をする候補者って……もしかして十じゆう條じよう地じとかいう、立派そうな名前？」

「よく知ってるな。こっちの事情にずいぶんくわしいじゃないか」

　感心したらしい見城の言葉に、肩をすくめる。

　くわしいわけじゃない。ありそうな展開を予想しただけだ。

　十條地織おり姫ひめのまぶしい横顔を思い出して、ハルは天を仰あおぎたくなった。
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「というわけで《S.A.U.R.U.サウル》の方から来ました、春はる賀がと申します」

「今度は、わたしの方が『どういうわけだい？』って言う番みたいね……」

　急な仕事が舞いこんできた日の翌日、一八時。

　十條地家の和室で顔を合わせた、ハルと織姫のやりとりであった。

　かたわらにはアーシャと、織姫の祖父だという依頼主もいる。

　織姫はちょっと不機嫌そうだった。理由は察しがつく。学校で今日、ハルが可能なかぎり避けまくったのと、そのあと不意打ちで家庭訪問したせいだろう。

　でも、いいじゃないか。説明するのが面倒だったんだから……。

「織姫。こちらの彼と知り合いなのか？」

「偶然ですが、お孫さんとは学校で同じクラスでして」

　ハルはすばやく言った。いつもより三割増しで愛あい想そうのいい、営業モードである。

「つまり君も高校生だと？」

「はい。ですがご安心ください。僕の経歴がお手元に届いていると思いますが、そちらにあやまりはありません。今まで確保した盟めい約やく儀式用の副ふく葬そう品ひんは九件、スタッフとして成功させた儀式は四件。全すべて、この三年での僕の実績です」

　いつわりのにこやかさで語るハルを、織おり姫ひめが胡う散さんくさそうに見ている。

　ふだんとのちがいがわかるからだろう。だが無視。大切なのは依頼主――正確にはその代表者に納得してもらうことだ。

「それに今回、僕はサポート役にすぎません。儀式の進行および、護衛役はこちらのアナスタシアがつとめさせていただきます。彼女の情報は伝わっておりますよね？」

「ああ。特級認定マスタークラス……というのか？」

　魔マ女ギは貴重な人材だ。世界中見ても一五〇人に満たないだろう。

　その大半が第一階かい梯ていから第三階梯の力量である。だが、稀まれに現れる第四階梯以上の魔女を《S.A.U.R.U.サウル》では『特級マスター』認定する。

　特にアーシャは世界に八名しかいない第五階梯。破格の逸いつ材ざいなのだ。

「これほどの実力者がわざわざ東京に来ていたとは驚きだな……」

　織姫の祖父に見つめられて、アーシャはひかえめに微笑ほほえむ。

　軽く会えし釈やくするのは、儚はかなげな美び貌ぼうを印象づけるためだ。

「分不相応な賞しよう賛さんをいただくときもありますが、私はただ、ほかの魔女よりも戦う機会が多かったというだけです」

　言葉こそひかえめだが、たしかな自信がそこには宿っている。

　よし、いい演技。上出来だ。ハルはひそかに賞賛した。

　あくまでクールに、神秘的に見えるよう、アーシャはちゃんと自己演出している。外国人だからと和室であぐらをかかないのも、その一環だ。

　端然と正座し、背せ筋すじをぴんとのばしている。

　外人らしくないが、アーシャの妖よう精せい的な容姿が映はえるので、この方が断然いい。

　幼おさななじみが新しん都とに来た当初、ふたりで焼き肉をつつきながら討議したのだ。

　今後、日本で『営業』するときはハルがトーク役、アーシャは神秘的な無口キャラという線でスポンサー受けをよくしようと。依頼者からのチェックを甘く、財布のひもはゆるくさせれば、仕事もやりやすくていい。

　焼き肉屋の煙と匂においにまみれて神秘というのも、ふざけた話だったが……。

「ひとまず、織姫さんが新たな仲間となるため微力を尽くさせていただくつもりです。どうかおまかせください」

　大人っぽい早熟な天才少女という体ていで、アーシャは請うけあう。

　素人のスポンサーを丸めこむとき、こういう印象操作が地味に効いたりする。

　今回も上う手まくいった。いかにも堅そうな織おり姫ひめの祖父は、アーシャの静かな自信アピールに好感を持ったらしく、すこし目を細めてうなずいた。

「そうか。では、よろしく頼む」

「…………？」

　織姫が首をかしげていた。二日前、アーシャが素で「おなかがすきましたあ！」と叫ぶのを見たせいだろう。

　あのときと印象がちがうから、きっと不審なのだ。

「では、僕の方から儀式について説明させていただきましょう」

　織姫に何か言われる前にと、ハルは話題を変えた。

「ご存じのとおり、今世紀の人類はドラゴンとの共存を強しいられています。近隣地域の防衛に不安をお持ちの方々に福ふく音いんとなるのが『蛇へび』の存在です。魔術という古い学問によって生み出される……世間でリヴァイアサンと呼ばれる怪物ですね」

　ドラゴンに対抗するため、魔術で生み出される人造の怪物。

　その存在を目撃したマスコミが『リヴァイアサン』と呼んで報道し、さらに『蛇』の通称を持つにいたった超生命体であった。



    

  
    
      



    

  
    
      

「儀式では《S.A.U.R.U.サウル》のみが知る錬れん成せい方式によって『蛇』の肉体を造りあげ、候補者の女性と盟めい約やくの魔術で結びつけます。成功すれば彼女はリヴァイアサンのパートナー、魔マ女ギとなるわけです」

　本来、『マギ』という語は「魔法使い」の意味である。

　しかし、現代において最も卓越した魔術の使い手はリヴァイアサンの盟めい約やく者しや。そのため、いつのまにか彼女たちの呼び名として定着したのだ。

「魔女が居住地コロニー域の守護者となり、その力を公共の利益のため使し役えきすることはすでにご存じのことでしょう。待遇や報ほう酬しゆうについては、御当地のえらい方や協賛者と相談――」

「春はる賀がくん、ちょっと待って。長話の前に顔を貸してくれる？」

「現在進行形で話をしてる最中だし、あらためて貸す必要はないと思うけど……」

　不機嫌そうに語りをさえぎった織おり姫ひめへ、ハルは言った。

　なるべく目も合わさないようにする。だが、軽く苛いら立だったお嬢さまの切り返しは迅速で、単刀直入だった。

「ふたりきりで話をしたいの。屁へ理り屈くつはいいから、こっち来なさい！」

　織姫のたおやかな手がのび、ハルの着る制服の襟首をむんずとつかむ。学校が終わったあと着がえずに来たので、制服姿だったのだ。

　一方、私服に着がえていた織姫は、ハルを強引に立たせた。

　そのまま廊下に引っぱっていく。白いカーディガンにフレアスカートという格好には不似合いなほど、力が強かった。

　かくして、ハルはアーシャと織姫の祖父が驚く前で囚とらわれの身となったのである。
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　取調室の代わりに連れこまれたのは、おそらく女子の寝室だった。

　和室である。隅には書き物机。その上にハルが使っているのと同じ教科書が数冊、きれいにそろえてあった。

　壁にかかっているのは、胡こ月げつ学園高等部の制服。もちろん女子のだ。

　さらに、女の子の部屋にふさわしい小物や調度類……。

「適当にすわって。わたしの部屋だから、遠えん慮りよしなくていいわよ」

　疑惑を裏づける織姫の言葉だった。

　きれいだし、日当たりもいい。だというのに居心地悪さを感じながら、ハルはあぐらをかいた。真正面に織姫もすわる。こちらは正座だ。

　背せ筋すじもピンとのびていて、しつけのよさを感じさせてくれた。

「さあ。わたしたちふたりだけなんだから、遠慮とか気遣いとか、変なお愛あい想そうや営業トークも抜きにして、肚はらを割ってお話しましょう」

「君が今いらない宣言したのはどれも、人間同士のコミュニケーションを円滑にしてくれる大切な要素だと思うよ」

「かもしれないけど、今のわたしたちには不要なの。わたしと――」

　織おり姫ひめは自分の胸に手を置く。

　今さら気づいたが、すばらしくグラマーだ。

「春はる賀がくんは同級生でお友達。しかも、おたがいの秘密を知ってる同士なんだから」

「ちょっと待った。ほかふたつはともかく『友達』ってのはどうだろう？」

　相対する女子の魅力を無視するように、ハルは渋じゆう面めんを作った。

「そこまでの人間関係、僕らはまだ構築してないはずだ」

「あのね。わたしたち同じクラスになって一週間以上経たつし、二日前には命の危機っていう人生の節目までいっしょに体験したわ。それ以来、ちょっとしたときにあれこれ話をするようにもなっている」

　一方、織姫はいつもどおりの晴朗さで、驚くべき宣言をした。

「これを友達同士と言わずして、何て言うの？」

「…………」

　なんと、その程度で友達認定か。ハルはぼやきたくなった。

　また、気づいてしまった。今、織姫はおそらくわざと言わなかった。彼女があのときハルを救おうと、危険をかえりみずドラゴンの下に身をさらしたことを。

　あれを口にしたら、ちょっとした精神的優位を確保できると承知のうえで。

　根こん拠きよはない。単なる当てずっぽうだ。

　だが、十じゆう條じよう地じ織姫という女の子は、そういう気遣いを本当にさりげなくしてくれそうだ。

　自分は『気遣い抜きで』とか言ったくせに……。

「まあ、友達云うん々ぬんは横に置くとして。肚はらを割るってところは受けいれようか」

　やっぱり苦手だ。何でこんなにまぶしいのか。悩ましい思いでハルは言った。

「で？　どうして僕と話をしたいのさ？」

「前に言ったじゃない。あなたに興味があるからよ」

「自分で言うのもなんだけど、そんなにたいした人間じゃないよ。いっしょに来たアーシャはそりゃすごいもんだけどね。僕の方は《S.A.U.R.U.サウル》って組織の委託を受けて、盟めい約やく儀式をいろいろ手伝うだけの使いぱしりだ」

　初めての打ち明け話に、織姫は不審そうな顔になった。

「そんなアルバイトをしてる高校生ってだけで十分変わってるわ。特殊な知識とか熟練が必要なんでしょう？　春賀くん、ドラゴンや魔術のこともくわしいみたいだし」

「年齢制限のない仕事だしねえ。君の言ったとおり特殊な技能職だから、年齢はあまり問題にならないんだ」

「じゃあ、どこでそのスキルを身につけたのよ？」

「そりゃかんたんだ。我が家の家業だったんだ」

　家業？　不思議そうにつぶやく織おり姫ひめへ、ハルは続けた。

「僕の親父おやじも《S.A.U.R.U.サウル》のメンバーでね。『蛇へび』――リヴァイアサンの錬れん成せいや盟めい約やくの方法論なんかを確立させた研究グループのひとりだったんだ。親父にいろいろ教わったり、家にあった資料なんかを読んでるうち、僕もそっち方面にくわしくなった」

「お父さまが……」

「大体さ。年齢不問って点では、魔マ女ギの方がフリーダムだよ。とりあえず『乙女おとめ』であればいいんだから。アーシャなんか魔女になったの一〇歳のときだ。君だって」

　美少女と呼ぶしかない年齢の織姫に、ハルは言った。

「その若さで魔女の適格者として認められ、地域社会から多大な援助を受けながら、『蛇』との盟約を果たそうとしている。今回《S.A.U.R.U.》に支払う報ほう酬しゆうだって、この東京を拠点にする企業や資産家、宗教団体なんかが出資した金から出るわけだし」

　今回、依頼者として織姫の祖父がひかえてはいる。

　だが、彼は織姫という魔女育成プロジェクトの代表者にすぎない。

　彼女のために金を出し、支援している人々はもっと大勢いるはずだった。

「この間『館やかた』の書庫にいたの、君の体を魔術に慣れさせるためだろう？」

「ええ。ああしないと『蛇』が強くならないからって」

「『蛇』の強さは、盟約する魔女がどこまで“〝魔術になじんでいるか”〟で決まる。ああいう妖よう気きたっぷりの空間に慣れるだけでも、駆け出しの魔女にはいい訓練になるんだよ」

「それ、たしか前も聞いた。何回行っても慣れる気がしないけど……」

「スポンサーの期待と投資に応こたえるつもりがあるなら、ガマンすることだね。ただ肚はらを割るついでに言うと、君は魔女に向いてないと思う」

「どういうこと？　わたし、あまり才能がないの？」

　侮ぶ辱じよくに取られかねない言葉なのに、織姫の反応は実に素直だった。

　きっと性根がまっすぐで、ひねくれてないのだろう。

「才能じゃない。気質の問題かな」

「……もしかして、わたしものすごくお淑しとやかに見える？　これでも結構おてんばだし、現代っ子だし、口より手を出すのが得意だから割とケンカも強い方よ？　ドラゴンたちと戦ったりするのも大丈夫だと思ってたんだけど」

　聞き捨てならない告白に、ハルは思わず遠い目をした。

「とりあえず『おてんば』と『現代っ子』は、二一世紀の日本だと死語じゃないかな？　お嬢の君らしい、レトロな言葉の選択だよ。あと『ケンカ強い』ってカミングアウトには深くツッコミたい意欲をムチャクチャ刺激された。けど」

　どうやら天てん然ねんの気もありそうな織姫に、淡々とハルは言う。

「問題はそこじゃない。ドラゴンたちの近似種である『蛇へび』と魂を共にするには……君はすごくまともで、健全すぎる」

「健全？」

「うん。魔術ってのは光と闇やみでいえば闇、月と太陽でいえば月に属するものだ。十じゆう條じよう地じみたいに心の根っこから陽ひの気で満たされたような人間は……たぶん魔術になじめない」

「時間をかけて訓練すれば、大丈夫じゃない？　わたし、根気強い方だし」

「どうかな。さっき『何回行っても慣れる気がしない』って言ったろ？　もしかしたら君の本能はわかってるのかもしれない。あそこにわだかまる闇の知識と、十條地織おり姫ひめという人格は決定的に相性が悪い同士だって」

　そう。春はる賀が晴はる臣おみと十條地織姫の相性が悪いように。

　と、ひそかにハルは思う。だが、織姫はあっけらかんと言った。

「それ、たぶん春賀くんの考えすぎ……ううん、買いかぶりすぎよ。わたし、言ってもらったほど陰のない人間じゃないもの。最近、春賀くんがわたしを避けてばっかりだから、実は結構イラッとしてたし」

　その程度で『陰』なのかと苦笑しかけたハルに、織姫が訊たずねる。

「専門家の春賀くんに質問。どういう気質の人が魔ま女じよに向いてるの？」

「心に闇をかかえた人間。狂気めいた何かを魂に秘めた人間。まっとうな人間の感性ではとうてい想像できないイメージを思い描ける人間。僕の知るかぎり、特級マスタークラス――第四階かい梯ていより上にいく魔女は大体どれかに当てはまるね」

「でも……それだと、あの人は？　ほら、春賀くんの仲間の」

　名を思い出そうとしているのだろう。織姫は思案顔で言った。

「たしかアーシャさん。あの人、すごく華きや奢しやで儚はかなげで、とってもか弱そうよね。でも、すごい魔女なんでしょう？」

「いいところに目をつけたじゃないか」

　織姫の着眼点を、ハルは誉ほめそやした。

「アーシャはね、か弱そうなのはうわべだけなんだ。彼女の本性は……そうだな、ケダモノと言うべきかもしれない。人の皮をかぶった獣なんだよ、あいつは！」

「人の皮をかぶった――獣!?」

「どうも現生人類が進化の過程で失った野性の本能を、いまだに色濃く残してるみたいでね。だからかな……魔術っていう知識の根源的で原始的な部分が合うみたいなんだ」

　魔術とは深遠なる学問である。だが、知識と智ち力りよくだけできわめることはできない。

　常軌を逸いつする精神の力と感性があって、はじめて大成できるのだ。

「アーシャの心と体は難なく魔道になじんでしまう。戦いのときだって、誰だれより獰どう猛もうで、的確で、野蛮なんだ。それこそドラゴンたちにも負けないくらい。あれはもう、破格の怪物と言っていいね」

「ち、ちょっと春はる賀がくん、女の子に何てこと言うのよ!?」

　幼おさななじみを絶賛するハルに、なぜか織おり姫ひめはケチをつけた。

「変なこと言ったかな？　あいつの才能を手放しで賞しよう賛さんしてるんだけど」

「とてもそうは聞こえないから！」

「そのとおりです！　い、言うにことかいてケダモノとか獣とか怪物とか！　花の乙女おとめを何だと思ってるんですか!?」

「ん？」

　部屋の外でわめく声を、ハルは聞きとがめた。

　織姫も小首をかしげ、寝室と廊下を仕切る障子に手をかける。がらっ。開けた障子の向こうには、耳をそばだてているアーシャの姿があった。

「……何やってんだい、君は？」

「……晴はる臣おみと織姫さんがどんな話をしてるのか、小耳にはさもうと思いまして」

　アーシャはすっとぼけるように釈明した。

　あさっての方向に顔を向け、こっちと目を合わせようとしない。

「そういうのを小耳にはさむとは言わない。ただの盗み聞きしてる不審者だ」

「仕方なかったんですっ。ふたりともこそこそして、あやしい雰囲気でしたし！　織姫さんのおじいさまも心配してらしたし！」

　さっきまでの疑似クール少女の面影はなく、完全に素で幼なじみは叫ぶ。

　ハルはその迂う闊かつさに「だからアーシャの営業は詰めが甘いんだ」と眉まゆをひそめつつ、無視できない言葉に気づいた。じいさまも心配してた？

　見れば、アーシャの背後に織姫の祖父が突っ立っていた。

　何やら激情を抑えこむように、ぴくぴく顔の筋肉をひきつらせている。

「君は学校では、織姫の同級生なのだったな？　すこし話しておきたいことがある」

「ああ、すいません。すぐ儀式の説明にもどります」

「そんなことはどうでもいい。今、重要なのは、君が孫まご娘むすめの部屋に入った初めての男であるという事実だ」

「へ？　そうなのか、十じゆう條じよう地じ？」

「言われて初めて気づいたけど、そういえばそうね」

「年とし頃ごろの男女が寝室でふたりきりなんて、ふしだらですっ。不純異性交遊の温おん床しようです！」

「うむ、そういうことだ。君が織姫の学友という立場を悪用し、孫をたぶらかしたりせんよう、いろいろ言いふくめておきたい。しばらくつきあってもらおうか」

　アーシャは叫び、老人は重厚なしかめ面で言う。

　織姫は不思議そうにきょとんとし、ハルは新たな厄介事に直面した。



　織おり姫ひめの祖父は二時間ほど『十じゆう條じよう地じ家の不純異性交遊禁止令』について語った。

　じっくりくどくど、必要以上の丁寧さで。とはいえ、織姫にちょっかい出そうなどとハルはまったく考えてない。

　その旨むねを伝えたら、難なん癖くせをつけられた。

「うちの孫には女としての魅力などない……とでも？　ずいぶんと無礼だな！」

　どうにか老人をなだめ、儀式関係の打ち合わせを再開。

　その後、十條地家を辞したら、アーシャが「出会ってまもない女の子と、柄がらにもなくよろしくして！」と妙な文句を言ってきた。

　こっちもあしらっていたら、結構な時間が経たっていた。

　現在は夜の二二時すぎ。疲つかれ切ったハルはひとり家路をたどる。そして、散らかり放題の我が家まで、あと五分というとき――。

　視線に気づいた。暗い夜道で、女の子がハルを皮肉っぽく眺めている。

　一一、二歳だろうか。顔立ちの繊細な、愛らしい少女だった。

　しかし、着ているものが変だ。緋ひ色いろの和服姿だったのだ。つややかな黒髪には、緋色の大きなリボン。この歳としで織姫の祖父と同じ、懐かい古こ趣しゆ味みなのだろうか？

「……あんた、誰だれだ？」

　ハルは不審の念もあらわに訊たずねた。ふつうの子供とは思えなかったからだ。

　見まちがいでなければ、彼女はいきなり夜道の陰に出現したはずだ。まるで瞬間移動してきたかのように……。

「只ただ人びとの分ぶん際ざいで星のかけらを持つとは……難なん儀ぎな運命さだめに足をつっこみかけているな」

　和服をまとう少女が尊大な口ぶりでささやいた。

　声は見た目どおりの幼さなのに、響きに年齢不相応な落ち着きがある。

「ほし――なんだって？」

「知らぬのか？　覇者の秘ひ文も字じに焔ほのおを吹きこむ、燧ひうち星ぼしのかけらだぞ？　魔道の徒でありながら、当代の者は研けん鑽さんが足りぬと見える。嘆かわしい話よ」

　少女は『魔道の徒』とはっきり口にした。

　つまり、春はる賀が晴はる臣おみが《S.A.U.R.U.サウル》の関係者であると知っているのだ。

　ここでハルは気づいた。少女の目。その瞳ひとみは金色で、どこか冷血生物めいている。これはまちがいなく、前に『館やかた』の書庫で遭そう遇ぐうした“〝目”〟と同じもの！

「この都でおまえを見み出いだしたのは、妾わらわにとっても僥ぎよう倖こうではある……が。おまえの器量もよく知れぬ。まだ多くは語るまい」

　にやーっと不敵な笑みを浮かべて、少女はささやいた。

「しかし、忠告はくれてやろう。今のままであれば、おまえは近いうちに必ず死ぬぞ。死を厭いとうのであれば、竜りゆうの翼ですら入りこめぬ土地を探すがいい。そのような場所が地上にあるかは知らぬがな！」

　それを最後に、少女は出現時と同じ唐突さで消きえ失うせた。

　あからさまに超自然的な存在との邂かい逅こう。おまけに死を予告する不吉な言葉。これらの意味するところは、まさか――。

「この間のは心の病やまいなんかじゃなくて……呪のろいとか祟たたりの線だったのか？」

　柄がらにもなく呆ぼう然ぜんとつぶやくハルだった。
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「昨日はごめんなさい。うちのおじいちゃんが変になって」

　十じゆう條じよう地じ家訪問の翌日。朝の教室、ホームルーム前。

　ハルが席に着くと、先に来ていた織おり姫ひめがいきなり謝罪してくれた。

「あやまってもらう必要はないよ。気にしちゃいないから。まあ驚きはしたけど」

「おじいちゃんって、ふだんは厳しいくせに変なところで過保護なのよね。とにかく、春はる賀がくんには悪いことしちゃったわ。せっかく家に来てもらったのに迷惑かけちゃって」

　隣同士での朝の会話。学校ではよくある光景だろう。

　なのに、なぜだろう？　まわりの級友たちがいきなり色めき立ったような。

　ななめ前の席にすわる武む藤とうさん＆船ふな木きさんの女子ふたりが目くばせし合っていた。すぐ前にすわる男子・高たか山やまの背せ筋すじも『びくん！』と硬直したように見えた。

　気のせいか？　不審に思いながら、ハルは答える。

「家庭の事情はそれぞれだし、昨日のあれは本当に気にしてないよ」

　本音を言えば、この間のＰＴＳＤこころのやまいめいた症状の方が遙はるかに深刻な問題だ。

　やはり『呪い』の線なのか。考えてみれば、心当たりは多々あるわけで……。思い悩むハルに、事情を知らない織姫は明るく言った。

「じゃあ、これはお詫わびのしるし。遠えん慮りよなく取っといて」

　差し出しされたのはコンビニの袋。ハルは中身をのぞいてみた。

「今の謝罪は中華まんふたつ相当の安さなのか。十條地の誠意には感心したよ」

「ふたつじゃないわ。キャラメルマキアート苺いちごカスタードまんはわたしの分。春賀くんのはショウガ焼きキムチ抹茶まんの方。あ、食べたら味の感想を聞かせて。興味はあるんだけど、なかなか自分で試す気になれなかったやつなの」

「君の誠意ある対応には、本当に痛みいるな……」

　ハルはコンビニ袋に手を突っこんだ。

　日本のコンビニチェーンがやけくそのように開発したメニューの多彩さと、しれっと色物を押しつける織おり姫ひめに眉まゆをひそめながら。

　ピンクの中華まんではなく、毒々しいオレンジ色の方を口に運んでみる。

「まずくはないけど……指揮者のいないオーケストラ並にまとまりがない味だ」

「やっぱり定番メニューほどの安定感は望めないのね。……実は肉まんとあんまんを買おうかとも思ったんだけど。春はる賀がくんが安定志向を無む闇やみにバカにするタイプの痛い人だといけないから、こっちできわどく攻めてみたの」

「食に関してはね。僕は平々凡々で十分な、つまらない男なんだ」

「わかったわ。次に差し入れする機会があったら活いかしてみる」

　織姫はやたら甘そうな中華まんを手で割りながら、上品に口へ運んでいる。

　一方、ハルは四口で完食する。それを見て、彼女は言った。

「春賀くん、こっちも食べてみる？　キャラメルの甘さが過剰にくどくて、そこが癖くせになりそうな気もほんのすこしするわよ。スイーツ好きというより砂糖依い存ぞん症みたいな層を狙ねらったとしか思えない、おかしいほどの甘さだけど」

　饅まん頭じゆうのかけらを差し出してくる織姫。

　見ようによっては『はい、あーん』っぽい構図だが、ハルは淡々と言った。

「自分の担当分は、責任を持って自分で処理してくれ」

　クラスメイトが適当な言葉を投げつけ合う。どこの学校でも起こる一幕。

　だが、ハルはここで認識した。さっきの感覚は気のせいではなかった。まわりの級友たちが、自分たちを驚きと共に注目している。なぜだ？

「なあ春賀……おまえ、十じゆう條じよう地じさんと仲いいんだな……」

　前の席の男子・高たか山やまがうらめしげに言ったので、ハルは淡々と異を唱となえた。

「勘ちがいだよ。十條地は見み境さかいなしってくらいに気さくな女子だから、僕にもそのノリで接してるだけで。ただ、僕は引っこみ思案だから彼女の気安さについていけない。仲がいいとは言えないと思うな」

「春賀くん、引っこみ思案だったの？　ウソ!?」

　織姫が意外そうに言う。ハルはここぞとばかりに主張した。

「ウソじゃないよ。見てればわかるだろ？」

「わからないわ。春賀くんってむしろ異様にふてぶてしい人だと思ってた」

「君の方は意外と正直すぎる人みたいだ」

「それは当たり。でも、見境なしに気さくな性格じゃないわよ。わたし、無駄にえばる人とか乱暴で失礼な人は大きらいだし」

「そりゃ君でなくたって嫌うような連中じゃないか」

「ち、ちょっと待った！　春賀くん、十條地さん、ふたりに確認させて！」

　割りこんできたのは、ななめ前方にすわる女子・船ふな木きさんだ。

　自分の席を立って、ハルたちの前までやってきた。ほとんど小走りだった。

「何日か前さ。十じゆう條じよう地じさんは『春はる賀がくんに興味がある』って言ってたよね!?」

「ええ、言ったわ。そうしたらこの人、わたしのこと避けはじめたの。いろいろあって、ようやく春賀くんも本性を見せるようになったけど」

「言っただろう、僕は内気で引っこみ思案なんだ」

「ウソ。人間関係がわずらわしいだけでしょ。ただのめんどくさがりよ」

　ハルはひそかに感心した。やはり織おり姫ひめは勘がいい。的確に急所を突く。

　一方、船ふな木きさんは爛らん々らんと目を輝かせながら、さらに問う。

「この何日かで、ふたりの距離は急速に縮まったんだね。じゃあ、確認その二。昨日、春賀くんは十條地さんの家に行ったんだよね？　そこで家族の人と鉢合わせたの？」

「まあね。事情があって、十條地の部屋に上がらせてもらった」

　ハルが即答した瞬間、教室の雰囲気がいきなり変わった。

　なぜだろう？　まわりで耳をそばだてていた男子は全すべて怒り・憎ぞう悪お・嫉しつ妬との目で、女子はテンションの高い「きゃ！」みたいな目で、こちらを見ている。

　船木さんはといえば、満足げにうなずいていた。

「確認その三！　春賀くんは十條地さんちにお邪魔して、何をしたの!?」

「悪いけど、答える気はないよ。黙もく秘ひさせてもらう」

「じゃあ十條地さん、よかったら教えてくれる!?」

「うーん……ダメ。ないしょ。わたしたちの間だけの秘密にさせて。関係ない人たちに話すことじゃないと思うの」

「了解しました！　じゃあ、このことはもう訊きかないね！」

　やっぱりうれしそうに船木さんが請うけあう。

　この一幕をハルだけでなく織姫まで後悔するのは、数日後のことである。



　うわさ話が蔓まん延えんするまで、わずか一週間。

　胡こ月げつ学園の高等部では、事実無根の怪情報が飛びかっていた。

『学園随一の美少女にして人気者、十條地織姫の熱愛発覚』

『意外！　告白したのは姫（織姫を意味する学内用語）の方から!?』

『お相手は同じ一年生。なぜあんな根ね暗くらそうなヤツを姫は？　憎しみで人を殺せたら。今いちばん殺したい男ランキング一位！　※調査対象・全男子生徒』

『姫の寝室に足を踏み入れた唯一の男。オレたちはあいつを許さない。絶対にだ』

『検証その一・家族の介入があった以上、何もなかったのではないか？』

『検証その二・楽観視は禁物。全校男子よ、今こそ覚悟を決めるとき』

『相手の男は姫との恋愛疑惑を完全否ひ定てい。ウソつきかツンデレか、はたまた同性愛者か』

『続報・姫側も交際疑惑を否認。しかし、つきまとう疑惑の影。誰だれも摘つみとれぬ高たか嶺ねの花はな、学園のプリンセスにも春到来か？　全男子が泣いた！』

　そういうことになっていると聞いて、ハルは思った。

　みんな、事実かどうかも確認できない不正確な情報をめぐって、何でそんなに盛りあがれるんだろう？

　予想外すぎて、警戒すらしていなかった。

「つまり十じゆう條じよう地じ、君はそれだけ人気者だったんだな」

　しみじみとハルはつぶやいた。

「次からは気をつけるよ。不特定多数の男子が偶像崇拝するみたいに疑似恋愛の対象にしてる女子と、うかつに話すもんじゃないって」

　ここは人ひと気けのない校舎の屋上。目の前には織おり姫ひめがいる。

　教室や廊下で話していると人目がわずらわしいので、ここまで来たのだ。

「さんざんちがうって言ったのに、どうしてうわさが収まらないの！」

　憤ふん然ぜんとこぶしを握りしめ、織姫は訴うつたえた。

「わたしと春はる賀がくんが――なんて、あるはずないのに！」

「本人を前にして『あるはずない』って断言はいかがなものかな？　男のプライドらしき何かがちょっとだけ傷つくよ」

「え？　まさか春賀くん、わたしにそういう気持ちあるの？」

「ないよ。君とそういう関係になったとき味わうリスクがどんな感じか、まさに実体験してるから。めんどくさくてたまらない」

「あのね。本人の前で『つきあうのがめんどくさい女』発言もかなり失礼よ？」

　失言にすかさず織姫がつっこむ。ハルは肩をすくめた。

「ま、それはともかく。あちこちまわって否ひ定ていし続けても意味はない。深く静かに潜行して、うわさ話が収まるのを待とう。ガマンがいちばんだよ」

「……ふうん。他ひ人と事ごとみたいに言うのね」

　さりげなく言ってから、織姫はじっとハルを見つめる。

　ひそかにドキリとした。こちらの思惑を見抜いているような口ぶりだ。

　この学校から一か月以内にフェードアウトしてやろう。織姫にはひとりでガマンしてもらおう……という不ふ真ま面じ目めな思惑を。ハルは話題を変えることにした。

「それはそうと、儀式の日程が決まったよ。三日後の夜だ」

「……わかった。いよいよ本番というわけね」

　儀式。もちろんリヴァイアサンとの盟めい約やく儀式である。

　突然の告知に、織姫は顔を引きしめた。

「ところで、この間の説明で言ってたわよね。一歩まちがうと大惨事になる儀式だから、広くて人のいないところでやるって。具体的な場所は決まったの？」

「ああ。この辺で条件を突きつめると、やっぱりあそこがいちばんだからね」

　盟めい約やく儀式に都合のいい条件を全すべて満たす場所。

　ふつうなら容易に見つかるものではない。しかし、東京新しん都とのすぐ近くには、最適の土地――無人と化した東京租そ借しやく地ちがある。

　三日後、織おり姫ひめと共にめざす目的地は『旧東京』の廃はい墟きよ群ぐんなのだ。

　願わくば、儀式が無事に終わるまで、謎なぞの呪のろいもしくはＰＴＳＤこころのやまいが再発しなければよいのだが――。信じてもいない神様に祈りたくなるハルだった。
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　そして、三日後の夜を迎えて。

　ハル・織姫・アーシャは隅田川にかかる両国橋の前に集まっていた。

　川を越えれば、そこはもう旧東京エリアである。

　蔵前橋、厩うまや橋ばし、駒こま形がた橋ばしなど隅田川を渡と河かできる橋は、警備員などはいないものの全て封鎖されている。

　尚なお、この両国橋の封鎖はよそよりも比較的厳しい。

　通用ゲートが設けられ、二四時間態勢で警察官が常駐しているのだ。

　旧東京エリアを巡視・巡回する警察関係の車両が通行するための出入り口だった。

　それを遠目に眺めながら、織姫がふとつぶやく。

「でも、ドラゴンたちの領土なのに管理は人間側でやってるのよね。変なの」

「あいつらは住むために『租借地』を欲しがったわけじゃないんだよ。あれを建てたかっただけなんだ」

　ハルは隅田川の向こうに広がる暗夜を指さした。

　対岸の廃墟郡にともる照明は一切ない。完全なる闇やみに沈んでいる。

　しかし、人工の光が皆かい無むであるため、かえって月と星々の輝きが明るさを増し、やわらかな白い光で地上を照らしてくれていた。

　この“〝明るい”〟闇夜に浮かび上がる『柱』のシルエット。

　それが旧東京の中心部に打ち立てられたモノリス。高さ一〇〇〇メートルを越す、黒い石柱の威い容ようであった。

「あの柱がある周辺は……変わるんだ」

「変わる？」

「ええ。魔力、霊力、妖よう気き、瘴しよう気き……そういう魔道のエネルギーが満ちるといいますか。水も土も空気までも、ふつうの土地とはちがうようになるんです」

　目をみはった織おり姫ひめに語るのは、今度はアーシャだった。

「ふつうの人間は一月もいれば魔力の強さに当てられて、深刻な体調不良になるといいます。その代わり、魔力が強くなった土地ならではのメリットもありますが」

「もしかして……今回みたいな儀式がやりやすい土地って意味？」

　後輩になるかもしれない織姫の気づきに、アーシャはふっと微笑ほほえんだ。

「正解です。リヴァイアサン新生のように大規模な儀式では、その土地が宿す霊気と魔力を無視することはできません。だから今夜も――」

「こうやって、旧東京でも特に霊気の強い場所を探すわけだ」

　天候や季節、地脈・霊脈の状態に応じて、土地の魔力は強くなったり弱まったりする。

　今夜の魔力状況を走そう査さするべく、ハルは愛用の『時計』を取り出した。

「それは何？」

「僕らの商売道具。『時計仕掛けの魔術師クロツクワーク・マギ』っていうんだ」

　織姫の問いに答えて、ハルは銀製の懐かい中ちゆう時ど計けいを軽く持ちあげた。

　東京新しん都とに帰ってきた直後、書斎で見つけた父の形見だ。歯車、ゼンマイ、バネ、振り子など数百もの部品が連動して動く、古式ゆかしい機械式の時計だった。

　これが『時計仕掛けの魔術師クロツクワーク・マギ』。現代版魔法使いの杖つえである。

　カチッ。カチッ。カチッ。時を刻む秒針の音。

　これを心臓の鼓動に同調させるのだ。ハルは息をととのえた。今、秒針のスピードと脈の速さはほとんど変わらない。

　時計の針と心臓。同じリズムで動くところをイメージする。

　カチッ。とくん。カチッ。とくん。

　すると秒針のスピードがわずかに遅くなり、ハルの心臓と完かん璧ぺきに同じ速さで一拍するようになる。その瞬間、魔力が生じた。

　普通人コモンには生み出せないはずの、超自然のパワーが。

「中国の風水なんかだと、大地を巡る気の流れ――龍りゆう脈みやくを捉とらえることが重要だったらしい。その要領で、魔力の流れや分布状況を観相してみようか」

　ハルは旧東京エリアの俯ふ瞰かん地図を広げた。

　航空写真をもとにしたものだ。右手に持った赤ペンで、地図上にいくつも丸を書きこんでいく。ペンを導みちびくのはハルの意志ではない。

　時計仕掛けの魔力で行使した、《霊脈探査》の術だった。

　もちろん丸で囲んだポイントが、魔力の強い場所である。

「ここがよくはないですか。それなりに広い場所もありそうですし」

「御お茶ちやノの水みずのあたりか。了解。その線でいこう」

　地図と丸をのぞき込んだアーシャの意見に、ハルは即うなずいた。

　一方、織おり姫ひめは好奇心に輝く目で懐かい中ちゆう時ど計けいを見つめている。

「こういう機械があるとは聞いてたけど、初めて見たわ。ふつうの人でも魔法を使えるようにしてくれるんでしょう？」

「もちろん持ち主がそれなりに魔術を知ってなきゃダメだけどね」

　懐中時計をしまいながら、ハルは言った。

「こいつはＢ５ランクまでの術を使わせてくれるから、携帯用としてはかなりいいヤツだ。じゃあ、さっそく移動しようか」

　と、近くに路上駐車している軽自動車を眺める。《S.A.U.R.U.サウル》所有の車両を見けん城じように運んできてもらったのだ。

「ちょっと待って。車があるのはいいけど、誰だれが運転するの？」

「そりゃ今さらな質問だなー」

「大丈夫です。私も晴はる臣おみも運転の方は何も問題ありませんから」

　織姫の指摘した問題点にハルは肩をすくめ、アーシャがあっさり答えた。

「……日本の法律だと、一八歳未満の人間は普通免許を取得できないはずよね。で、春はる賀がくんはわたしと学年同じ。留年とかしてる？」

「いいや。十じゆう條じよう地じ、君と同じ年に生まれたピチピチの一五歳だ」

「晴臣の口からピチピチなんて自己申告されても、違和感しかないですね……。あ、ちなみに私もみなさんと同じ一五歳。花も恥じらう乙女おとめです」

「なあアーシャ。君、前に食用の菊か何かをむさぼり喰くってなかったか？」

「ええと……単刀直入に訊きくけど、ふたりとも免許は？」

　訊たずねる織姫は、憂ゆう鬱うつそうな表情だった。

　犯罪者予備軍を見つけてしまった、どうしましょうとでも言いたげな。

　するとアーシャがうすい胸を張り、フフンと微笑しながら免許証を取り出す。

「そんな心配をしてたんですか。このとおり、準備に抜かりはありません」

「僕の方も大丈夫だ。ちょっと金がかかったけど、あれば何かと役に立つしね。前もって日本国内用に調達しておいた」

　ハルも免許証を出す。しかし、織姫はあきれ顔になった。

「アナスタシア・カミンスキー、一九歳。春はる田た春はる之の介すけ、一八歳。今まで聞いてたのと全然ちがう名前と生年月日欄らんに、わたしはどうつっこめばいいのかしら……」

「あー。参考までに言うと、世の中には知り合いの紹介と謝礼金でいろんな書類を用意してくれる職業の人もいてさ」

「こういう仕事をしてると、お世話になる機会も結構多いんです」

「それに偽ぎ造ぞうなのは免許だけで、腕はまちがいないから」

「私と晴臣は一二歳の頃ころ、タクラマカン砂漠で軍用ジープを代わる代わる運転して、オアシス伝いに砂漠縦断して以来の運転歴です。大船に乗ったつもりでいてください」

「わたしが気になるのは腕じゃなくて、あやしい偽ぎ造ぞう免許の方！」

　あきれ顔の織おり姫ひめを軽自動車の後部座席に乗せ、アーシャは助手席、ハルは運転席におさまった。アクセルを踏んで、車を出す。

　両国橋に設けられた警察車両用のゲートに近づいていく。

《S.A.U.R.U.サウル》は日本政府を陰から支配する都市伝説とは無縁の研究機関。だが、多くの公的機関と深いつながりを持つ組織でもある。

　日付入り通行許可証の用意は、事前にすませてあった。

　通用ゲートは、高速道路の料金所を思わせる外観だった。ただし、行く手をさえぎるのは堅けん牢ろうそうな柵さくだ。三〇代後半くらいの警官が待機していたので、ハルはゲートの前で車を止め、窓から通行許可証を差し出した。

　警官は許可証をひととおり見てから返し、ボタン操作。

　ぎぎ……。駆動音がして、柵が上にせりあがっていく。

　かくして、ハルたちは旧靖やす国くに通りに足を踏み入れたのである。廃はい墟きよとなる前、旧時代の首都を両国から新宿にかけて横断した道路であった。



　ハルの運転する軽自動車は快調に進んでいった。

　旧靖国通りに沿って、かつての浅草橋や東神田の界かい隈わいを走り抜ける。

　だが、無人だった。かつては数え切れないほど行き交っていた車も、人も、全すべて消きえ失うせていた。もちろん街灯もない。車のライト以外は月と星明かりだけが光源である。

　途中、岩本町のあたりで無む惨ざんな光景を目にした。

「結構、派手にやられてるな」

「ドラゴンたちに壊されて、そのままになっているのね……」

　ハルの感想に、織姫があいづちを打つ。

　飢えたドラゴンの一群が飛来したのだろう。高層ビル、雑居ビル、一般家庭の家屋、公共施設、倉庫、工場、商店――市街のことごとくが砕かれ、裂かれ、焼かれていた。

　あらゆる建材がガレキとなって、飛び散っている。

　だが幸い、道路の方は障害物となるガレキもすくない。迂う回かいせずに先へ進めた。

「ラプトル――この間も飛んできた小型種でさえ、野放しにすれば洒落しやれにならない打撃力を発はつ揮きします。まして上位種のすさまじさと言ったら……思い出したくないですね」

　助手席にすわるアーシャが淡々と言った。

　妖よう精せいめいた可か憐れんさに、研とぎすました名刀にも似た戦士の威いが混ざりこんでいる。力と戦いについて語るとき、彼女はよくこういう顔になるのだ。

「上位種がどうとか前にも言ってたわよね？　どうちがうものなの、アーシャさん？」

　今の語りに織おり姫ひめが食いつき、これから先輩になるアーシャへ訊たずねた。

「そうですね……。ドラゴン上位種はラプトルよりも体格が倍以上の大きさで、戦闘能力も高く、そのうえ多くの言語を使いこなします」

　すこし考えてから、アーシャは語りはじめた。

「シュメール語、コプト語、古典ギリシア語にラテン語、現生人類が操る数々の言語。彼ら自身の言語であるヒューペルボレア語に、竜りゆう族ぞくの魔術的叡えい智ちを結集させたというルルク・ソウンのルーン記号……。おまけに上位種には強い魔力まであって、超高等魔術を息でも吸うように行使できるんです」

「魔法って、さっき春はる賀がくんが使ったみたいな？」

「とんでもない。僕ら程度のとドラゴンのとじゃ比較にならないよ。魔マ女ギとリヴァイアサンなら、あいつらに近いレベルの魔力を使えるけど」

「ただ、威力は同等でも、術の練度や使える回数に差がありますから……。正直言って、四倍以上の数的優位がないときは戦いたくないですね」

　アーシャの戦歴には、ドラゴン上位種との交戦記録が数回あったはずだ。

　その死線をくぐり抜けた彼女の言葉に、織姫が感かん慨がい深げに言った。

「じゃあ、わたしも魔女になれたら、その上位種と戦う可能性が――」

「すくなくない確率であります。ラプトルの相手なら通常の軍隊でもできますが、上位種は魔術で機械類を無力化したり、万単位の人間を眩げん惑わくできますから……魔女とリヴァイアサンでないと、まず対応できないのです」

「それに、上位種は地上をうろついているときも多いからね。貴金属とかレアメタル、魔力を帯びた呪じゆ具ぐなんかを探しにくるんだ」

　ハルたちのような事情通は、あまりラプトルを『ドラゴン』呼ばわりしない。真のドラゴン族はあくまで上位種――。そういう意識があるからだ。

　今の話に大きくうなずいてから、織姫は言った。

「ということは、あの紅あかいドラゴンも上位種？　ほら。ネットの動画とかでよく見る、流りゆう暢ちような英語で演説するドラゴン――そう、ハンニバル！」

　二〇年以上前、ロックフェラーセンターに飛来した紅き巨竜。

　地球人類は「竜の種族の王であり、代表者である」としか自己紹介しない彼に、ある異名を送った。それが『ハンニバル』なのだ。

　かつてローマ帝国を蹂じゆう躙りんした、古代カルタゴの名将の名――。

　ハルとアーシャは一瞬だけ目くばせを交わしてから、さらりと言った。

「当たりだよ。あいつは僕らの世界じゃ、いちばん有名な上位種だ」

「ところで晴はる臣おみ。例の『心の病やまい』はその後どんな具合ですか？」

「一応、再発はしてないけどさ。ただ、あれって本当は呪のろいとか祟たたりの類たぐいじゃないかって思いはじめているよ」

「言われてみると私たちの場合、仕事柄がらそっちの方がありそうですね……」

　通称『竜りゆう王おう』。カエサル・ドラコーニス。

　あの連中は上位種のなかでも最高のイレギュラー。まだ魔マ女ギでさえない新人にくわしく話すのは、時期尚早だろう……。

　ふたりの連携にも気づかず、織おり姫ひめは新たな話題に食いついた。

「ち、ちょっと、呪のろいってどういうこと？」

「いや、ほら。この間、竜を見たとき起こした発作だよ。最初はパニック障害みたいなものかと考えたんだけど、いろいろ思うところがあってさ」

　謎なぞの霊（？）との遭そう遇ぐうをふりかえりながら、ハルは言った。

「うちは僕も親父おやじも古墳みたいなところで罰当たりな真ま似ねを重ねてきたから、身に覚えはあるんだよね。親父もそういえば急に体調を崩して、あっさり逝いっちゃったしなあ」

「一度、《S.A.U.R.U.サウル》の本部で診断を受けるのもよさそうですね」

「春はる賀がくんたちの業界って、結構何でもアリよね……」

　三人を乗せる車は、いつしか目的地の近くまでやってきていた。



　かつて御お茶ちやノの水みずと呼ばれていたエリア。

　都心だが単なるオフィス街とちがい、かつてこの近辺には大学や病院が多かった。ハルたちが目をつけたのも、とある大学の構内だ。

　軽自動車は正門を入ってすぐの広い駐車スペースの隅っこに停とめた。

　車を降りると、ハルとアーシャはすぐ準備に取りかかった。

　ハルはまず例の懐かい中ちゆう時ど計けいを握りしめ、《祭場形成》の魔術を使わせた。

　すると、広い空き地に青い光の線が唐突に顕あらわれ、地面に複雑な図形やアルファベット、数字、記号などをすさまじい速さで描いていく。

　これが《リヴァイアサン新生》儀式のための魔方陣なのだ。

　そして車からトランクケースを降ろし、なかの『副ふく葬そう品ひん』を取り出す。

　白銅を磨きあげた古代の鏡だ。どこの神社もしくは博物館から調達したかは知らないが、かなりの由ゆい緒しよがありそうだった。

　ハルは魔方陣の中心に白はく銅どう鏡きようを置いた。

　この鏡のような品を、専門用語で『神しん体たい擬ぎ装そう用よう呪じゆ具ぐ』という。

　これが盟めい約やく儀式の完了後、リヴァイアサンの核たる『心しん金がね』となり、竜の近似種たる超生命体の心臓として動き出すのだ。

「よし。これで祭場の準備は終わりだ」

「こちらも準備完了です。新しん都と支部との接続も確保できました。いつでもいけます」

　衛星携帯を接続したノートＰＣと向かい合う、アーシャの申告だった。

　驚いたのは織おり姫ひめである。ハルたちの行動を神妙な顔つきで眺めていたのだ。

「え、もう？　車を降りて一〇分も経たってないわよ？」

「とんでもない。ここに来るまで、さんざん待ってもらっただろ？　それこそ僕らが東京に来る前から、半年以上も。その間イスタンブールの《S.A.U.R.U.サウル》本部じゃ、十じゆう條じよう地じのためにいろいろ準備を重ねてたんだ」

「ええ。織姫さんのために生み出す『蛇へび』の組成式を計算したり、その式に必要な魔方陣をデザインしたり。用意してもらった副ふく葬そう品ひんに合わせての微調整もしましたし」

　アーシャもノートＰＣをいじりながら言う。

「この端末は今、新しん都と支部の直通回線を介してイスタンブール本部の大魔術師時計ウイザーズ・クロツク……そして『不死者なる蛇の母グランドマザー・インモータル』とつながっています。ここにいるのは私と晴はる臣おみだけですが、もっとたくさんの人たちがこの儀式のために待機しているんです」

　事情を教えられて、織姫は神妙な面持ちになる。ハルも声をかけた。

「まだしばらくは待つことが十條地の仕事だ。君のために生まれる『蛇』の影を見守ってやっててくれ。……じゃあアーシャ、頼む」

「はい。――不死なる者の母よ。貴女あなたの魂を継つぐ巫み女こが招き奉たてまつります！」

　巨大な魔方陣を前にして、アーシャが高らかに謡うたう。

　彼女の華きや奢しやな体から、すさまじい強さの魔力がほとばしる。

　ハルと時計仕掛けがコンビでやることを、魔マ女ギは心臓ひとつでやってのける。幼おさななじみの胸がとくんと脈打つたび、滾こん々こんと魔力が吹き出すのだ。

　また、イスタンブール本部からも膨大な魔力と精妙な術式が送信されてきた。

　仲立ちとなるのは、ノートＰＣにインストールされた電子版『時計仕掛けの魔術師クロツクワーク・マギ』と衛星携帯である。携帯の電波で東京新都の『弥み勒ろく堂どう』につなぎ、そこからは直通の高速回線でイスタンブール本部へ接続してあった。

　デジタルなデータを送るための回線としては、低速もいいところだろう。

　しかし、これは魔術の儀式である。

　儀式を運行する祭司役とイスタンブール本部の間をどのような形であれ『つなぐ』ことで、星幽体結合アストラル・リンクという霊的な絆きずなを構築する魔術なのだ。

　媒介となるのが無線や通常の電話でも、同じ結果を得ることは可能だった。

「おお妖よう術じゆつ者しやの瞳ひとみで全すべてを見とおす女王、限りなき叡えい智ちを具そなえた高貴なる助言者よ」

「御おん身みは権威を身に帯びる者。その白き御み手てにて天地を育はぐくみ、導みちびき、形作る」

「大河を浄きよめ、水の運び手となる女王の君よ。われらは御身を崇あがめ奉る。われらは御身に帰き依えし奉る。母よ、貴女の加護を今こそ授け、導き給たまえ！」

　アーシャの謡うたに合わせて、魔方陣の上で『影』が大きくなっていく。

　それは巨大な獣の黒いシルエットだった。四つ足の哺ほ乳にゆう類るいに近い形状。体つきは全体に細そうだ。背後に何かを背負っている？

　これは生まれいずるリヴァイアサンの姿をかたどった影なのだ。

　織おり姫ひめが呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「あれが『蛇へび』……わたしのために生まれるリヴァイアサンなの……？」

「ああ。でも生まれるかどうかは、まだわからない。今のあいつは地上に顕在化できない只ただの霊体……『蛇』の影にすぎない。十じゆう條じよう地じ、君の心と体に盟めい約やくの絆きずなで結びつけないと、あいつは影のまま現世にとどまることに――」

　ハルが愕がく然ぜんとしたのは説明の途中だった。焔ほのお？

　前ぶれもなく、唐突に。ハルの視界が焔で満たされた。

　燃えている。儀式進行中の祭場が。高らかに謡うたうアーシャが。緊張の面持ちで影を見あげる織姫が。向こうに見える廃はい墟きよの風景が。メラメラと燃えている。

　この間も味わった、焔の幻覚か!?　ハルは不安に襲われた。

　前回この焔を見たときは、ラプトルが間近にいた。もしかしたら今回も――。見るかぎり竜りゆうどもの姿も気配も感じられないのだが……。

　ハルは四方をせわしなく見まわした。だが、焔が邪魔でよく見えない。

「くそ、邪魔だよ！」

　大声で怒鳴ると、燃えさかる焔はきれいに消えた。

　ハルの気合いが謎なぞの幻覚を吹き飛ばした――と思っていいのだろうか？　いぶかしみながらも、きょろきょろ周囲を見まわす。竜の姿はない。

「どうしたの、春はる賀がくん？　何かトラブルとか？」

　隣にいる織姫から、心配そうに訊きかれた。

　だが、答える余裕はない。懐かい中ちゆう時ど計けいをにぎって《見敵》の術を使う。

　直後、魔術に導みちびかれてハルは真後ろの方向を振りかえった。

　望遠レンズ並に増幅された視力がある姿を捉とらえさせてくれた。それは一見したところ、大型の鳥類であるようにも思えた。

　オオワシか何か。都会に近い山林でも稀まれに生息する猛もう禽きん類るいか。

　しかし、ちがった。サイズが鷲わしと同程度なだけで、まったく異なる形状だった。

「なんてこった……」

　ある校舎の屋上から祭場を見おろす生物――。

　それは翼あるドラゴンの姿をしていた。体表の鱗うろこは青銅ブロンズ色だった。

　ハルの視線に気づいたらしく、彼は悠然と空へ飛び出し、こちらへ舞い降りてくる。もうまちがいない。

　相手の正体に気づいたハルは、どうにか声を吐はき出した。

「十じゆう條じよう地じ、アーシャ、儀式は中止だ。最悪のバケモノが出てきちまった。上位種のドラゴンがこっちに飛んでくる！」

　あんな小さなサイズのドラゴンなどいない。

　小型といわれるラプトルですら、体長五メートル以上なのが通例だ。しかし。

　さっき織おり姫ひめに語った講釈を、ハルは思いだした。

　――上位種はみな魔術の達人。《縮小》の術など児じ戯ぎにも等しいだろう。

　舞い降りてくる青銅ブロンズ色の竜りゆう族ぞくは、まちがいなく自らのサイズを縮小させた上位種。学名エクエス・ドラコーニスであった！



    

  
    
      
【第三章　よみがえる焔ほのお】
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「はてなき旅路を歩む竜の種族のひとりとして、挨あい拶さつさせていただこう」

　青銅色の小ドラゴンは、猛もう禽きんのごとく街灯の上にひらりと舞い降りた。

　この照明設備が光をともすことは二度とあるまい。だが、今夜は冴さえ冴ざえとした月明かりが十分に代役を果たしていた。

　そして、ドラゴンが発する声は明めい晰せきであり、知的でもあった。

「君たちに理解しやすい発音で私の名を告げるなら、ラーク・アル・ソスとなる。諸君らとのつきあいが一瞬で終わるとしても、是非最期さいごまで覚えておいて欲しいものだ」

「終わるじゃなくて、終わらせるだろ……」

　ぼそりとハルはつぶやいた。恐怖で心臓が爆発しそうだった。

　ドラゴン上位種は人間など、ひとにらみで呪のろい殺すことができるのだ。

　すぐ近くにいる織姫も、儀式を中断したアーシャも呆ぼう然ぜんと竜を見あげていた。ただ、物言うドラゴンを見つめる表情は幼おさななじみの方が硬かった。

　アーシャは歴戦の魔マ女ギである。上位種の脅きよう威いを肌で知っているせいだろう。

「さて、蛇へびよりも猿に近き種族の者たちよ」

　縮めた体たい躯くに似合わぬ重厚な声で、“〝ドラゴン”〟ソスは言う。

「暫しばしの自分語りを許してもらおうか。私は数日前まで眠りについていた身でね。知っているかな、われらの種族に休眠期があることを？　まあ、君たちの暦でいうところの『数年間』をひたすら寝てすごしていたわけだ」

　あろうことか、ドラゴンの声にはユーモアの響きさえあった。

　冗談を口にすることも知性の表れ。

　だが――ハルは眉まゆをひそめた。どれだけ頭脳が明めい晰せきだろうと、魔力があろうと、彼らの本質はおそろしく動物的なのだ。

「休眠あけのわれらは少々気が立っているのだよ。ちょっとしたことがきっかけで地上を襲い、破壊と横暴を謳おう歌かしたくなってしまう」

　この調子だと、まちがいなく来る――。

　ハルが目くばせすると、アーシャは小さなうなずきで応こたえた。

「しかし、私を今、悩ませているのはまたべつの悪癖だ。強欲の悪徳に火がつくと、なかなか克服できないという、ね。すまない諸君、そこにある宝ほう物もつを強奪させてはくれまいか？」

　宝物。ハルたちが持ってきた白はく銅どう鏡きようのことだろう。

　貴金属やレアメタル、魔力を秘めた品物への蒐しゆう集しゆう欲よくは、ラプトルよりも上位種の方が遙はるかに強いのだ。

　この間、ハルは『人の皮をかぶった獣』とアーシャを喩たとえたが――。

　ドラゴン上位種は『知性という皮をかぶった魔獣』なのだ。比ひ喩ゆ抜きで。

　息を呑のむハルたちを前にして“〝ドラゴン”〟ソスは両翼を広げて、宙に浮きあがった。

　やにわに膨張をはじめる。オオワシと同じほどのサイズだったのがあっというまにふくれあがり、体長十数メートルの巨体に変へん貌ぼうを遂げる。

　巨大化――ではない。《小型化》の魔術を解といたのだ。

　竜りゆう族ぞく上位種の巨きよ躯くは翼を大きく広げ、月の光が地上に届くのを妨害する。

「待って！　強奪なんかする必要ないわ。これが欲しいのなら持っていって！」

　ドラゴンを凜りんと見つめながら、やにわに織おり姫ひめが宣言した。

「すごく貴重な品物だって聞いてるけど……所しよ詮せんは物よ」

　驚くハルの視線を受けて、織姫が答える。鏡一枚で三人が命を拾えるなら、悩むまでもない。そう考えたのだろう。彼女の美び貌ぼうは鋭さに満ちていた。

「それに春はる賀がくん、ああいうのを探すのが得意な腕うで利ききなんでしょう？　あなたに頼んで、また見つけてもらうわ。だから全然惜しくなんかないし」

　あげく、ぎこちなく唇くちびるを動かして、微笑の形を作ろうとする。

　巨大な竜りゆう族ぞく上位種のプレッシャーと戦いながら、なんとか微笑ほほえもうとしているのだ。ハルたちに妙な気遣いをさせまいと。

　くそ。なぜかハルは舌打ちしたくなった。

　この女の子はどうして折にふれて、いちいちまぶしいところを見せつけるのか。

　そして、こんな人間がどうして常識の通用しない魔獣どもと対決する最前線に放ほうりこまれないといけないのか。

　それにこんな取引、どうせあのドラゴンには――

「少女よ、勘ちがいしてはいけない。私は『強奪したい』と言ったのだ。労せず手に入れるつもりはないのだよ」

　やはり。ハルはぎりっと歯ぎしりした。

　上位種と接近遭そう遇ぐうしたのは今日がはじめて。しかし『専門家』として、この種族の好戦的かつ嗜し虐ぎやく的てきな気質は熟知している。

　その知識を裏づけるように、竜族上位種ラーク・アル・ソスは哄こう笑しようした。

「私は君たちと、諸君らが生みだした“〝まがいもの”〟の影を踏みにじってから、我が強欲を満足させたいのだ！　闘争・殲せん滅めつ・蹂じゆう躙りんのいずれもが竜の種族にとってはこのうえない悦楽なのだから！　ハハハハハ！」

　ソスは笑いながら翼を羽はばたかせた。

　風が巻きおこり、吹き抜ける。地上の三人はこれを受けて、のけぞった。

　そして、ハルたちの背後にいた影。

　生まれる直前だったリヴァイアサン――四つ足の獣らしきシルエットは今の風で吹き飛ばされた。蜃しん気き楼ろうのようにかき消えてしまう！

「わ、わたしの蛇へびが!?」

「《解かい呪じゆ》……魔術破りの術を使ったんだ！　気をつけろ十じゆう條じよう――うっ!?」

　警告しかけて、ハルは膝ひざをついた。急に足の力が抜けたのだ。

　視界の隅にちらちらと紅あかい『焔ほのお』が見えはじめる。例の幻覚が再発したらしい。

　完全に克服できたわけではなかったのか。

「春はる賀がくん！」

　前回と同様、織おり姫ひめが駆けよってくる。この娘むすめは本当にお節介で命知らずだ。

　足手まといを見捨てるべき場面で、どうして共に破滅する道を選ぶのか。ハルも前と同じく、不ふ甲が斐いない自分に怒りを燃やす。

　だが、ひとり前回とちがうのはアーシャだった。

「古き清せい浄じようの御み印しるしに願い奉たてまつる！」

　唱となえるのは召喚の歌。相棒『蒼あおきルサールカ』を呼ぶための聖句。

「かりそめの蒼き竜りゆうを地上に遣わしたまえ！　浄化の星をわれらの頭上に！」

　この祈りに応こたえて、輝く五ご芒ぼうの星が顕あらわれる。

　両方の翼を広げ、悠然と宙に浮くラーク・アル・ソスの眼前に。

「ふふふふ。無論、気づいていたぞ。死すべき種族の贄にえとなりし乙女おとめよ。君がまとう“〝まがいもの”〟の匂においに――」

　好戦的な青銅ブロンズ色の巨大生物は声に喜悦の色をにじませた。

「君たちこそ私が欲する獲物、真に蹂じゆう躙りんすべき敵！　さあ、早く顕し給たまえ！」

「言われなくとも！　もう一度、私と共に戦って、ルサールカ！」

　呼びかけに応えて、五ご芒ぼう星せいを構成していた光は『∞』の形へと姿を変えた。

　その直後、『∞』は蒼き魔獣に変化する。

　それは前肢のないドラゴンだった。両肩から生えるのは長大な翼。これを雄々しく広げて旧東京の夜空へ躍り出た姿は、まさしく『飛竜ワイバーン』である。

　体表は全体に淡い蒼。頭部には青毛のたてがみ。

　そして、額ひたいから長い一本角がのびる。

　一角獣ユニコーンのごとき角を持つ、蒼きワイバーン――。

　アーシャの相棒である『蛇へび』、ルサールカの実体化であった。

　体格はラーク・アル・ソスよりもやや小さい程度。竜族上位種と『蛇』は、身体的なサイズと能力では互角に近いのである。

　キュアアアァァァアアッ！

　ルサールカは高らかに吠ほえて飛ひ翔しようし、目の前のソスに突っこんでいく。

　巨体ではあるが機敏で、その動きは軽やかでさえあった。ルサールカは巨大な怪獣のくせに、流水を思わせる速さとなめらかさで動きまわるのだ。

　一瞬にして距離を詰め、ルサールカは額の一本角でソスの体を抉えぐりにかかる。

　この角が彼女の角かく状じよう部ぶ位いなのだ。

　もっとも、機敏さでは上位種も負けてはいない。ラーク・アル・ソスは獣の反射神経でとっさの対応をしてみせた。

　といっても、何か回避運動をするのではなく――。

「ルルク・ソウンの秘ひ文も字じよ、我が神秘の楯たてとなれ！」

　呪じゆ文もんと共に守護の魔力を展開してみせた。

　青銅色をしたソスの巨体。その周囲を、文字とも紋様ともつかない楔くさび形がた文字――アルファベットに似た雰囲気もある記号が取りまいたのだ。数は二〇個近くあった。

　キュアアアァァァアアッ！

　鋭く長い『角』を振りかざして突っこむルサールカ。

　だが、その飛ひ翔しようと直進は、ソスが周囲に展開したアルファベットにさえぎられた。

　あと数メートルで『角』が届くというのに、先へ進むことができない！

「“〝まがいもの”〟にしては力強いものだ。眠りから覚めたばかりのなまった体には、なかなか骨の折れる相手のようだな！」

　ソスが吠ほえる。『骨が折れる』と言いつつ、ひどくうれしげに。

　そして、彼は悠ゆう々ゆうと翼を広げて、高度を上げていく。

　ドラゴンもリヴァイアサンもせわしなく羽はばたいて飛ぶような、優雅ならざる飛行とは縁がうすい。空の王者のごとく翼を大きく広げ、飛翔の魔力をまき散らしながら天あま翔かけるのが、この生物たちの作法だった。

　十分に高度を取ったラーク・アル・ソスは口を大きく開け、青き焔ほのおをななめ下方に向けて吐はき出す！

　幾度も人類の諸都市を焼きはらってきた『焔の息フアイアーブレス』。

　その猛威がルサールカに降りかかる。蒼あおきワイバーンの敏びん捷しようさをもってすれば、妖あやしい流水じみた空中機動で回避することもできたはずだが――

「ルサールカ！」

　アーシャが叫んで、“〝相棒”〟に指示を伝達する。

　魔マ女ギと『蛇へび』の間には以心伝心の絆きずながある。強く念じたり一声かけるだけで、盟めい約やく者しやは己おのれの意思を伝えることができるのだ。

　このときアーシャは『私たちを守って！』と念じていたはずだ。

　そして、空中のルサールカはあえて不動となり、ソスの焔の直撃を浴びた。

　避よけるわけにはいかなかったのだ。

　そうしたら最後、焔は地上に到達してしまい、ルサールカの真下にいるハル・織おり姫ひめ・アーシャの三人を灼やき尽くすのだから。

　きゅうぅぅぅううううっ！

　一本角の『蛇』が苦く悶もんの咆ほう哮こうを発する。しかし、蒼き体表は無傷だった。

　ソスの焔には彼女を打ちのめすほどの威力がなかったのだ。まだ。

「ふふ。我が身中の焔、まだ熱が足りないようだ。しかし、その問題も直じきに解決できるだろう。それまで私との闘争につきあってくれ、“〝まがいもの”〟よ！」

　ソスの余裕に満ちた声が空から降ってきた。

　そう。竜りゆう族ぞく上位種が吐く焔としては、今のは明らかに威力が低かった。休眠あけのソスは人間のアスリートでいうウォーミングアップ中なのだろう。

　体が――体内の焔が十分に燃えあがれば、さらに強力な攻撃となるはず。

　また、上位種には魔術で焔の威力を高めるという選択肢まである。

　まだまだラーク・アル・ソスは力の底を見せていない。

　一方、アーシャとルサールカはといえば。

「大丈夫……あなたの体はまだ保もつはずです。私が保たせてみせます。だから、もうすこしだけがんばって、ルサールカ……」

　敵と味方で、まったく真逆な『まだ』の使い方。

　戦闘のさなかであったが、アーシャはやさしい声で呼びかけていた。

　目を凝こらすと、ルサールカの巨きよ躯くから細かな塵ちりのようなものがパラパラ落ちていくのを見てとれる。蒼あおきワイバーンの肉体は緩慢に崩ほう壊かいしつつあるのだ。

　欧州の地で転戦を続け、その果てに癒いやしきれない傷を負った『蛇へび』。

　それがアーシャの相棒『蒼きルサールカ』だった。

　ハルも一年ぶりに見たが、明らかに最盛期の力強さが失われている。

　旧東京の空を舞うラーク・アル・ソスとルサールカ。

　より高みを飛ぶのはソスの方。

　この位置関係は、奇くしくも両者の戦闘能力の差まで示してもいた。

　満足に立つこともできないハルの視界は、例の焔ほのおで埋めつくされている。

　ついさっきまで儀式の祭場だった大学構内も、竜りゆうと蛇が相打つ月夜の空も、全すべてが火に包まれている。そして心臓の動どう悸きは激しく、足腰に力も入らない。

　どうやら、ここまでかもしれない。

　ハルは嘆息して、そばにいる織おり姫ひめに言った。

「……十じゆう條じよう地じ。どうも旗色がまずそうだから、早くここを離れろ。今ならドラゴンの興味はルサールカにだけ向いている。君ひとりなら、たぶん逃げられるよ」
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「春はる賀がくん、それってどういう意味？」

「単純な計算問題を解といただけだよ。ひとりは命を拾う選択肢があるんだから、三人まとめてやられるより全然いいと思ってね」

　じろりとにらみつけてくる織姫へ、ハルは淡々と告げた。

　さっき自分で構築した儀式用魔方陣の上に、ぐったりと腰を下ろしながら。

　上空ではラーク・アル・ソスがゆったりと余裕の飛ひ翔しようをしながら、地上に向けて『焔』を放射中だ。それをルサールカが体で受けとめている。

　ソスは火焔放射を続けて、『焔』の熱を高めていくつもりなのだろう。

　吐はききったと思えば、すぐに再放射を開始する。

　地上のアーシャやハルたちをかばうため、ルサールカに回避は許されない。まだ持ちこたえてはいるが――あまり猶ゆう予よはなさそうだ。ハルは言った。

「新しん都とまで徒歩で帰るのは大変だし、危険もあるけど……あの上位種にやられるよりはずいぶんマシな試練のはずだ。車で移動するより発見されづらいだろうしね」

「バカを言わないで。逃げるときは春はる賀がくんもつれていくわよ」

　合理的な助言は、感情的な宣言にはねのけられた。

　それこそバカバカしい。春賀晴はる臣おみはやせている方だが、赤ん坊ではないのだ。

　織おり姫ひめのように華きや奢しやな女の子がおぶっていけるはずもない。

「春賀くんのそれが心の病やまいか、平たいらの将まさ門かどの呪のろいかは知らないけど。病人みたいな人を放ほうり出して避難できるほど、わたしは図太くないの。そんなことしたら良心の呵か責しやくに耐たえかねて、こっちが心の病を発症しちゃうわ。絶対に」

　死にいたる選択だと理解できるだろうに、気高く善意を貫こうとする。

　ハルはため息をついた。実は予感していたのだ。

　このお姫さまなら、こういう答えを口にするのではないかと。

　幻覚に苦しみながらも、ハルは空に目を転じた。

　上位種の吐はき出す『焔の息フアイアーブレス』に苦戦していたルサールカ。だが、敵の火焔がわずかに途絶えた瞬間、ついに反撃に出た。

「ルサールカ！」

　アーシャの檄げきが飛ぶ。その瞬間、ルサールカが流水の動きを見せた。

　水が高きから低きへ流れるように、『ぬっ』としたなめらかさで飛ひ翔しようしたのである。

　それはおそろしく静かな急上昇だった。

　だが、速さは稲いな妻づまのごとし。ほとんど一瞬でソスの真正面にまで距離を詰め、ルサールカは一角獣ユニコーンの角を上位種の頸くびへと突き込んだ。

　頸けい部ぶのどまんなかを貫ければ、致命傷になったかもしれないが。

　ソスはふたたび獣の反射神経で頸を横に振って、『角』をしのぐ。惜しい。

　しかし、わずかな隙すきを逃さず攻撃に転じるあたり、さすがの勝負勘だった。

　焔ほのおにつつまれたハルの視界――。

　そのなかでアーシャの秀麗な顔立ちには、鋭気と凜り々りしさがみなぎっていた。

　威風堂々としている。妖よう精せいかアンティークドールのように華奢な少女。だが、彼女はこうして戦っている姿がいちばん絵になるのだ。

「……いつもあんな感じなら、惚ほれちゃうかもしれないのにね……」

　ぼそっとつぶやく。

　このまま幼おさななじみが勝てれば、何の問題もないのだが。

　もろもろ考えると儚はかない期待だ。ひそかに覚悟をかためるハルだった。



「晴臣の調子、やっぱりよくないようですね……」

　へたりこんだ幼おさななじみをちらりと見て、アーシャはつぶやいた。竜りゆう族ぞくと戦う力はなくとも、本来の晴はる臣おみは修しゆ羅ら場ば慣れした少年だというのに。

　依頼主側の魔マ女ギ候補者と幼なじみ――。どちらも死なせるわけにはいかない。

　覚悟を決めて、アーシャはソスをにらむ。

　一方、彼女の『蛇へび』ルサールカ。

　さっきは隙すきを突いて、ソスに『角』を突き込んだ。だが、もうアーシャの頭上に舞いもどり、次の攻防にそなえて空中で待機している。

　アーシャはうなずいた。当分、一撃加えては離脱する形でいい。

　まだ格闘戦を挑むタイミングではなかった。

　組んずほぐれつしながら、敵の喉のど笛ぶえに喰くらいつく。

　そういう荒々しい戦法は、もっと相手が隙を見せたときに選ぶ手だ。今、自分たちがすべきことは――

「ルサールカ、疑ぎ似じ神しん格かくを筐きよう体たい化！」

　アーシャは切り札をひとつ解ときはなった。ルサールカに魔力を使わせたのだ。

　キュアアアァァァアアッ！

　ワイバーン型の蒼あおき蛇は高らかに哭ないた。

　すると、その真下でコンクリートが割れ、そこから勢いよく水が吹き出しはじめる。

　水の柱を呼んだのだ。この柱は途中から二又に分かれ、それぞれの先端は蛇の頭部をかたどり、うねうねと這はいずる蛇のごとく蠢うごめく。

　言うなれば、噴ふん出しゆつする大量の水が巨大な『双頭の蛇』と化したのだ。

　双頭の水蛇は長く長く頸くびをのばし、とぐろをまいて、ルサールカの周囲三六〇度をぐるりと取りかこんでしまう。さながら防壁のごとく。

　さっきのように『焔ほのお』を吐はかれつづけても、これで問題ない。

　水蛇を構成するのは《水》の疑似神格。

　焔を鎮め、悪あしき魔の力を封じ込む水神の力だ。そして、水蛇の双頭はそれぞれがルサールカの右と左に陣取る形となった。

　リヴァイアサンも竜族上位種に匹ひつ敵てきする魔力を行使できる。

　それが『疑似神格』。アーシャたちの切り札だった。

「ルサールカ、仕掛けるのはまだ。今は自分と私たちの防御を最優先に」

　アーシャは小さくささやいた。

　あの上位種に全力突撃を敢かん行こうして、押し切れるほどの破壊力。今の自分たちにはしぼり出せない。だったら、ひたすら守りをかためる方がいい。

　ソスには好きに攻めさせる。そうやって相手の疲つかれを待ち、隙が出るのを待つ。

　そのときこそ、あの青銅ブロンズ色の喉笛めがけて――。

「ふふ。“〝まがいもの”〟の身で眷けん属ぞくをしたがえるか！」

　ルサールカと『双頭の蛇へび』を眺めて、ソスはほくそ笑んだ。

「やはり手て強ごわいな。しかし、だ。それだけに手負いであるのが惜しい。本来であれば、もっとさまざまな手て管くだで私を愉たのしませてくれたであろうに……」

　こちらの不調を見抜いている。アーシャは眉まゆをひそめた。

『蛇』が疑ぎ似じ神しん格かくを何度使えるかはパートナー次第。アーシャは第五階かい梯ていの魔マ女ギ。

　これは『一日に五回、神格の使用を命じられる』力量の持ち主という意味だった。

　本当なら、より早いタイミングで術を使っていけた。

　だが、今ようやく一度目。ルサールカへの負担を配慮したためだ。

　神格の行使は、命数尽きた『蛇』の寿命をさらに大きく削る。相棒に残された命を有効活用するために、出し惜しみは不可欠なのだ。

「せっかくの強きよう靱じんさも、傷のためになまくらとなったか。惜しい話だ。そして、興の削そがれる話だ。休眠を終えて、はじめての獲物であるというのに！」

　ドラゴン上位種には、妙な美意識やこだわりを持つ輩やからがすくなくない。

　それを思い出しながら、アーシャは怪け訝げんに思った。彼は何を言いたいのか？

「愚鈍なるハボネスども。王への道の探究者、ジズーの召し出しに応こたえよ」

　ソスが呪じゆ文もんを唱となえる。すると夜空にいきなり流星が顕あらわれた。

　衛星軌道より、幾十もの光が地上へ降りそそいできたのだ。

　時ならぬ流星雨ではない。現在、月面と衛星軌道上には竜りゆう族ぞくの居住地コロニーがいくつも築かれ、そこにはラプトル――大量の小型種が生息しているのだ。

「あなたも眷属を呼びますか！」

「うむ。興を削がれたと言っただろう？　君の相手は羽はトカゲどもにまかせよう」

　ソスとルサールカの間に、天あま翔かける流星たちが降臨してきた。

　その数は三〇ほど。いずれもルサールカより小さなドラゴンたち。天より降下してきた鋼はがね色の小型種、ラプトル・ドラコーニス。

　そう。上位種は小型種の群れを魔術で召喚し、自在に使し役えきできるのだ！

　知性を持たない純粋な獣であるラプトルたち。本来なら、策も統率もなくルサールカに襲いかかってくるはず。だが、今回はちがった。

　ラプトルの集団はルサールカを整然と取り囲み、包囲網を形作る。

　ラーク・アル・ソスの指示を受けて、軍団として戦闘行動を取っているのだ。

「では、私の方は失礼して……その宝ほう物もつを回収させていただこうか」

　戦場を眷属たちにゆだねて、ソスは悠ゆう々ゆうと翼を広げた。

　ドラゴン上位種の視線は地上の魔方陣に注がれている。その中心に置かれた白はく銅どう鏡きよう、彼のお目当てである神器の上に。

　ラプトルの群れを迎え撃ちながら、アーシャが舌打ちした瞬間だった。

　晴はる臣おみがいきなり予想外の行動に出たのは――。



　懸念していたとおり、空にラプトルどもが飛来して。

　ハルはため息をついた。あの計画を試すしかないようだ。ひどく不確実な挑戦になるから、できれば避けたかった手を――。

　上う手まく動かない右手をどうにかのばし、ウェストバッグを探る。

　折りたたみ式のナイフを入れておいたのだ。取り出して、じゃきんと刃を出した。

　――焔ほのおの幻覚と金縛り状態、一度は気合いで吹き飛ばした。

　だったら、もう一度やってやると。ハルは左手でナイフの刃をぐっと握り込んだ。

「く……痛ッ！」

「ちょっと春はる賀がくん、一体どうしたの!?」

　当然ながら左手の内側は切れ、血がしたたり落ちる。

　いきなりの自傷行為に織おり姫ひめは驚き、心配そうにハルの顔をのぞき込んだ。

　その瞬間だった。焔につつまれていた視界がクリアになった。痛みがあやしい幻覚を吹き飛ばしたのだ。

　織姫の白い顔が鮮明に見える。足にも……力が入る。

　ハルは超至近距離にいる美少女へ語りかけた。

「君は忘れてるみたいだけどさ。儀式中に起きた不慮の事故から君をガードするのも、僕らが請うけおった業務なんだ。ギャラ分の仕事はしないと……」

「えっ？」

　どうにか立ちあがる。驚く織姫を尻しり目めにハルはさっき魔方陣の中央に置いた台座によろよろと歩みよった。その上の白はく銅どう鏡きようをつかみ取る。

　盟めい約やく儀式で『心しん金がね化』するため、提供してもらった副ふく葬そう品ひんだ。

　それから、ハルはふらつく足で軽自動車の運転席にもぐり込んだ。

　挿しっぱなしにしていたキーをまわして、エンジンスタート。

「悪いけど、あんたが欲しがっているものはよそへ持っていかせてもらうぞ！」

　開けた窓から空へと叫ぶ。ドラゴン上位種への呼びかけだった。

　すると、空中のソスは「む？」と若干の驚きよう嘆たんをあらわにした。猿の一匹程度にしか認識していなかったハルの宣言に、意表を突かれたらしい。

「ほう……」

　ソスの視線が自分と車に突き刺さるのを、ハルは自覚した。

　こうなると、もう理屈抜きに恐ろしい。ルサールカは三〇体以上のラプトルに包囲されている。幼おさななじみの支援はしばらく当てにできない状態なのだ。

　また、地上にいる当のアーシャとも目が合った。

　こくり。幼おさななじみは小さくうなずいた。ハルの意図を了解したのだ。

　まあ、意図というほど立派じゃない、という見方もできたが。何しろ破れかぶれで行動を起こすだけなのだから。

　ほとんど詰みに近い八方ふさがりの現状。

　せめて上位種が狙ねらう『宝ほう物もつ』を持ち去って、ソスの注意を惹ひきつける。

　ラプトルの何匹かでもこちらに差しむけてくれれば申し分ない。わずかとはいえ、ルサールカにかかる負担を減らすことができる。

　その後ハルを待ち受けるのは、だいぶろくでもない運命だろうが。

　指をくわえて竜りゆうどもに押しつぶされるより一千倍ましだ。そうしてあがくことで、万にひとつの活路を見み出いだせるかもしれないし……。

　ハルと幼なじみは魔術ではなく、阿あ吽うんの呼吸で意思を確認し合った。

（まかせます、晴はる臣おみ。でも、ここで今こん生じようの別れをするつもりはありませんからね！）

（こっちこそだ。おたがい、なんとしても生きのびるとしよう）

　アーシャの『行きなさい』と言わんばかりのうなずき、別れを告げる気は微み塵じんもなさそうな決意のまなざし、静かな戦士の威風――。

　それらが幼なじみの想おもいを明めい瞭りように教えてくれた。

　あちらも似たような解読法でハルの心を読み取っているはず。

　だから、ハルはもうアーシャを一いつ顧こだにせず、軽自動車のアクセルを踏み込んだ。

「春はる賀がくん！　囮おとりになるなんて無茶よ！」

　織おり姫ひめの声を聞いた。お姫さまもハルの狙いをそれなりに察したらしい。

　彼女が魔マ女ギとして大成できるとは、やはり思わない。だが、本人が言っていたとおり意外と荒あら事ごとの才能はあるのかもなと、やや失礼な感想を抱くハルだった。

　しかし、もう織姫のことも気にせず、車を走らせる。

　祭場および戦場となった大学構内から出ると、そのまま本郷通りの坂道を下る。

　めざすのはとりあえず南。旧大手町・丸の内方面。ある程度の距離をかせいだら、自動車は捨てるべきか。あとはひたすら廃はい墟きよのなかを逃走して……。

　幸い土地勘はあった。

　あまり帰省していなかったとはいえ、故郷である。

　ハルも父も魔術をなりわいとする《S.A.U.R.U.サウル》関係者。ふつうより魔力の強い東京租そ借しやく地ちには何度も潜入し、調査書を本部に提出していた。

　地図など見なくても、主要幹線道路と裏道の模様はパッと思い浮かぶ。

　だから、上う手まくいけば命を拾う目は十分にあるはず――。

「な!?」

　自らに希望的観測を言い聞かせていたときだった。ハルはびくりとした。

　後方から悠然と迫る飛行物体がバックミラーに映っていた。

　青銅色の翼をゆったりと広げて、余裕の体ていでハルを追うブロンズドラゴンだ。

　高度を上げず、ごていねいに車道の上を飛んでいる。おそらく、ハルに追われている事実を認知させるためだろう。狩りを気取っているのかもしれない。

　親玉のソスが自らハルごときを追跡とは――。

　ラプトル一匹程度なら、魔術も駆使すればギリギリ逃げ切れたかもしれないのに！

　ルサールカとアーシャに飽きたというのは、どうやら本当らしかった。そして口を大きく開け、焔ほのおを吐はこうとしているのもまちがいなさそうだった。
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　ハルの運転する軽自動車は小川町を通過し、本郷通りを疾走していた。

　法定速度も併走車も気にしなくていいフリーラン。ハルは躊ちゆう躇ちよせず、思いきりアクセルを踏み込んでいる。全速力であった。

　だが、実はかなり危険な行為でもあった。

　廃はい墟きよの車道にはどんな障害物が転がっているか、わからないからだ。そのうえ夜だから視界も悪い。一定以上のスピードを出すべきではないのだ。

　実際、ハルも往路では平均時速四〇キロ以下のノロノロ運転をしていた。

　だというのに、今は全速力――。

　全すべては後方の空から追ってくる魔獣への恐怖ゆえだった。

　ハルがスピードを上げ、全力で逃げにかかったからだろう。ソスはすこし高度を上げ、今はビル群のやや上あたりを飛んでいた。

「まあ、時速五〇キロでも二〇〇キロでもドラゴンどもには大差ないだろうけど……」

　ハルはつぶやいた。ハンドルをにぎる手が汗ばむ。高速飛行の魔術を使えば、上位種は音速の壁を越えられるからだ。

　あのドラゴンが狙ねらう白はく銅どう鏡きようは、上着のポケットに入れてある。

　古来より祭礼に使われてきた神宝の類たぐいは、ときに魔力を宿すことがある。

　そして、そうした品のなかには単なる魔力以上の霊れい威い――神性を宿すにいたり、神の代だい替たい品ひんにまで昇華する器物があった。

　この『聖なる神器』がハルたちのいう副ふく葬そう品ひんだった。

　副葬品が獲得した神性と魔力は、形が変わっても基本的に不変である。

　鏡に加工しようと、ドロドロに溶かして鋳い型がたに流し込もうと、すぐに神性は失われない。だからこそ盟めい約やく儀式で『心しん金がね化』させて、リヴァイアサンの心臓に錬れん成せいできるのだ。

　ラーク・アル・ソスはどう考えているだろう？

　必死に運転しながらハルは思案した。自動車内の鏡を巻きこみたくないから、焔ほのおや魔術を使わないと考えるか。あるいは、熱で溶けたり壊れたりした鏡には錬金術でもかけて、新しい形をあたえればよいと考えるか。

　前者ならいい。当分、命の猶ゆう予よができる。逃げのびる目も出てくる。

　しかし、鏡を狙ねらう理由が所有欲よりもハルたちを虐しいたげたいという欲求ゆえであれば、このまま豪快に焔を吐はいてしまうのではないか？

　吐くな。吐くな。吐くな――。ハルは必死に祈った。

　せめてハルが車を捨てて、廃はい墟きよの街中にもぐり込むまで。そうしたら、ひたすら気配を殺して、魔術も使って、なんとしてでも逃げ切ってみせる。

　逃げ切れないかもしれないが、人為の限りを尽くして悪あがきしてやる――。

　だが、願いも祈りも通じなかった。

　気づけば、竜りゆう族ぞくの口が放つ青白い焔に軽自動車は呑のみこまれていた。

　当然のことながら、ハルもその熱と衝撃を全身で味わう羽目になった。



『蛇へびとの盟めい約やくはどうして女性にしか成しえないのか、だって？』

　この問題について父に訊たずねたのは、いつのことだろうか。

　ハルの記憶では、たしか五年前だったはずだ。幼おさななじみのアーシャが“〝相棒”〟ルサールカと盟約を結んだ直後の会話である。

『まあ、理屈をいちいち説明し出すと長いうえに退屈な話になるんだがね』

　息子の問いかけに、父はすこし考えてから、こう答えた。

『こう言うと、ものすごくシンプルになる。才能の差だ』

『才能だって？』

『うん。神・魔術・怪物といった超自然の事象にたずさわる職能の男女比は、太古の昔から女性の方が上だった。巫み女こ、魔マ女ギ、生いけ贄にえの乙女おとめ……。もちろん、同じ役割を男がこなすケースもある。でも比率でいえば、やっぱり女性の方が多数派だ。この分野の資質はそれだけ性別に左右されるんだ』

『そうか。女子の方が魔術使いとして、生まれつきすぐれてるんだな』

　親子の対話にしては、理屈っぽい言葉が多すぎる。

　しかし、毎度のことなのでハルは気にせず、うんうんとうなずいた。

『おまえも知ってのとおり、私たち人間族が魔術と縁を切ってから何世紀も過ぎてしまっている。特に産業革命以降は、この怪しげな学問にわざわざ取り組む物好きは、おおむね詐さ欺ぎ師しやカルト集団のお仲間だった』

　父も父で、子供向けの手加減など一切考えずに講釈する始末であった。

　そういえば、よく似たもの親子とあきれられたような……。

『使わない能力は自然と鈍るものだろう？　神代の昔、浪ろ漫まんあふれる古代とくらべたら、現代人の魔術的素養はずいぶんと低くなってしまったのさ』

　竜りゆうの近似種を人造する、錬金術の大いなる作業――。

　これはいにしえの大魔術だったのだという。

　父の所属していた《S.A.U.R.U.サウル》の研究班は古代・中世・近世の資料を発掘し、丹念に解読した。これを注意深く研究し、再利用の目め処どを立て、数々の艱かん難なん辛しん苦くを乗り越えて、どうにか復興させたのである。

『結果、蛇へびと心を通わせ、高等魔術を実践できるような逸いつ材ざいは、もともと資質にすぐれている女性にしか現れなくなったわけだ』

『じゃあ大昔なら、男も蛇と盟めい約やくできたのかもしれないのかな？』

『かもしれないね。とはいえ、今の時代を生きるわれわれは、うら若き乙女おとめに危険を押しつける形でしか、竜どもに対抗する魔術を成しえないわけだ……』

　なつかしい父との話を夢に見ながら――。

　ハルの意識はすこしずつ覚かく醒せいへと向かっていった。

　当時の自分は、あんな親父おやじによく愛あい想そうを尽かさなかったよなと感心しつつ。そして、父は父なりによく息子の相手をしてくれていたよなと、なつかしく思いつつ……。



「わあああっ！」

　夜風が吹く冷たい路上で、ハルは悲鳴と共に飛び起きた。

　意識を失っていたらしい。自動車ごと竜の焔ほのおで灼やかれたのが最後の記憶だった。

　だが、なぜか高層ビルが建ちならぶ都心のオフィス街で倒れていたのだ。

「火傷やけどひとつしてない……よな」

　ハルはつぶやいた。

　信じがたいことに無傷だった。服にも焼け焦げひとつない。

　上着のポケットも探ってみると、例の白はく銅どう鏡きようはしっかり入っていた。

　竜の火で灼かれた以上、あの軽自動車はネジの一本も残さずに燃え尽き、どろどろに融解するか蒸発したはず。ドライバーも当然まきぞえだろう。なのに、どうして!?

　現在地をたしかめるべく、ハルは周囲を見まわした。

　駅前だった。しかも、かなり大きなターミナル駅のようだ。古めかしい煉れん瓦が造づくりの駅舎を見て、すぐに気づく。

　ここは、かつて東京駅と呼ばれた場所なのだ。

　ハルが倒れていたのは、丸ノ内口のすぐ近くだった。

　近代的な高層ビル群がやたらと目につく界かい隈わいにあって、大正浪漫の香りただようレトロな駅舎はひときわ異彩を放っている。

　さっきまで自動車を走らせていたのに、どうしてこんなところに？

　いぶかしみつつ、ふと道路を見て、驚いた。

　銀の懐かい中ちゆう時ど計けい――父の形見が落ちていたのだ。粉々に砕けていた。そして、時計の破片のなかに、黒い小石があった。

　丸みのほとんどない鋭角的な石である。石英のように見える。

　この石を拾いあげて、ハルは驚いた。

「熱い……？」

　石はなぜか熱気を宿していた。ずっと持っていたら低温火傷やけどになりそうだ。

　とりあえずウェストバッグに放ほうりこんでおく。父はこんなものをどうして懐中時計に仕込んでいたのだろう？

　いぶかしんだ瞬間、ラーク・アル・ソスの重厚な笑い声が空に鳴りひびいた。

「ふ……ふふふ。猿どもの近似種でありながら、やってくれるものだ！」

　かなり近い。ハルはびくっとした。

　あわてて東京駅の入り口に飛び込むと、外から見られないよう用心しながら、空の様子をうかがってみた。

　二ブロックほど先――日比谷通りの上空に、ブロンズドラゴンがいた。

　地上を睥へい睨げいしながら翼を広げ、ゆっくり通過していく。

「なるほど。竜りゆうの種族をあざむく策があればこそ、愚行に挑んだのだな。ふふふふ、なかなかによい趣向だ。名も知らぬ人間の若者よ。ラーク・アル・ソスは君を狩り立て、八つ裂きにすると誓いを立てよう！」

「か、買いかぶりもいいところだぞ……」

　ゲームでも楽しむようなソスの宣言に、ハルは頭をかかえたくなった。

　追いつめられたネズミの勢いで、走り出しただけなのだ。まあ、ソスがこちらに来たのなら、アーシャと織おり姫ひめはおそらく大丈夫だろう。

　それについては、ハルの行動が生み出した僥ぎよう倖こうといえた。大金星だ。

　ルサールカはだいぶ弱っている。

　パワー全開にしてラプトルの群れを蹴け散ちらす全盛時のような真ま似ねは、むずかしいだろう。だが、ソスさえいなければ十分に勝てる。

　アーシャなら、だましだまし上う手まいこと戦ってくれるはずだ。

「携帯がつながれば、向こうの状況も訊きけるんだけどな」

　アンテナが機能していない旧東京では、通常の電話はつながらない。

　ハルは肩をすくめて、ふたたび外の様子をうかがう。

　ソスはゆったりとした飛ひ翔しようで、この界かい隈わいの上空を旋回していた。鋭い竜族の視力で地上を見渡しているのだ。

　そのうち視力だけでなく、探索系の魔術も使いはじめるだろう。

　そうなると、息をひそめて隠れるのもむずかしい……。

　ハルはウェストバッグの中身を床にぶちまけた。

　入れておいた商売道具から、役立ちそうな道具を探す。懐かい中ちゆう時ど計けい――予備の『時計仕掛けの魔術師クロツクワーク・マギ』はともかく、折りたたみ式のナイフはまったくの無価値だろう。

　あとは皮ケースにいれた二二口径のリボルバー式の拳けん銃じゆう。

　偽ぎ造ぞう免許の入手と似たような経路で確保した品だった。荒あら事ごとは専門外のハルだが、たまに護身用として重ちよう宝ほうするときがあるのだ。こんな小口径でも攻撃魔術と併用すれば、ヒグマ程度なら射殺することも――。

　ハルはため息をついた。竜りゆう族ぞくの脅きよう威いはヒグマの何億倍だろう？

　やはり、死か。暗い未来予想が頭のなかで首をもたげた瞬間、ハルは視線を感じてハッとした。すこし先には、今や広大な廃はい墟きよでしかない駅構内の闇やみが広がっている。

　そのなかで金色の瞳ひとみがふたつ、妖あやしく輝いていた。

　瞳の所有者は、この間も会った緋ひ色いろの和服をまとう少女であった。



　　　　４



「考えてみたら、奇跡を演出してくれそうな知り合いはあんたくらいしかいないからさ。いきなり出てこられても、あまり驚きはしないけど……」

　焔ほのおに呑のまれた自動車から、自分を『連れ出した』仕掛け人。

　和服の少女にして霊的存在がそうなのだろうと踏んで、ハルは言った。きっと《瞬間転移》に類する魔力を使ったのだと、適当に見当をつけて。

「この間と今回、僕が変なふうになった原因があんたにあるなら、礼を言う気になれないかもしれない。その辺どうなんだい？」

「まあ、おまえを試すつもりで小細工したのは認めよう」

　前回と同じく、尊大な口ぶりで少女は言った。

　電灯もない廃墟の駅構内。しかし、入り口付近なので月明かりが差しこんでくる。おかげでじっくり観察することができた。

　やはり幼い。が、可愛かわいらしい顔立ちには蠱こ惑わく的てきと呼びたくなる雰囲気があった。

「最初に見かけたとき、おまえの目と心をすこしばかりいじっておいた。ふふ、なかなかの趣向であっただろう？」

「僕をドラゴンの前でパニック状態にさせて、何を試せるっていうんだ……」

　自慢げな微笑と共に白状されたものの、相手は謎なぞの霊的存在である。

　怒る気にもなれず、ハルは脱力気味に訴うつたえた。

「祟たたりとか呪のろいって言われる方が、身に覚えもあるから素直に納得できるよ」

「祟るつもりがあるなら、一息に殺している。その程度の力であれば、まだどうにか遺のこっておるからな。妾わらわが見たかったのは、おまえの“〝底”〟だ。絶対にかなわぬ怪物を前にした命の瀬戸際であっても、死ぬ寸前まで活路を求め、あがける器うつわか否いなか……」

　ささやきながら、少女はハルの足もとを指さした。

「最低限その程度の器量がなくては、そやつがあっても無駄というもの」

　ハルは足もとを見た。

　さっきぶちまけた所持品がいくつも転がっている。

　少女の指が示すのは黒い小石だった。父の懐かい中ちゆう時ど計けいに隠されていた、謎なぞの石――。

「そやつ、だって？」

「うむ。その燧すい石せきよ」

　奇妙な響きの言葉は、黒い小石のことらしい。

「ふふ、覇者の秘ひ文も字じに焔ほのおを吹きこむ燧ひうち星ぼしのかけら……。人間ごときの手にあると知れば、全すべての智ち慧えある竜りゆうは激怒し、嫉しつ妬とに狂うであろうな。笑える話だ」

　微笑ほほえむ少女を見て、ハルは思い出した。

　覇者の秘文字。星のかけら。以前も彼女が口にしていた言葉だった。

「ところで小僧よ。あの竜めは、おまえを本腰入れて狩るつもりのようだぞ」

　少女が駅の外へ視線を投げる。

　ハルは東京駅入り口の物陰から、ふたたび空をうかがってみた。ソスは高層ビルの屋上に舞い降り、翼を休めている。

　だが、明らかにただの休息ではない。

　彼の頭上には白い輝きを放つ球体が浮かんでいた。

　それも一個や二個ではなく、数百以上も。夜空をいろどる星雲の燦きらめきにも似た、無数の光の集合体だった。

「我が『目』どもに告ぐ。急ぎ獲物を見つけ、我に報しらせよ！」

　ソスが唱となえる口こう訣けつに応じて、白い光が四方八方へ飛び散った。

　しかも、ゆっくりと雪のごとく地上へ落ちてくる。

「あれは全て、おまえを探すための物見役。あやつめ、人間ごときを櫓ろ櫂かいのおよぶかぎり追おうとは、酔狂な真ま似ねをする」

　面おも白しろそうに言う少女を前にして、ハルはふと気づいた。

　ドラゴンが間近にいるのに何ともない。焔の幻覚も見なければ、体が硬直することもなかった。少女が仕組んだ『小細工』、もう解とかれているようだ。

　しかし、絶体絶命のピンチに変わりはない。

　深くため息をついてから、ハルは少女の方に向きなおった。

「わざわざ僕を試して、あんたは何をしたいんだ？　まあ、そのことには山ほど文句を言いたいけど、焼け死なずにすんだのはあんたのおかげだから、礼は一応言っと――」

「礼は要いらん。下心があって為なしたことだからな」

　感謝の言葉をさえぎるように、少女はハルを見つめた。

　見た目の幼さにそぐわぬ、妖よう艶えんとも言えるまなざし。

　その瞳ひとみは黄金色で、どこか冷血生物めいている。ここでハルはハッとした。

　少女の瞳は、ドラゴンどもの目とよく似ている――！

「気づいているか、小僧？　おまえは今、悪魔に逢あっているのだぞ」

「あ、悪魔？」

「うむ。おまえを修羅の道にいざなう悪魔。一瞬で焼け死ねたはずのおまえをわざわざ救い出し、もっとろくでもない死に様を迎えさせようとする悪魔だ」

　少女は笑う。にやにやと意地悪く。

「取引をしよう」

　そして、人を奈な落らくへ導みちびく悪魔の気やすさで持ちかける。

「おまえに屠と竜りゆうの力を――竜の種族が何よりも尊び、畏おそれ、求めてやまない覇者の秘ひ文も字じをくれてやる。それはおまえに竜りゆう弑ごろしの特権を授けるだろう」

　屠竜。竜弑し。ハルは耳を疑った。つまりドラゴンスレイヤー。

　それは竜を屠ほふり、殺あやめるという意味ではないか。

「あの竜ごとき、どうとでも誅ちゆう殺さつできる力だ。だから、おまえはその石と『まともな死に方』を差し出すがいい」

「……なんだって？」

「只ただ人びととして生き、只人として死ぬのをあきらめろ。その代わり――」

　微笑でゆがむ少女の唇くちびる。その形はなぜか亀き裂れつめいていた。

　非人間的で、爬は虫ちゆう類るい的ですらある笑顔。ハルは思わず見入ってしまった。

「おまえは戦う神にもなれるし、地上を滅ぼす悪魔にもなれる……かもしれぬ。まあ、それに見合う器量がなければ、ただ野の垂たれ死ぬだけだが」

「も、ものすごく胡う散さんくさい勧誘だぞ……」

「妾わらわと盟めい約やくを結べ、小僧。おまえを王に――この世の『蛇へび』どもを全すべてしたがえ、竜族より畏い怖ふと憎ぞう悪おを注がれる者にしてくれよう」

　ハルは困惑した。実に胡散くさい話だった。

　ろくでもない誘いをされていることは理解できる。そもそも、この少女――否いな、このバケモノの言うとおりにして、上う手まくいく保証は何もない。

　だが、それでも。

　価値ある賭かけになる可能性は否ひ定ていしきれなかった。

　今まさに八方ふさがりなのだ。死ぬしかないギリギリの際きわに追いこまれている。

　だったら一いちか八ばちかの勝負に……しかし――

「おお、そうだ。外で騒いでいる竜りゆうだがな。あやつがこのままおまえを狩ったとしよう。しかし、それで満足しなかったら、どうなる？」

「…………」

「おまえにはたしか連れの娘むすめがふたりおったな。さて、血と横暴を好む竜族のはしくれが見逃すかどうか――賭けではあるだろう、うむ」

　わざとらしい少女のつぶやきを聞いて、ハルは舌打ちしたくなった。

　さすが自称悪魔だなと、皮肉も言いたくなる。気づいていなかった可能性を指摘され、大きく心を動かされたからだ。

　ふたたびのため息。深呼吸。一〇秒ほど黙考。迷いを捨てる。

　破れかぶれの気持ちを高め、心のなかで『ダメでもともと』と魔法の呪じゆ文もんを唱となえて。

「自称悪魔とか、ツッコミどころは山ほどあるけど……」

　少女をにらみながら、ハルは言った。

「どうせ竜に狩られるんだから、物は試しだ。あんたの誘いに乗ってやるよ」

　前向きであり、後ろ向きでもある。



    

  
    
      



    

  
    
      

　ある意味、春はる賀が晴はる臣おみらしい選択だった。ハルは黒い小石をふたたび拾いあげた。強く握りしめる。手のひらにじんわりと熱さが広がっていった。

「いいだろう、小僧！　ならば、先に進むがいい！」

　緋衣をまとう少女は大きくうなずき、忽こつ然ぜんと消えうせた。

　照明などつくはずのない、廃はい墟きよの東京駅構内。ハルの前には広大な闇やみが広がり、暗黒に閉ざされた冥めい界かいの入り口にいる気分だった。

　だが、少女の退場と同時に、この暗くら闇やみを明るくする光源が生まれた。

　闇のなかに、轟ごう々ごうと燃える紅ぐ蓮れんの焔ほのおが出現したのだ。おかげで、東京駅丸ノ内口内部の様子が見てとれるようになる。

　頭上はドーム状の高い天井になっていた。ジュラルミン製の年代物だ。

　かつては一日で一〇〇万人以上もの利用者が訪れたというターミナル駅にふさわしい、広いエントランス部分である。

　そして、その中心では焔がメラメラと激しく燃焼していた。

　ハルは光と熱の発生源に近づいていった。

　すると、燃えさかる焔はさらに勢いを増し、たちまち天井に届かんばかりの大きさにふくれあがった。

　強烈な熱気にさらされて汗を流しながら、ハルはつぶやいた。

「で、僕は次に何をすればいいんだ……？」

　その瞬間、変化は起きた。

　轟々と燃えていた焔がいきなりはじけ飛んで雲散し、火のなかから巨大な『獣』の姿が顕あらわれたのだ。魔マ女ギが『蛇へび』を召喚するときのように、忽然と。

　ハルは呆あつ気けにとられて、短く叫んだ。

「ドラゴン!?」

　美しく、獰どう猛もうで、雄々しく、威厳に満ち、神こう々ごうしさに充みち満みちた『獣』。

　それはドラゴンの名で知られる生き物だった。

　上位種らしく、みごとな体格である。頭部には鋭い角が九本も生えていて、まるで王冠のようにハルには見えた。

　体表は『紅蓮色』と呼ぶにふさわしい、あざやかな赤だった。

　人間でいえば腰をおろして、あぐらをかいたような姿勢だ。微動だにしない。

　そして、このドラゴンと向き合った瞬間――

　握っていた『石』が閃せん光こうを放って爆発し、粉々に砕け散る！

「わあっ！」

　しかも、いきなり全身が燃えはじめた。

　轟々と燃える焔につつまれて、ハルの全身はまさに火だるまと化し、気が狂いそうなほどの超高熱に襲われた。

　熱い。熱い熱い熱熱熱熱熱熱熱い。

　人型の焔ほのおとなってハルは床の上を転げまわり、のたうちまわる！

「ああああああああっ！」

　もがき苦しむハルの上に、あの少女の声が降ってきた。

（さあ小僧。その新たな焔を聖なる刻印へ吹きこむがいい。ただし、焼け死ぬ前にな。できなければ、おまえはここで燃え尽きる以外の道を得られぬぞ）

「って、その話は聞いてないぞ！」

　いきなりの通告に七しち転てん八ばつ倒とうしながら文句を叫ぶ。

　そうしながらも、ハルは見た。紅あかきドラゴンの眼前に青白い光の線が浮かびあがり、ひとつの記号を空中に描く光景を――。

　描かれたのは、『矢をつがえた弓』ないし『傾いた半月』を象形化した文字。

　ハルの目にはそのように見える記号だった。

「る、ルルク・ソウンの魔術記号、なのか……？」

　激しい熱と痛みに悶もん絶ぜつしながらもつぶやく。

　竜りゆう族ぞくの叡えい智ちを凝縮させた楔くさび形がたのルーン文字と同系統のデザインに思える。しかし、一度も見たことがない文字だった。

（これはかの秘ひ文も字じのなかでも、覇者にのみ許される屠と竜りゆうの刻印……なかでも妾わらわが最も愛し、重用した『弓』の一字をくれてやる）

　またも少女の声。これをつむぐのはドラゴンの口元だった。

　同時に『矢をつがえた弓』の象形文字は縮小し、手のひらと同じほどの大きさになって、のたうちまわるハルの手前に降ってきた。

　光の線が描いたルーンは、宙に浮きながら青白く明滅する。

（妾が息絶えたとき、《弓の秘文字》も一度は燃え尽きた。だが、燧ひうち星ぼしのかけらより起こした焔をともせば、ふたたび屠竜の権威を世に示すであろう――）

　要は、この妙な字も巻き添えにすればいいということか。

　絶叫し、のたうちまわりながら。気が狂いそうなほどの熱さと痛みに悶絶しながら。

　床すれすれの高さに浮く『弓』に似た魔術記号へ、ハルは精一杯に手をのばした。文字どおり、死にものぐるいであった。

　その原動力は気合いと根性、死ぬのは絶対に御免だという恐怖感。

　いつものハルなら、途中であきらめていたかもしれない。

　だが、命がかかっていると言われれば、さらに全身が炎上中という惨事の最中であれば、気力も最大限に高まるというものだ。

（死力を尽くせ、小僧。力というのは己おのれの手でつかみ取り、引きよせるものだ！）

　紅ぐ蓮れん色のドラゴンが少女の声で無責任にあおる。

　言われるまでもない。ハルはぎりっと歯を食いしばり、必死に右手をのばす。

　ついに手が届いた――。

　その瞬間、《弓の秘ひ文も字じ》とやらも焔ほのおにつつまれて、めらめらと燃えはじめる。

　やりとげたハルの意識はすぐに朦もう朧ろうとしていった。だが、最後に右の手のひらがおそろしく熱くなるのをたしかに感じた。

（ふふ――。はたして新たなる時代に新たなるそろもんが生まれるや否いなや……しばらく遊んでみるのも悪くはなかろうて）

　少女の声が何かささやいていたが、このときにはもうほとんど意識はなかった。
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　ハルが朦朧としていたのは、時間にして数分くらいだろうか。

　ハッと我に返ると、全身を灼やいていた焔がいつのまにか消えていた。

　しかも、またしてもわずかな火傷やけどさえなく、衣服も無事なまま。人型のたいまつとなって炎上したのが、夢のなかの出来事だったかのように……。

　だが、立ちあがり、顔も上げると紅蓮色のドラゴンが目の前に鎮座している。

「まさか、一晩で二匹も上位種と出くわすなんて……」

　つぶやく間もドラゴンは微動だにしない。まるで石像のように――。

「死んでいるのか！」

　気づいたハルは、竜りゆうの足首にあたる部位を指で押してみた。

　その部分がパラパラと崩れ落ちる。これは石化した竜族の骸むくろだったのだ。

　ハルはドラゴンの骸をあらためて見あげた。胸部に大きく深い穴が穿うがたれている。鋭い何かで抉えぐられたらしい。これが致命傷になったのだろう。

「つまり、あんた――霊は霊でも、ドラゴンの霊だったんだな……」

　緋ひ色いろの和服をまとった少女。謎なぞの霊的存在。

　その幼い面影を、心のなかで紅蓮色のドラゴンに重ねてみる。両者は似ても似つかない姿でありながら、不思議なほど違和感がなかった。

　ふふ……。少女がかすかに微笑ほほえむ声をハルは聞きとった。当たりらしい。

　それにしても、《弓の秘文字》とやらはどこに消えたのか？

　いぶかしんだ瞬間、右手の掌がいきなり熱くなった。手を開き、のぞきこんでみる。掌に描かれた『弓』を確認することができた。

　ドラゴンが少女の声で『くれてやる』と言った魔術記号ルーン――。

　正体不明のルーン文字は、春はる賀が晴はる臣おみの手のひらに刺青いれずみのごとく刻まれている！

　ハルが驚いて、息を呑のんだ瞬間だった。

　東京駅の丸ノ内口――その壁面がやにわに崩れ、大量のガレキが吹き飛ぶ。

　そうして開いた大穴から、巨大な超生物が押し入ってきた。

「逃げるのはもうおしまいかね、人の子よ」

　それはもちろん、ラーク・アル・ソスの重厚な声だった。



　東京駅のエントランスに、崩れた壁から月の光が差しこんでくる。

　そして、月光を浴びるブロンズドラゴンの巨きよ躯く――。

　最悪の魔獣と一対一で向き合う形になって、ハルは珍しく運命論者になった。

　天を仰あおぎ、運命とやらの過酷さに「くそっ」と悪態をついたのである。だが、奇妙な点に気づいた。ソスの目と全身に強い感情の色がみなぎっている。

　それは驚きよう愕がく。そして興奮――。

「ふ……ふふ。君がこれほどの秘密を知っていようとは思いもよらなかった。礼を言うぞ、人間。まさか、このようなところで女王の亡なき骸がらを見つけられるとは！」

　愉快そうに笑うソスは、石化した同族の姿を熱く凝視していた。

「くくくく。女王の骸むくろがあるとなれば、当然“〝あれ”〟も見つかるかもしれぬわけだ。人の子よ、すみやかに答えてくれ」

　やにわにソスが右の前肢をのばしてきた。

　ドラゴン上位種の体つきには、すくなからず個体差がある。だが、どの個体もおおむね左右の前肢は長く、手の指も五本あって、人間の『両腕』とよく似ていた。

　つまり、ソスは『右腕』をのばしてきたのである。

　超生命体の掌と呼ぶべき部位に、ハルの体はわしづかみにされた。

「紅ぐ蓮れんの女王が持つ覇者の秘ひ文も字じといえば、名高き屠と竜りゆうの弓……。彼女のそばに刻印はなかったかね？　知っているなら言え。知らなければ――」

　ハルの体は、ソスの目の高さにまで持ちあげられた。

　獰どう猛もうな竜族と至近距離で目が合う。

　なんという迫力。凝視されるだけで体が硬直し、喉のどがカラカラになる。

　しかも、竜の口内にびっしりとならぶ歯は、剣のように長く鋭い。人間ごとき一ひと噛かみで八つ裂きにするだろう。

　また、ハルをつかむ力はやさしいほどであったが、向こうがその気になれば――。

　恐怖のあまり、ハルは無言の木で偶く人形と化してしまった。

「ふむ。何も言わぬか。ならば是非もない」

　ソスの声はおだやかでさえあった。

　しかし同時に、ハルを握る手にぐっと力が加わった。

　全身の骨がバラバラに砕け、肉が押しつぶされる瞬間。あらゆる内臓が破裂し、ぷつんとはじけ飛ぶ瞬間の到来だった。ハルは絶叫した。

「あああああああああっ！」

　それは今度こそ断末魔の叫びだった。すくなくともハルはそう思った。

　苦痛。激痛。痛み。軋きしみ。圧迫。圧力。力。力。力。

　体長十数メートルの巨きよ竜りゆうであるソスの握力なら、コンクリートのかたまりも握りつぶすことはたやすいはず。

　その力を受けとめるのは人間のハル。耐たえる術すべなどありはしない。

　生まれてから今日まで、これほどの圧迫と苦痛を味わうのでは初めてだった。ろくな死に方はしないと思っていた。しかし、こんな死に様をさらすとは――。

　痛痛痛痛痛痛痛痛痛痛痛痛痛痛……ん？

　竜の握力と全身が軋むような激痛を堪こらえながら、ハルは気づいた。

　耐えている。自分の体は押しつぶされることもなく、ぎゅっと拳こぶしを握りこむソスの力に抗あらがっている。まるで、全身が地上最硬の物質で造られているかのように。

　ハルは自分の体の異常さに愕がく然ぜんとした。

「ほう……」

　好奇の視線をソスが投げかけてくる。

　冷血動物めいた外見と生態の割に竜族上位種がなかなかに情感豊かであることを、この短い時間でたっぷり理解できた。

　今、ラーク・アル・ソスはハルという存在をいぶかしんでいる。

　だが、竜族の瞳ひとみにすぐ理解の色が広がった。

「そうであったか……。なんと人の子が竜王の階きざはしに足をかけていたとは。ふふ、いにしえのぎりしあ国で似たような例ためしを耳にしたが……。今の世で繰りかえされるとはな」

　ソスはつぶやくなり、ハルの体を投げ捨てた。

　駅構内のタイルに全身をたたきつけられて、ハルは「ぐあっ」とうめいた。

　やはり痛い。しかし、体の方は傷んでいない。苦痛を感じはしても、春はる賀が晴はる臣おみの肉体は異常な頑がん丈じようさでまったくの無傷なのだ。

　一〇メートル以上の高さから、床に投げ捨てられたというのに！

　実際、ハルはすぐに身を起こすことができた。

　だが、ソスの巨体を見あげて愕然とした。竜族上位種はこちらを見おろしながら、わずかに口を開いていた。その奥に青白い焔ほのおが揺らめく。

　竜の劫ごう火かを吐はき出す直前なのだ！

「偽りの王よ。二千年ぶりに僭主テユラノスの称号で呼ばせてもらおうか……。かりそめとはいえ、御おん身みも『弓』を引き継ついだ覇者。礼を尽くして、灼やかせていただくとしよう」

　妙な呼び方で語りかけながら、ソスは口の開きを大きくした。

　だが語りは止まらない。彼らは人間とちがって唇くちびるの動きで言葉をつむぐのではなく、喉のどの奥にあるらしい謎なぞの器官から音を発するのだ。

「幸い、我が身中の熱もずいぶんと高まっている。今なら、先ほどのような不手際はしないですみそうだ。――ルルク・ソウンの秘ひ文も字じよ！」

　ソスは仕上げとばかりに魔術の呼びかけを行った。

　竜りゆう族ぞくのみが用法を知る魔導のアルファベット。これが巨体の頭上に七つ顕あらわれ、一列にならんだ。この文字列は《火》の秘ひ文も字じであるらしく、めらめらと焔ほのおにつつまれている。

　焔の威力を高める魔術なのだと、ハルは理解した。

　異様な頑がん丈じようさを見せる自分の体だが、あの火を耐たえる自信はない。どうする!?

「御おん身みを灼やき尽くし、新たなる僭主テユラノスの覇権を潰ついえさせていただこう。さらばだ」

　ソスは処刑宣告まで言い放つ。

　その瞬間、ハルのなかであらゆる逡しゆん巡じゆんと思考が吹き飛んだ。

『やられてたまるか！』という一念が全身を火のように満たし――とっさに、右手の掌に浮かぶ《弓の秘文字》を見おろした。

　直後、緋ひ色いろの少女の含み笑いが頭にひびく。

（ふふふふ。いいのか、小僧？　あやつを撃てば、もうあとには退ひけないぞ？）

（いい！　今さらなことをあんたが言うな！）

　胸の裡うちで叫んだ瞬間、ハルはこの武器の使い方を漠然と悟った。

　おそらく“〝撃つ”〟決意をかためたからだろう。そのために必要なイメージを、秘文字が持ち主の心に送りこんでくれたのだ。

　手のひらの秘文字に向けて、すぐさま指示を念じる。

「すぐに『弓』を――竜りゆう弑ごろしの弓ってやつを造り出せ！」

　それと同時に、ソスが青白い焔を吐はき出した。

　ハルは大きく横っ跳びした。ごろごろと床を転がって、みっともなくソスの前から離れていく。焔を避けるためではない。こんなことをしても、横に大きく燃え広がるであろう竜族の劫ごう火かを防ぐことはできないのだから。

　この動きはあくまで道を空けるため。

　ハルの背後にあった『弓』を前進させるための――。

「なに!?」

　オオオオオオォォォォォオオオオッ！

　火を吐きながらソスは驚きよう愕がくし、もう一体のドラゴンが高らかに吠ほえた。

　そう。石化した紅ぐ蓮れん色のドラゴン。すでに命尽き、亡なき骸がらとなっていた竜。緋衣をまとう少女の正体が――高らかに吠えたのだ。

　紅ぐ蓮れん色のドラゴンは、すばやい動きで身を起こした。

　ただし、体のあちこちから石のかけらがボロボロと落ちていく。

　このままではすぐに全身が崩れ去るだろう。だが、それを厭いとうつもりはないようで、雄々しく前進し、ソスの焔ほのおを体で受けとめた。

　そして、次の瞬間。死せる紅蓮竜りゆうは『白い焔』につつまれた。

　全身が白金色に燃え、高熱を発する。その白熱した巨体を見て、ハルは右手を前に――さっとソスに向けて突き出した。

　無意識の動作だった。こうすれば、“〝撃てる”〟気がしたのだ。

　案の定、手のひらに描かれた秘ひ文も字じは急激に熱くなる。すると、白熱する紅あかきドラゴンの前方に、ルルク・ソウンの秘文字が忽こつ然ぜんと顕あらわれた。

　それは竜の上半身と同じほど大きな《弓の秘文字》だった。

　そして、この死せるドラゴンの骸むくろこそがハルの『弓』であるという証あかしだった。

「く――!?　すでに屠と竜りゆうの力を掌握していたか！」

　ソスが驚きよう愕がくし、即座に翼を広げて舞いあがる。

　さきほど自らが東京駅の壁に開けた大穴から後ろ向きのまま外へ出て、ふたたび旧東京の夜空へ飛び出していった。

　しかし、もう遅い。ハルは攻撃の意志を発した。

「撃て！」

　その刹せつ那な、死せる紅蓮のドラゴンが威い嚇かくするように大きく翼を広げる。

　すると、彼女のすぐ前で輝いていた《弓の秘文字》から、焔の奔ほん流りゆうが放出された。鮮烈な紅蓮色で、すさまじい火勢だった。

　秘文字より射出された火線は夜空へ一直線に飛んでいく。

　人類の都市を焼きはらうためではなく、同族のドラゴンを屠ほふるために。

「おおおおおおお!?」

　焔の奔流に全身を呑のみこまれて、ソスが驚愕する。

　ブロンズドラゴンを灼やく紅蓮の焔は上方向にのび、そのまま巨大な火柱となって旧東京の夜空を駆けあがっていった。

　焔に灼かれながら、ソスの体が消えていく。

　どうやら《瞬間転移》の魔術で逃走を図ったらしい。

　そして、この火柱を吐はきながら、紅蓮色のドラゴン――あの少女の本性である体はボロボロと急速に崩ほう壊かいしていった。さらに白金の焔のなかで燃えていき、灰となり、塵ちりとなって消滅していく。

　ほぼ数十秒という驚くべきスピードで、紅蓮の巨体は完全に崩壊してしまった。

　ハルが目をみはった瞬間、天空にソスの声がひびく。

「今は別れを告げさせてもらうぞ、人間よ！　だが、私は必ず舞いもどり、君を八つ裂きにすると誓おう。君を斃たおし、その『弓』を必ず奪いとってみせると！」

　春はる賀が晴はる臣おみに対する、重厚な宣告であった。

　それを聞いてハルはため息をつき、知ったことかと疲つかれにまかせて腰を下ろし、自じ堕だ落らくにあぐらをかくのであった。



　一方、御お茶ちやノの水みずに残ってラプトルの群れと戦っていたアーシャは――。

　手負いの相棒ルサールカと共に、次々と襲いくるラプトルの猛攻を我慢強くしのぎながら、一体ずつ堅実かつ確実に葬ほうむりつづけ、ついに最後の敵を斃したところだった。

　盟めい約やく儀式の祭場となった、かつての大学。

　その構内および近辺の市街には、ラプトルの骸むくろがあちこちに横たわる。

　死せる竜りゆう族ぞくの通例どおりに全すべて石化していた。そして、激闘の模様と結果を見届けた魔マ女ギ候補者・織おり姫ひめは――。

　ふらっとアーシャが立ちくらみを起こしたので、あわてて駆けよった。

「アーシャさん、大丈夫!?」

　歴戦の魔女の華きや奢しやな体つきを支えながら、織姫は訊たずねた。

　ラプトルを着実にしとめていくルサールカの手際のよさは、水際立っていた。

　時間こそかかりはしたが、戦いというより『作業』と評したくなるほど危なげなかったのだ。

「どこか怪け我がをしたの!?　全然やられてる感じはしなかったのに――」

「心配いりません……。すこし血糖値が下がっただけです」

　織姫に支えられながら、アーシャは空を見あげた。

　勝利した『蛇へび』ルサールカが大学校舎の屋上に降りて、翼を休めている。

　アーシャがうなずきかけると、相棒の蒼あおき雄姿は徐々に薄れていき、やがて忽こつ然ぜんと消え去った。召喚するときも消えるときも、同じほどの迅速さなのだ。

「『蛇』を呼び出して、あの肉体を地上につなぎとめるのはものすごい負担なんです。相応の力を消耗するのは、自然の理ことわりといえます」

「血糖値……？　つまり、おなかがすいたってこと？」

「あ、あまりストレートに表現しないでくださいっ」

　晴臣ならざる同年代の少女相手なので、アーシャはすこし見み栄えをはったのだ。

　だが、その心の動きが気やすい仲の幼おさななじみを思い出させる。

「私よりも……早く晴臣を捜しましょう。上位種を相手に追いかけっこなんて、いくらなんでも無茶がすぎます」

　ラプトルと戦っている途中も、ソスはもどってこなかった。

　だから、まだ晴はる臣おみを追いかけている最中なのだとアーシャは信じたかった。

　幼おさななじみは無事でいてくれるのだと。助けを必要としているところなのだと。

「そうね。このまま手遅れなんて――わたしはいや。アーシャさんもよね？」

　織おり姫ひめもうなずいた直後、闇やみ色いろの夜空がいきなり紅あかい光で染めあげられた。

　ふたりの少女はハッとして、その方角の空にそろって目を向ける。

「え……何なの、あれは!?」

「ここから近いようです。あの上位種が何かしたのかもしれません！」

　向こうに見えるのはビルの谷間。

　さらに、それらよりも抜きん出て高くそびえ立つ漆しつ黒こくの尖せん塔とう――モノリス。

　竜りゆう族ぞくが『租そ借しやく地ち』に打ち立てる超高層建造物。その威い容ようが見てとれる。

　そして、今。

　いきなり誕生した紅ぐ蓮れんの火柱が天を突きあげていた。

　焔ほのおの柱は若干ななめに傾いていて、アーシャと織姫のいる位置からだとモノリスと同じほど巨大に見える。

　その妖あやしい明るさに呆ぼう然ぜんとする、ふたりの少女。

　どちらも祈るような表情を浮かべていた。

　確たる理由もなく、屹きつ立りつする焔の柱が彼女たちの探すべき少年と関係するように思えたからだった。

　もしかしたら、あの焔のあるところに彼がいるのではないかと――。

　そして、その根こん拠きよのない憶測は、実のところ完かん璧ぺきに的中していたのである。
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　高さ一〇〇〇メートルを越す純黒の三角柱、モノリス。

　租そ借しやく地ちとして借り受けた場所に竜りゆう族ぞくが必ず造る、巨大建造物だった。

　その建造にはドラゴン上位種の高等魔術が用いられるという。見晴らしのよい場所なら、東京新しん都とからもモノリスの偉容をたやすく視認できる。

　だが、夜はちがう。

　ライトアップされるわけでもない、純黒の柱なのだ。

　さすがに夜間は新都区民の視界から消えてくれる。だというのに、昨夜は妖あやしく燃える焔ほのおの柱が黒きランドマークの偉容を照らしあげた……。

「あの火……やっぱりドラゴンたちが関係してたんだ」

　携帯端末に届いたメールを読んで、白しら坂さか羽は純ずみはため息をついた。

　昨夜の二三時頃ごろ、旧東京方面の空に『焔の柱』が出現し、月と星々だけが光源であるべき闇やみ夜よを紅ぐ蓮れん色に染めあげた。

　多くの都民と同じく、羽純もその光景を自宅の窓から目撃している。

　結局、『焔の柱』は一〇分ほど燃焼すると、出現時と同じ唐突さで消滅していった。

　まるでリヴァイアサン、羽純が呼び出す超常の『蛇へび』のように――。

「あ、返事しなくちゃ。……『わかりました。すぐそちらに向かいます』、と」

　胡こ月げつ学園の制服を着て携帯端末をいじる羽純は、どこから見ても通学中の女子中学生だった。実際、今いる場所は学園最寄りの両国駅ホームである。

　しかし駅を出ず、ホームにすべりこんできた電車にふたたび乗り込む。

　めざすは『館やかた』のある新しん木き場ばだった。

　東京新都や近郊諸都市にドラゴン族が飛来したとき、警察・自衛隊・環太平洋防衛機構よりも、彼女の方が“〝効果的ないし経済的”〟と判断された場合、『蛇』を呼ぶ。

　それが白坂羽純の役割であり、責任だった。

　望めば、学園や『館』に高級送迎車で送り迎えという待遇も得られるだろう。

　いや、まわりの大人たちはむしろそうしたがっている。新都の知られざる重要人物である彼女を保護し、便宜をはかるために。

　だが、羽純は電車で移動する方が好きだった。

　自分でできることなのに、人に迷惑をかけるのは気が引けてしまうのだ。

　しばらく電車に揺られたあと、新しん都と環状線の新しん木き場ば駅で下車する。

　ここからは徒歩。一〇分後、『館やかた』に到着した羽は純ずみは受付のおじさんに会え釈しやくして入館し、ロビーまでやってきた。

「おはようございます、友ゆ加か里りさん」

「おはよう、羽純さん。さっそくだけど、変なことになってるみたいなの」

　ロビーのソファに腰かけていた知人女性が言った。

　柊ひいらぎ友加里。研究機関《S.A.U.R.U.サウル》に所属する『術務顧問』である。

　これは担当地域内で活動する全すべての魔マ女ギを統括する役職だった。民間団体や公的機関からの要請に応じて魔女に“〝出動”〟を依頼し、魔女への支援や保護、さらに育成などもコーディネートする。

　もちろん重職である。しかし友加里は若かった。

　白いブラウスにカーディガン、ロングスカートという格好なのだが、これが高校の制服姿でもあまり違和感はないだろう。

「メールに書いたとおり、昨夜の『盟めい約やくの儀』……上位種のドラゴンに襲撃されて中止になってしまったの。幸い、護衛役の活躍もあって魔女候補者は大丈夫だったそうよ」

「はい。昨日の夜、織おり姫ひめ姉さまも無事を報しらせてくれました」

「そういえば、あなたたちって従姉妹いとこ同士だったものね」

　どこか雅みやびな鷹おう揚ようさでうなずいてから、友加里は微笑ほほえんだ。

　長い黒髪と紅あかいフレームのメガネがいかにも知的美人という印象を強めている。ただ、メガネの奥の瞳ひとみはすこし気だるげで、そこが印象的だった。

「問題はその上位種と、織姫さんのために用意した副ふく葬そう品ひんが行方ゆくえ知れずということ。儀式の進行役だった男の子といっしょにね。……抜け目がないくせに変なところで貧びん乏ぼうくじをひく子だから、ちょっと心配だわ」

「お知り合いなんですか、友加里さんの!?」

　意外な情報に羽純は目を丸くした。

「あ、あの。よかったら、わたし、廃はい墟きよの方に捜しにいきましょうか……？　水み無な月づきに頼めば人捜しの魔法を使ってもらえるかもしれませんし――」

　羽純は第二階かい梯ていの魔女である。

　まだ『蛇へび』を手足のように使いこなす域にはいたってない。

　だが、未熟な魔女でもパートナーの声に耳をかたむけ、真しん摯しに祈りを届ければ、リヴァイアサンはすくなからぬ『力』を示してくれるのだ。

「ありがとう。でも大丈夫、一応生きてるみたいだから。いっしょに進行役をしていた子宛あてに『どうにか無事。先に撤収して結構』ってメールがあったそうよ」

「そ、それだけなんですか？」

「偏へん屈くつで変わり者なの。社会性もちょっとあやしいし。でも、あの歳としにしては腕うで利ききだし、あちこち旅慣れていて、面おも白しろい男の子よ」

「……はあ」

　さんざんな人物評への返事に困り、あいまいにうなずく。

　だが、ほのかに好奇心も刺激された。羽は純ずみは体が弱く、東京に常駐する必要もあるため、遠出とは何年も縁がない。

　そのせいで、『旅』というフレーズに多大な魅力を感じてしまうのだ。

「……もしご縁があったら、ちょっとお話をうかがってみたいですね」

「偏屈で変わり者をスルーするあたり、さすが羽純さんだわ」

　すこし間を置いて淡く微笑ほほえんだら、なぜか友ゆ加か里りに感心された。

「そうね。あの変わり者の対人バリアーをその天使っぷりで叩たたきこわしてもらうのも、いろいろ面白いかも」

「へ、変なことを言わないでください。わたし、そんなのじゃありませんからっ」

「大丈夫、十分そんなことあるから。性格を抜きにしても、あなたなら見た目だけでも余裕で天使検定の一級に合格できるだろうし」

　友加里に目を細めて見つめられ、羽純は恥ずかしくなった。

　従姉妹いとこの織おり姫ひめに似ていると、たまに言われることがある。だから、顔はまあまあ悪くないようにも思える。だが、だとしても分不相応な誉ほめ言葉だろう……。

　身をすくませていると、友加里が話題を変えた。

「羽純さんには当分、ここで待機していて欲しいの。旧東京に現れた上位種がどこに消えたのか、確認が取れるまで。万一、また出てくるようなことがあれば――」

　言われずともわかる。現場へ急行し、『蛇へび』と共に戦って欲しい、だ。

　羽純にドラゴン上位種と交戦した経験はない。

　だが、今のところ彼女以外にそれができる人間は、関東地方にはいないのだ。

「が、がんばります」

　責任感を刺激されて、羽純は言った。

　力強くという表現とは対極の弱気さが申し訳なくもあったが。

「羽純さん以外にあとひとり、特級認定マスタークラスの魔マ女ギがちょうど新しん都とに滞在中だから、私は彼女を口く説どきにいってくるわね」

「は、はい。お願いしますっ」

　きびきびと言ってから、友加里はロビーから出ていく。

　その後ろ姿に羽純はぺこりと頭を下げた。魔女の資質を持つとはいえ、決して争いごとが好きではなく、『魔法』なる知識体系も今ひとつピンとこない。

　そんな羽純である。格上の魔女仲間が支援してくれるなら、何よりの朗報だった。

　友ゆ加か里りが去ったあと、羽は純ずみは専用の個室にカバンを置きにいった。

　それから中庭へ向かう。『館やかた』の女主人というべき立場では、公言しづらい事実がある。羽純にとって、ここは決して居心地のよい場所ではないのだ。

　しかし、中庭はべつだった。

　きれいに刈られた芝生。よく手入れされた花壇。何より陽ひ当あたりがいい。

　館内は照明が暗く、澱よどんだ空気がこもっているようにも感じる。

　以前、友加里にだけこっそり打ち明けたら、「やっぱり羽純さんは天使なのね」と困ったように微笑ほほえまれてしまったが――。

　羽純は中庭に出て、いつもすわるベンチに腰かけた。

　おだやかに吹く春風の心地よさを楽しみつつ、新学期がはじまって間もない学校のことを思い出す。

　魔マ女ギの務めがあるから、どうしても欠席がちになってしまう。

　出席日数その他は、事情を知る学園側がいいように“〝調整”〟してくれる。

　しかし、陰で特別待遇されるより、ふつうに通学して、ふつうに学校にいられる方が羽純にとってはありがたい話なのだが――

「どうしたの、水み無な月づき？」

　リヴァイアサンは非召喚時でも魔女を守ってくれる。

　悪あしき魔力を斥しりぞけるための『加護』がいきなり展開されたので、相方の『蛇へび』に問いかけてみた。直後、羽純は風に交じる魔術の気配を感じ取った。

　これはおそらく《死》をもたらす強制力。羽純はびくっと身を震わせた。

「驚かせたようだな、“〝まがいもの”〟の盟めい約やく者しやよ」

　重厚で禍まが々まがしい声が中庭にひびく。

　いつのまにかフード付きの黒い長衣をまとう人物が来ていた。

「不作法を容赦して欲しいものだ。もちろん、空より華々しく舞い降り、この地を猛火で灼やき浄きよめるべきだとは承知している。それこそが竜りゆうの種族の流儀であろうと。だが、私は今、なんとしても力をたくわえ、次の冒険にそなえねばならぬのだよ」

　ファンタジー物のイラストで『魔法使い』がまとうような長衣。

　袖そでは長く、裾すそも足もとにまで届く。とても現代日本の衣装とは思えない。事実、これを身につけているのは日本人どころか人間ですらなかった。

　フードの奥にあるのは、人ではなく恐竜じみた爬は虫ちゆう類るいの凶きよ相うそう。

　長い袖口からのぞく手もとは鱗うろこにおおわれ、鋭い爪を持つ五本指の竜りゆう掌しよう。

「きゃああああっ!?」

　それは人間ではなく、魔術で『人型』に変身したドラゴン上位種だった。

　思わず悲鳴をあげた羽純に、半人半竜というべき怪物は言う。

「我が名はラーク・アル・ソス。王への道を探求する放浪者である」

　竜りゆうの口が大きく開く。

　なかにびっしりとならぶ鋭い歯を見てとれた。

「君の“〝まがいもの”〟を強奪させて欲しい。偽りの王を斬きり裂き、玉座より引きずりおろすため、私にも屠と竜りゆうの力が――竜りゆう弑ごろしの武具が必要なのだよ！」



　　　　２



「もう朝か……」

　どこかでチュンチュンとスズメが啼ないている。朝の陽ひ差ざしもまぶしい。

　さわやかな気分で目覚めたハルは、くるまっていた毛布を払いのけた。

　敷き布団代わりにならべた座ざ布ぶ団とん×五のおかげで、あまり体も痛くない。ちなみに、寝屋としていたのは名も知らぬ雑居ビルの玄関前である。もう動作しない自動ドアがすぐ目の前にあった。

　大きくあくびをしてから、立ちあがる。

　隅田川の岸辺、かつて東日本橋と呼ばれた界かい隈わいで夜を明かした直後なのだ。

　仮のねぐらの近くには、マウンテンバイクが停車している。

　昨夜、ソスが消えたあと、あの辺のビルを“〝探索”〟してまわった。結果、かつて自転車通勤に使われていたであろう軽車両を発見できたのである。

　幸いハルは手先が器用で、鍵かぎの問題も手持ちの道具で“〝解決”〟可能であった。

　軽自動車なきあとの『足』を確保できたハルは、隅田川のほとりに着いたところで夜営することにした。

　深夜だったし、疲つかれていたし、とにかく眠かったのである。

　自転車と同じ方法で寝具も調達し、こうして無事に朝を迎え――

「やっぱり、昨日のあれは夢じゃないよな……」

　ひとりごちる。『運命の夜』の記憶は生々しすぎるほどだった。

　ハルは右手を開いてみた。昨日、刺青いれずみのように刻みこまれた《弓の秘ひ文も字じ》は、いつのまにか掌からきれいに消失していた。眉まゆをひそめる。

　ふと思いついて、ナイフを取り出した。左手の甲をつついてみる。

　痛かった。血の滴しずくがにじみ出てきた。

「ソスにやられたときは無傷だったのに……。ルルク・ソウンの魔術記号ルーンも消えているし、どういうことなんだ？」

「バカめ。それはおまえが“〝その気”〟でないからだ」

　ひとりごとに返事がかえってきた。幻聴ではなく肉声である。

　振りかえると、例の少女が立っていた。緋ひ色いろの和服をまとった、どう見ても一一、二歳のくせにやたらとえらそうな女の子――。

　自称悪魔。素す性じようも定かでないドラゴンの亡霊である。

「あんたはパッと消えたり出てきたりできて、便利だよな」

「そうでもないぞ。実在化できる時間はたいして長くもないからな」

　ふたたび姿を見せた少女に、ハルはしんみりとぼやいた。

「あんたのあやしい誘いに乗ったのはこっちだから、文句は言わないけどさ……。あのバカげた頑がん丈じようさ、無む茶ちや苦く茶ちやじゃないか。ゾウに踏まれても壊れない感じだったぞ」

「もちろん壊れるわけがない。“〝その気”〟になったおまえを葬ほうむるなら、それこそ竜りゆうどもが全力で吐はく焔ほのお以上の芸は欲しいところだ」

「あれ、そこまで人間離れしてるのか……」

　しれっと少女に言われて、ハルは遠い目になった。

「ところで、その気って具体的には？　『死にたくない！』とか？」

「そんなところだ。しかし小僧。その程度はおまえが手にした力の余よ録ろくにすぎぬ。あの竜めを退けた『弓』の威力、忘れてはいまい？」

　ハルは憮ぶ然ぜんとしてうなずいた。もちろん忘れるわけがない。

「あれこそが屠と竜りゆうの弓。竜を殺あやめる天上の武具だ。よろこべ。ルルク・ソウンの秘ひ文も字じのなかでも最高位の刻印を得て、おまえは神の鉄てつ槌ついを手にしたも同然なのだぞ」

　にやーっと少女が微笑ほほえんだ。なんとも悪魔的な笑顔であった。

　しかし、ハルはあえて聞きながすことにした。

　これはどう考えても悪魔流の甘かん言げんというやつだろう。それも過剰に糖分とリップサービスを追加した。こちらを眩げん惑わくするつもりかもしれない。

　上位種を撃退できたのは、たしかに秘文字とやらのおかげだった。

　だが、降ってわいたように転がりこんできた道具である。得たときと同じ唐突さで失うことは十二分にありうる。そんなものをありがたがるほど、春はる賀が晴はる臣おみは楽観的でもノリのよい性格でもないのだ。それに何より。

「昨日はたしかに“〝撃てた”〟けどさ。あのとき『弓』の材料に使った、あんたの体……あれ、もうないだろ。バラバラに崩れて、しかも燃え尽きてる」

　屠竜の弓を造り出すことが《弓の秘文字》の能力だとすれば――。

　その材料となるのは、『竜の肉体』なのではないか？　一度使っただけだから断言はできない。だが、漠然とそう感じるハルだった。

　もしかしたら、秘文字の主はその用法を無意識に悟れるのかもしれない。

「ふふ。それなりに目め端はしが利きくのは、おまえの取り柄と言えるかもしれん。だが、浅いな。思し慮りよが浅すぎるぞ、それでは」

　少女はにやにやしながら、ハルの意見に難なん癖くせをつけた。

「どうだ？　おまえが土下座でもしてみせれば、妾わらわも仏心を起こし、手取り足取り指南してやる気になるやもしれんぞ？」

「べつにいいよ。指南役としてのあんたはあまり信用できないから」

　ハルは注意深く危険の芽を避けた。神にさわらなければ、祟たたりもないのだ。

　この秘ひ文も字じとやらにのめりこんでいくと、かなりの確率で『ろくでもない未来』に足をつっこみそうな気がする。

　魔術にもそこそこくわしいトレジャーハンターの勘だった。

「昨日だって、あんたの仕組んだ儀式で焼死体になるところだったし」

「何を言う。妾は最初に断ったはずだ。おまえは今、悪魔に逢あっているのだと」

　ハルが指摘すると、少女はしれっと即答した。

「悪魔との取引に落とし穴があるのは、むしろ必然だろう」

「なら、自称悪魔に質問だ。あんたが同族のドラゴンたちじゃなくて、僕なんかにたいそうなお宝をくれた理由は？」

「博愛に善意という、気高くも美しい心ゆえだな」

「ありがとう。あんたの言葉は信用できないって証明が取れたよ」

　ハルは荷物をまとめはじめた。

　とにかく生きのびたのだ。とっとと新しん都とに帰るべきだろう。腹も減ったし、シャワーも浴びたい。家でもう一回寝直すのもいい。

　マウンテンバイクを手で押しながら歩き出す。

　すると、当然のような顔で少女も隣にならび、ついてきた。

「ストーカーは立ち入り禁止がうちのルールなんだけどなァ」

「おまえには一度、命の恩人に対する礼の示し方を教えねばなるまいな」

「下心こみで人助けした地球外生命体だろ？　しかも、僕の方もなんだかんだで結構なリスクを背負いこんだし。それで『恩人』アピールするのは説得力が弱いと思う。まあ、ついてくるなら、それでもいいけど」

　ドラゴンの亡霊にして自称悪魔。追い払うのも無理に思える。

　だったら、存在を受けいれる方がベターであった。

「人前では姿、消しといてくれよ。背後霊の存在と僕に取とり憑ついてる理由を誰だれ彼かれかまわず説明できるほど、おしゃべりは得意じゃないんだ」

「それについては、おまえの望みどおりになるだろうよ」

「というと？」

「地上の事象に干渉するための力は、たいして残っていないのだ。妾はすでに死せる身であり、しかも、昨夜の戦いで骸むくろまで失ったからな。そう気軽に実在化もできん」

　たいしてない。つまり『すこしはある』ということか。

　発言の裏を読んで、ハルはひそかにうなずいた。

「そうだ。今さらだけど、あんたの名前は？　何て呼べばいい？」

「ならば……火ひ之の迦か具ぐ土づちと呼ぶがいい」

　初歩的すぎる質問に、人外の少女は重々しく答えてくれた。

　日本神話における火神の名だ。神代の昔、火之迦具土を生んだ母イザナミは我が子の火に灼やかれて死んだ。怒った父イザナギは母殺しの子を神刀で斬きり殺してしまう。

　このとき、火之迦具土の血と屍しかばねから多くの神々が誕生した――。

「偽名にしたって、意味ありげな名前を選ぶもんだ」

　たしか、ソスは彼女の正体を『女王』と呼んでいたが……。

　ともあれ、自称・火之迦具土と共に新しん都とへのゲートをめざす。

　これから人生が転げる石のように変わっていくなどと、このときは想像すらしていないハルだった。



　黎れい明めい期きのファンタジーＲＰＧでは、人の家へ勝手に上がりこんでタンスをあさり、なかのアイテムを頂ちよう戴だいする窃盗行為が奨励されていたという。

　同じ作法でハルが調達したマウンテンバイク。

　一〇年以上も放置されていただけあって、明らかに整備不良だった。

　しかし、昨夜のうちに油を差す・傷んだ部分をゴムテープで補強するなど即席のメンテナンスはすませてあった。

　おかげで、そこそこ快調に『しゃーっ』と走ってくれる。

　尚なお、走り出すと火之迦具土は勝手に姿を消した。

　ハルは両国橋のゲート近くで自転車を乗り捨てた。通行許可書を提示し、ひとりでゲートを通過。

　新都環状線に乗って、墨田区の業なり平ひら橋駅へ電車移動。

　ようやく自宅の最寄り駅に帰ってきた。徒歩で家路をたどる。

（ところで小僧。おまえには連れがいたはずだが）

　帰りの道中、耳元で火之迦具土のささやき声に訊きかれた。

　非在化状態――実体を消している間も、便利な真ま似ねができるらしい。

（そやつらのことはいいのか？）

（昨日、寝る前にメールで無事を報しらせといたし、あとまわしにするよ。僕は今、とにかく家に帰ってゴロゴロしたいんだ）

　つぶやき声で返事する。

　夜明かしした隅田川沿いは旧東京エリアの端。あのあたりなら、新都側のアンテナが飛ばす電波を拾って、携帯端末も利用可能なのだ。

　ハルの安あん否ぴを問うアーシャからのメールが三通届いていた。

　アーシャの携帯端末からの電話を不在着信したメモリーも一〇件ほど。

　それに短く返信してから、眠りについたのである。アーシャと織おり姫ひめもつつがなく新しん都とに帰還したと知って、安心しながら。

　衛星携帯で『弥み勒ろく堂どう』の見けん城じように連絡を取り、迎えに来てもらったのだろう。

　そして今、ハル自身もついに自宅への帰還がかなった――のだが。

　幽霊屋敷じみた屋敷の重厚なドアの前で、ふたりの少女が仁王立ちしていた。

　アーシャと織姫だ。ふたりはハルの姿を頭からつま先まで、じろじろとチェックするように眺め、怒気の交ざった鋭い視線を向けてくる。

（まるで僕のいたらない部分を罵ののしって、怒りをぶつけるつもりに見えるな）

（『まるで』は余計だ、バカめ。竜りゆうの顎あぎとを逃れられたというのにろくな便りもよこさぬ愚か者へ、人として然しかるべき義憤をぶつけるつもりなのだろうよ）

　思わず口のなかでつぶやいたら、あきれたように返事された。

　人間ならざる霊的存在に『人として』などと言われて、ハルは憤ふん慨がいしかけたが。

　アーシャと織姫の真剣な怒り顔をあらためて見て、首をすくめた。

　これはもしかして、仮名・火ひ之の迦か具ぐ土づちの言い分が正しいのだろうかと……。
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「そろそろ練習も十分かしら？　春はる賀がくん、反省文をもう一回読んでみて」

「ええと、『みなさんにご心配をおかけして申し訳ございませんでした。以後、このような不手際がないよう細心の注意を払い、常に報告・連絡・相談を忘れることなく、グループの一員であるという自覚を持って、行動いたします』……」

「全然ダメじゃない。誠意と熱意がどちらも欠けているわ」

「自分の立場をよくわかってない証拠ですね。あ、晴はる臣おみ。勝手に足を崩さないでください。まだ三〇分しか正座してないのに、だらしないです」

　せっかく帰ってきた我が家だが、ハルはまだ入ることを許されていなかった。

　家の外――玄関口の前で正座させられ、織姫とアーシャの双方からお小言を頂ちよう戴だいし、反省文の作成や読みあげを強要されている。

　彼女たちいわく、

『無事なら無事と、どうして迅速かつ詳細に連絡をよこさない!?』

　であった。

　昨晩、ハルは短い生存報告のメールを送信後、携帯端末の電源を切って就寝した。いろいろありすぎて、誰だれかと話す気分ではなかったのだ。

　この不手際も、女子たちの怒りを大いに刺激したらしい。

　ハルはひたすら頭を低くして、お小言×二を拝聴しつづけた。ほかに対応策がなかったのだ。ともあれ、ひとしきり反省をうながされつづける。

　やがて、神妙にしていたハルを見ながら、織おり姫ひめが深くため息を吐はき出した。

「とにかく、春はる賀がくんが無事でよかったわ。それとお礼を言わなくちゃね」

「えっ？」

「昨日はありがとう。わたしがここで元気でいられるのは、半分アーシャさんのおかげ。もう半分は春賀くんのおかげよ」

　小言から一転、不意打ちを仕掛けられ、ハルは言葉に詰まった。こうまでストレートに礼を言われると――困る。

　上う手まい返事も思いつかないので、頭をかいて聞きながすしかない。

「ここだけの話、春賀くんが無事だと知ったとき、ちょっとだけ泣いちゃった。わたし、本当に心配したんだから、こういうのはもう勘弁してね？」

　織姫の快かい活かつな物言いに、ハルはどきりとした。

　鞭むちとアメをみごとに使い分けられた気分である。すると、アーシャまであわてた様子で言い出した。



    

  
    
      



    

  
    
      

「こ、ここだけの話ですよ？　実は私も晴はる臣おみの無事を知って、枕まくらがずぶ濡ぬれになるくらいベッドで泣いてしまいました！」

「君にかぎって、そんなことはないんじゃないか、アーシャ？」

「私にはどうして冷静にコメントを返すんですか!?」

「長いつきあいだし、こんなことで今さら泣くとも思えないしなあ……」

　幼おさななじみのすばらしい剛胆さを知るからこその返答に、なぜかアーシャは不服そうにし、織おり姫ひめはくすくすと笑い出す。

　これで空気は和やわらぎ、ハルも家に入ることを許された。

　玄関のドアを開けて幽霊屋敷じみた洋館に入ると、まず織姫が眉まゆをひそめた。

「だいぶ散らかってるのね、春はる賀がくんの家って」

「そうかな？　僕は結構、居心地よく暮らしているぜ」

「晴臣は整せい理り整せい頓とんと縁がない人ですからね……」

「言っとくけど、僕がそうならアーシャだって似たようなもんだぞ」

　すでに玄関ホールの時点で、いくつものダンボール箱が積み重なっている。

　三年ぶりに帰国するにあたってハルが送った荷物。いまだにかたづけてない亡き父の所有物やら蒐しゆう集しゆう品ひんやら。父より前の春賀家住人がためこんでいた持ち物等々。

　それらが未整理のまま、家のあちこちに積んであるのだ。

　居間へ向かうハルに、織姫とアーシャもついてきた。

「ところで晴臣。あのソスという上位種から、どうやって逃げのびたのですか？」

「わたしも訊ききたい。ふつうなら生きのこる方法はないって、みんな言ってたのよ？」

　いきなり核心を突かれるおまけ付きで。

　散乱するダンボール箱のせいで倉庫にも見える居間に足を踏み入れながら、ハルはすらすらと答えた。前もって言いわけを考えておいたのだ。

「あのあと、僕たちのところにもう一匹ドラゴンが出てきたんだ。あいつらは仲たがいしたあげく同士討ちをはじめてさ。ソスは傷ついて逃げていったよ。もう一匹は――死んだ。でかい火柱が立ったのは、この戦いのときだな」

　全すべての事実を語らずに、そのアウトラインでごまかす手口。

　他人にあれこれ話す前に火ひ之の迦か具ぐ土づちから情報を引き出し、自分で調べてみたかった。それに――正直に語っても、信じてもらえるかどうか。

　ひとまず無用の手間を避けたハルの言い分に、アーシャがびっくりした。

「そんなことがあったんですか!?」

「さすがにこんなラッキーでもないと、あそこで生きのこるのは無理だよ」

　あえて力説せず、脱力気味に語る。

　これに説得力を感じたのか、幼なじみは「たしかにそうですね……」とつぶやいた。

「でも、ソスが手負いというのはうれしい情報です。べつの土地に去って、傷が癒いえるのを待つ可能性も高いでしょうし」

　ハルはどきりとした。『私は必ず舞いもどり、君を八つ裂きにする！』。

　ソスの不吉な宣言を思い出したからだ。

「実は、さっき柊ひいらぎさんに電話で頼まれたんです。昨日の上位種が東京近郊に出現したときにそなえて、『館やかた』で待機してもらえないかって」

「羽は純ずみといっしょに、という話よね」

　うなずく織おり姫ひめもいっしょに、ひとまず三人はソファに腰かけた。

　埃ほこりっぽくて散らかり放題、カーテンも閉めっぱなしだから陽ひ当あたりも悪い。快適さとは程遠いリビングでも、ソファくらいは置いてあるのだ。

　初めて聞く名前を織姫が口にしたので、ハルは「羽純？」と首をかしげた。

「わたしの従姉妹いとこで、新しん都と――というより関東地方では唯一の魔マ女ギよ。この間、わたしたちを助けてくれた水み無な月づきのパートナー」

「一族から魔女がふたりも出るなんて、君の家系はそういう才能に恵まれてるんだな」

「それはわからないけど、羽純は一二歳のときから二年もやっているわ。ただ、やさしくて体も弱い子だから、『戦い』とかになじめないみたいで……」

「もしかして、その人は君に似てる？　性格がって意味だけど」

　ハルの見立てでは、十じゆう條じよう地じ織姫は魔女向きの気質ではない。

　従姉妹も同じ口ではないか。この推測に、しかし、織姫はかぶりを振った。

「全然似てないわ。だって、あの子は天使だもの」

「……は？」

　織姫があやしいことを口走ったので、ハルは訊ききかえした。

「だから天使。天使のように性格がいい女の子なの。おとなしくて裏表がなくて、やさしくて、ひかえめだけど笑うと表情がきらきらして、よく気がつく子で」

「へえ」

「どんな偏へん屈くつ頑固おじいさんも、あの子を最愛の孫みたいに可愛かわいがるんだから」

「十條地。君が言ってることは物理的にありえない。僕らの汚れた人間世界に『天使』なんて幻想生物はいやしないんだから」

　ハルはきっぱりと、世よ迷まい言ごとに異を唱となえた。

「その子だって、きっと心の底にどす黒い負の感情がマグマのように煮えたぎっていて、爆発の時を待っているはずだ。悪いことは言わないからさ。妄想の色メガネ越しの思い入れを勝手に投影して、思春期の女の子を苦しめるのはよくないと思うなー」

「そういう決めつけは、あの子と直じかに会ってからしてみて」

　織姫は自信ありげにハルの主張を一いつ蹴しゆうし、携帯端末を取り出した。

「ほら、羽は純ずみの写真。かわいいでしょう？」

「び、美少女ですね……」

　差し出された端末を見て、アーシャがつぶやいた。

　液晶のなかで、繊細で端整な顔立ちの少女がはにかむように笑っていた。さらさらの髪の毛は肩にとどく程度の長さだった。

　胡こ月げつ学園の制服姿である。たしかにかわいい。

　しかも、それだけではなかった。表情に透明感がある。目力があって印象深い。

　彼女の目に思わず惹ひきつけられてしまう。ハルも大きくうなずいた。

「この画像を補正したフォトレタッチソフトとデザイナー、今度教えてくれる？」

「わたしが携帯で撮った無加工の写真よ。春はる賀がくんもガード堅いわね……。とにかく、気のやさしい子だから、あまり危ないことをさせたくないの」

　織おり姫ひめはここで、心配そうな憂い顔になった。

「わたしにも魔ま女じよの素質があるって聞いたときは、あの子の負担を減らしてあげられると思ったんだけど――結局、儀式は失敗しちゃったし」

「「う……」」

　ハルとアーシャは異口同音でうめき声を洩もらした。今回はドラゴン上位種が出現という特殊ケース。失敗したのも仕方がなかったといえる。

　だが、それでもプライドと経歴に小さな傷がついたのはたしかだった。

「そうだ十じゆう條じよう地じ。これを返しておくよ」

　無事だった白はく銅どう鏡きようを渡すと、織姫はハンカチでつつんでバッグにしまった。

「ありがとう、春賀くん。ところで、これを使って盟めい約やくの儀式――わたしの『蛇へび』をもう一度造ることは可能なの？」

「一応は……。ただ、すこし時間がかかると思います」

　まじめな表情になって織姫が問うと、アーシャも同じまじめさで答えた。

「織姫さんのために生まれるはずだったリヴァイアサンの『影』は、儀式が破られたせいで実体を得られませんでした。霊体のまま現世をさまよう『影』を見つけて、呼びよせるのはすこし面倒な儀式になります。じっくり時間をかけないと……」

「あとはまた何か月か待ってもらって、新しい『蛇』を生み出す形にするかだな……」

　幼おさななじみと共に、ハルも暗い口調になってしまった。

　リヴァイアサン錬れん成せい儀式には、『不死者なる蛇の母グランドマザー・インモータル』――イスタンブールの地下に眠る謎なぞめいた魔術装置が必ひつ須す。

　しかし、一、二か月に一度しか使えないうえに順番待ちがあるのだ。

「……わかった。気長に待つことにする」

　織姫は落胆したのか、ため息をついた。だが、すぐに顔を上げる。

「じゃあ、そっちは保留でいいようだから、今日の予定を決めちゃいましょう。わたし、この家をこれから徹底的に掃除したいわ。春はる賀がくん、いい？」

「なんで十じゆう條じよう地じが僕の家を掃除すんのさ？」

「わたし、自分で言うのもなんだけど、きれい好きだし掃除も好きな方なの。……ここまでかたづけ甲が斐いのある家、見すごすのはもったいないし」

　雑然＆混こん沌とんの巷ちまたである春賀家の居間を、織おり姫ひめは感かん慨がい深げに見まわした。

「ちょうど時間もあるから、わたしの清掃欲を満足させて欲しいの。いいでしょう？」

「すぐに儀式できないって話が、どうして掃除と結びつくんだい？」

　これでも、ハルには居心地悪くない我が家である。

　モデルルームのような部屋で暮らす願望を持たない十代男子としては、今のままでいいと思うのだが――織姫はあっさりと言った。

「あ、儀式は関係ないの。単に今日、わたしが暇ひまを持てあましてるって話。春賀くん、ちょっと時計を見てくれる？」

「午前一〇時二八分だね」

　携帯端末をハルがチェックすると、織姫はわざとらしい笑顔でうなずく。

　ここで気づいた。アーシャは丈の短いワンピースに黒のレギンス、上着になぜかカーキ色の軍用パーカーという、アンバランスな私服姿である。

　だが、織姫は学園の制服を着ていた。すでに授業が開始している時刻なのに……。

「ええと」

「今朝、学校へ行く前に春賀くんの様子を見ようと、アーシャさんと待ち合わせたの。でも春賀くんはまだ帰ってなくて、携帯の電源も切ったままだったし。仕方ないからズル休みして、無事をたしかめることにしたのね」

「…………」

「そういう事情で、今日は丸一日フリーなの。今さら学校に行くのもなんだし、ここで時間をつぶさせて。おねがい」

　新学期がはじまって以来、織姫はたしか無遅刻無欠席の皆かい勤きん賞だ。

　何事もなければ、あたりまえのように年度末まで継続しただろう。だが、品行方正なお姫さまに春賀晴はる臣おみの問題がズル行為を決意させたわけで……。

　織姫は責めるようなことを何も言わない。

　しかし、喉のどにひっかかった魚の小骨めいた感触なのもたしかで――。

「……まあ、まかせるよ」

「本当？　よかったわ。やっぱり、こういうたまり場にできそうな場所はきれいにしておきたいしね。そのうちいろいろ持ってきてもいい？　お茶とか、お菓子とか」

「って、たまり場!?」

「ええ。春はる賀がくん、アーシャさん、それにわたし。このメンバーが集まる場所として、ここを有効活用すべきじゃない？　他人に気を遣う必要がないのもいいし。そうそう、さっき言った羽は純ずみも近いうちに連れてくるわね」

　軽妙なテンポで織おり姫ひめがプランを語っていく。

　東京撤退を目もく論ろむハルとしては、遠えん慮りよしたい未来図だ。しかし。

「そうですね……。晴はる臣おみはもっと、わたしたちに協力的になっていいと思いますし、いいんじゃないでしょうか」

　アーシャが勝手にうなずいていた。アクセントが“〝たち”〟よりも“〝わたし”〟にあると感じたのは、ハルの勘ちがいではないはずだ。

「じゃあ、掃除道具があるところを教えて。足りないものがあったら――この家の感じだと絶対にありそうだけど、買ってこなくちゃ」

「織姫さん、買い出しくらい晴臣にまかせていいんですよ？」

「ううん。やっぱり疲つかれてるだろうし、春賀くんは休ませてあげないと。アーシャさんもよかったら、羽純のところに行ってあげて」

　織姫とアーシャが家の主あるじをスルーして、和わ気きあいあいとやっている。一晩でかなり仲よくなったようだ。修しゆ羅ら場ばを共にした恩おん恵けいだろうか。

　我が家だというのに、蚊か帳やの外そとにいる感覚を味わうハルだった。
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「織姫さんは晴臣のあつかい方、結構わかっているようですね」

　ハルと共に書斎兼寝室へ入るなり、アーシャは言った。

　織姫は近くのスーパーまで買い出しにいった。休めと言われたものの、ハルは一応「手伝おうか？」と申し出たのだが。

『大丈夫。この家の惨状を見るかぎり、春賀くんは清掃助手としては役立たずに近い人だろうなって思うし。ひとりの方がたぶん楽だから、遠慮なく休んでて』

　これでハルの自室待機は決定された。

　とはいえ、この発言も織姫流の気配りかもしれないと思えるのが――。やけにまぶしい光を見せつけられた気分になり、ハルはやや不機嫌に答える。

「僕のあつかい方って、何だよ？」

「お節介すぎても無関心すぎてもいけないから、晴臣の相手はめんどくさいんです」

　ふふっと微笑ほほえんで、アーシャはうすい胸をはった。

　そんな人間といちばん長いつきあいなのを、まるで自慢するかのように。

「僕はべつに面倒な相手じゃないよ。基本的に放ほうっておかれるのがいちばん好きだし。……まあ、でも。この家を掃除したがるなんて、十じゆう條じよう地じは変わってるな」

　ハルはしみじみとつぶやいた。

「ああいう女子力の高そうな知り合いができるとは、我ながらちょっと驚きだ」

「……晴はる臣おみ？　今、なんて言いました？」

　思いつくまま述懐したら、なぜかアーシャに愕がく然ぜんとされた。

「女子力の高い？」

「それですっ。目の前にいちばん深い仲の女子がいるというのに、それは何ですか!?　わわわ、わたしの女子力がまるで低いみたいに……」

「いや。実際、アーシャはそういうの低いだろう？」

　深い仲というのは、そうかもなと思えなくもない。

　しかし、主張の後半はハルにとって認めがたいものであった。

「どこの国に行っても、住む部屋とか全然こだわらないし。散らかり放題でもたいして気にしないしさ。住めば都とか言って」

　懐具合にはだいぶ余裕があるはずのアーシャ。

　しかし、彼女が高級住宅街や高級マンションに住まいをかまえたことは皆かい無むだった。たいていワンルームの集合住宅など、シンプルな物件を選ぶ。

「い、いいじゃないですか。人間、毛布一枚くらいのスペースがあれば起きるのにも寝るのにも困りませんし。掃除を半年しなくたって死ぬわけじゃないですから……。それより女子力の問題ですが」

　幼おさななじみはこほんとせき払いした。

「衣食住の住はともかく、食の方は得意分野です。私の料理の腕、晴臣がいちばんよく知ってますよね？」

「まあね。それは忘れちゃいないよ」

　アーシャの料理はたしかに本格的だった。

　何しろ『生きた鳥をシメて、処理して、肉にする』ところから完かん璧ぺきにこなすほどだ。食材の野鳥ジビエを自ら猟銃で撃ち落としさえするほどに……。

　このため、女子力よりワイルドな生命力の旺おう盛せいさを感じてしまうハルだった。

　妖よう精せいが森や野山など自然界の住人であるならば、幼なじみは容姿にぴったりの自然児ぶりをちょくちょく見せてくれるのだ。

「でしたら、ちょっと待っててください！」

　アーシャはきりっと顔を引きしめて、言った。

「もうすぐお昼の時間です。おいしい手料理をごちそうしてあげますから、私が女子力で織おり姫ひめさんに劣るという認識をあらためてくださいね？」

「結構むずかしそうなチャレンジだな……」

「大丈夫ですっ。私の隠された潜在能力を見せつけてあげます！」

「でも、これから『館やかた』に行くんじゃなかったのか？」

「緊急事態でもないんですから、あとまわしでいいですよ。じゃあ、わたしも材料の買い出しに行ってきますね！」

　と、アーシャは小走りに書斎のドアへ向かう。

　しかし廊下に出かけたところで、彼女はくるりとこちらを振りかえり、

「あ。こ、断っておきますけど、べつに織おり姫ひめさんに対抗心があって、晴はる臣おみに女らしさをアピールしたいんじゃありませんからっ。女としての沽こ券けんにかかわる問題だから、仕方なくやるだけであって――」

「そうなのか？　ん。了解。あやうく誤解するところだったよ」

　わざわざ注釈を入れる幼おさななじみへ、ハルは鷹おう揚ようにうなずいた。

　すると、アーシャはなぜか傷ついた小犬のような目になって、「い、行ってきます」とハルをにらんでから退室していった。

「……アーシャにも一応、女の面子めんつとか気にするところがあるんだなー」

　ハルはつぶやきながら、パソコンデスクの前に腰かけた。

　マウスを動かす。スリープ状態だったＰＣとモニターがすぐに動作をはじめた。

「昨日の晩のこと、親父おやじのライブラリーに何か情報があればいいんだけどな……」

　休めと言われたが、そうもしていられない事情がある。

　父の蔵書や研究ノートを保存したＰＣ、および外部記憶装置に検索をかけて、ハルは調べものをはじめた。

　自分の体を妙な代しろ物ものに変えた、昨夜の出来事。

　その謎なぞの一端でも解とき明かせるヒントがどこかにないかと。

　事の発端は父の形見に隠されていた『石』なのだ。期待感はあった。

　そういえば、最大の情報源である火ひ之の迦か具ぐ土づちはどこにいったのだろう？　しばらく声も姿も見せていない自称悪魔のことを思い出したときだった。

「きゃああああああっ!?」

　悲鳴を聞いて、ハルは「十じゆう條じよう地じ!?」と腰をあげた。

　この家に危険はないはず。しかし、ラーク・アル・ソスの件がある。どうにかしてハルの居場所を突きとめ、襲撃しにきたという線も……。

　最悪の展開を危ぶみながらハルは走った。声がした方――春はる賀が家のリビングへ。

「どうした!?」

　勢いこんで訊たずねる。織姫は呆ぼう然ぜんとした面持ちで立ち尽くしていた。

　制服の上着をぬいでいて、ワイシャツの袖そでを腕まくりした姿だった。手にはハタキ。部屋の隅っこにはバケツや雑ぞう巾きんも準備ずみである。

　特に外傷もないようで、織おり姫ひめはまったくの無事だった。

「あ、大声出してごめんなさい。びっくりさせちゃった？」

「……まあね。ネズミでも見たのか？」

　拍子抜けしつつハルは訊たずねた。古いうえにずっと放置してきた家なのだ。

　それくらい居ても不思議ではない。だが、織姫はかぶりを振り、すこし考えこんでからハルのそばへ寄ってきた。

「ええとね。春はる賀がくん、前に呪のろいとか祟たたりって言ってたでしょう？　それを踏まえたうえで訊きくけど……。この家、もしかして――出る？」

　主語を明言しない問いかけ。何かを警戒する織姫の雰囲気。

　緊張気味のクラスメイトを見て、質問の意図をハルは理解した。同時に、もうひとつありそうな可能性にも思い当たった。

「もしかしてさ。見たのは紅あかい和服を着た女の子だった？」

「――やっぱり！　あれ、幽霊ってことでいいの!?」

　平然と『霊』という単語を口にするあたり、織姫もやはりハルと同世代だった。

　あたりまえのようにドラゴンがいる時代に生まれ育ったのである。怪奇現象の類たぐいと遭そう遇ぐうしても、立ち直りが早いのだ。

「あー……。何なんだろうねえ、あいつは。僕もいまいちわからなくて。二、三回しか会ったことないし……」

　ハルは適当にごまかした。一応ウソではない。

「そうなんだ。わたしにはちょっと変なことを言ってきたんだけど」

「変なこと？」

「ええ。『おまえは蛇へびが欲しいのか？』みたいなことを。ほかにもいろいろ言ってたけど、びっくりして聞きのがしちゃった」

　うっかり姿を見られたのではなく、意図があって織姫に接近したのか。

　火ひ之の迦か具ぐ土づちの思惑をあやしく思い、ハルが眉まゆをひそめたときだった。バタバタと廊下を駆ける足音が聞こえてきた。

「晴はる臣おみ、織姫さん。今、柊ひいらぎさんから連絡がありました！」

　アーシャが息を切らして駆け込んできた。

　買い出しに行ったはずだが、買い物袋もトートバッグも持っていない。店へ入る前にもどってきたのだろう。

　不吉なものを感じて、ハルは幼おさななじみを見つめた。織姫もならう。

「昨夜、旧東京に現れた上位種の居場所がはっきりしました。新しん木き場ばの『館やかた』です。彼は一時間以上前に『館』を襲撃して、占拠したそうです。現場にいた織姫さんの従姉妹いとこは『蛇』といっしょに囚とらわれの身となったと聞きました」

　ふだんは狼ろう狽ばいしたり、混乱することも多いアーシャ。

　しかし、こういうときの幼おさななじみは冷静さを決して乱さない。来たるべき修しゆ羅ら場ばにそなえて、早くも『非常時』のモードになっているのだ。

　凜り々りしく、剛胆で、抜け目なく、冷静沈着。そして、鋭利な剣のような美しさ。

　一方、織おり姫ひめは従姉妹いとこに降りかかった不運を聞いて、愕がく然ぜんとしていた。

「そんな、羽は純ずみが!?」

　あからさまに狼狽し、ショックを受けている。

　だが、無理もない。織姫はまだ魔マ女ギでなく、修羅場といえば昨夜の一幕を守られる側として体験しただけなのだ。

　そして、ハルは仏頂面になった。

　昨夜の一件とソスの行動が無関係とは思えない。むしろ逆ではないか。

　ソスが真に獲物として狙ねらい定めているのは、ハルと火ひ之の迦か具ぐ土づちの方ではないのか。織姫の従姉妹はそれに巻きこまれただけでは――。



　一時間後、ハル・織姫・アーシャは新しん木き場ばエリアを訪ねた。

　東京湾にも近い『館やかた』の周辺部は、所轄の警察と機動隊によって封鎖されていた。

　制服姿の警官隊をあちこちで見かける。装備と特殊車両から、警視庁の都市救助部隊が出動していることも見てとれた。

　現在、このエリアは一般人および一般車両は立ち入り禁止。

　入れたのは、アーシャが事件解決に当たる『専門家』として招かれた立場だからだ。

　封鎖内部に入ると、ひとりの青年が近づいてきた。

　制服の警官が多いなか、私服刑事のようにくたびれた背広姿であった。

「よう」

「見けん城じようさん？　どうしてこちらにいらっしゃるんですか？」

　アーシャに目を丸くされて、古書店『弥み勒ろく堂どう』のパートタイム店主で《S.A.U.R.U.サウル》スタッフ・見城玄げん也やは微苦笑を浮かべた。

「うちの上司……柊ひいらぎの姐あねさんから指示があってね。しばらくこっちに出張して、ミス・アーシャの便宜をはかることになった。向こうで状況の説明をさせてくれ」

　案内する見城に、アーシャ・ハル・織姫の順でついていく。

「最初に言っとくけど、『館』近辺の一キロ以内には行けないと思ってくれ。厄介な魔力がばらまかれていてな。近づくだけでヤバイ」

　頸くびでも刎はねるようにして、見城は己おのれの首筋に手刀を押し当てた。

　死――ということか。ハルとアーシャは黙然とうなずき、織姫は顔をこわばらせる。

　見城は三人を仮設テントに案内した。

　折りたたみ式のテーブルの上に、近隣の地図や双眼鏡がいくつか置かれている。

「こいつで『館やかた』の方をちょっと見てみな」

　双眼鏡は全員分あったので、それぞれ自分の分を取る。

　このあたりは空き地ばかりが目立つ、再開発予定地である。

　人も建物も極端にすくなく、見晴らしもよかった。双眼鏡をのぞけば、おなじみの『館』がよく見える。

　そして、ここからすこし離れた海辺の方に看過できない物体があった。

　かつてゴミ処理場があったという、埋うめ立たて地ちのあたりだ。

「あれは――水み無な月づき!?」

　織おり姫ひめが叫ぶ。海辺の土地に透明な三角柱が屹きつ立りつしていた。

　旧東京にそびえ立つモノリスよりも遙はるかに小さい。高さ三〇メートルほどの三角柱。いわば小モノリスである。

　これに見覚えのある『蛇へび』がからみついていた。

　体表はエメラルド色。角かく状じよう部ぶ位いである右手と爪がひときわ大きい。

　東洋的な『竜りゆう蛇だ』型リヴァイアサン、水無月であった。

　彼女は透明な正三角柱に巻きついている。蛇が長い棒に巻きつくようにして――。そして、背には自身の体長よりも長い金属製の針が突き立てられていた。

　これが水無月を貫通して、小モノリスに縫い止めているのだ。

「死んではいないか……眠っているのか？」

　死亡したリヴァイアサンの肉体は地上から消滅してしまうもの。

　水無月の閉ざされた両目を見て、ハルはつぶやいた。

「もうずっとあのままで、びくとも動かない。そして、非在化もしない。『館』を占拠した上位種――ソスって野郎だったな。そいつが何かの魔術をかけたらしいんだ」

　見けん城じようの報告だった。

　アーシャも双眼鏡越しに小モノリスを見すえる。

　その視線は三角柱のある面に注がれていた。そこにはルルク・ソウンの魔術記号が一五文字も刻印されてあった。

「アーシャ。あれの意味、わかるか？」

「おそらくは『生命』『霊気』……。そういう意味合いの配列だと思います」

　アーシャの目つきも表情も真剣で凜り々りしい。

　妖よう精せいめいた美び貌ぼうに鋭さと風格が加わっていた。こういう幼おさななじみを見るたび、ハルはどきりとさせられる。

「は、羽は純ずみは大丈夫なの？　水無月があんなことになっているのに？」

「おそらく危害は加えられていないでしょう。盟めい約やく者しやの魔マ女ギに万一のことがあれば、『蛇』もいっしょに消滅してしまいますから」

　あわてる織おり姫ひめに、アーシャはいつも以上の怜れい悧りさで応じる。

　リヴァイアサンはもともと、実体を持たない人造生物である。それを地上につなぎとめるのが魔マ女ギとの盟めい約やくだった。魔女が死に、盟約が消滅すれば、地上にとどまるための肉体も自然と崩ほう壊かいし――死んでしまうのだ。

　織姫がほっとすると、見けん城じようが追加情報を教えてくれた。

「今、うちの上司が各地の魔女とスポンサー筋に要請を出しまくってる。事態の収拾に協力してくれって。けど、相手が上位種ってことで、どこも尻しり込ごみしているようだ」

「貴重な『蛇へび』を投入するにはリスクが大きい。そういうことですか」

「あ、アーシャさん。あの……」

　何かをアーシャに言いかけて、織姫が途中でやめた。

　気さくだが気配りもできるハルの同級生。

　ここで想おもいを口にすれば、それが新しい女友達を危地へ追いやるかもしれないと気づき、やめたのだろう。しかし、アーシャはさすがだった。

　しばらくは小モノリスと眠れる『蛇』水み無な月づきを見つめていた。

　それから『館やかた』に視線を転じ、熟考してから――おもむろに言ったのだ。

「ルサールカの死に場所ができたと、思うことにしましょう」

　アーシャの声には、静かな決意が満ちていた。

「最期さいごの敵が上位種というのも、あの子にはお似合いかもしれません。ちょうど旧東京での借りもありますし、今度は全力のルサールカをソスに見せてあげます」

　歴戦の猛も者さであるアーシャの、逞たくましく美しい相棒。

　しかし、今は死にかけの身であった。

　パワーを限界まで引きだせば、その負荷に耐たえきれず肉体の崩壊が加速するだろう。アーシャはそれを承知で、決戦への参加を表明したのだ。

　だが、ルサールカの『本気』がはたしてどれだけ保もつか？

　五分、一〇分、あるいはもっと短時間かもしれない。幼おさななじみの勝算はかなり低いはずだった。
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　そして翌日。ハルと織姫はふだんどおりに登校した。

　教室のクラスメイトは、いつもの半分ほどしかいなかった。

　ソスの潜伏を受けて、東京新しん都との行政部が新しん木き場ば近辺に避難勧告を発令したからである。これを知って、該当区域外の住民もすくなからず新都から一時避難していったのだ。

　アーシャは上位種との対決にそなえて、封鎖地域に詰めている。

　ソスと囚とらわれの魔マ女ギ・白しら坂さか羽は純ずみは『館やかた』にこもったままで姿を見せていない。

　しかし、小モノリスとリヴァイアサン・水み無な月づきに変化が生じていた。

　――色が変わったのだ。『蛇へび』が縫い止められた小モノリスは透明な正三角柱だった。

　この柱の透明さが、今朝から血を連想させる赤色に変じているという。色の変化が意味するところは何か？

　ハルは火ひ之の迦か具ぐ土づちに訊たずねてみようとしたのだが。

「昨日から、ちっとも姿を見せないな……。今が肝心なときだってのに」

　昼休みがはじまった直後。教室の席でハルはつぶやいた。

　頼みの綱はアーシャの『蛇』のみ。しかし、彼女を補佐できる魔女はいまだ現れないらしい。襲撃対象がラプトルの群れであれば、自衛隊や警察の都市救助部隊から支援を受けることも可能だろう。が、今回の敵は上位種である。

　眠りの呪じゆ文もんで一個師団をまるごと眠らせることもできる。

　死の呪じゆ詛そをばらまいて、驚くほど短時間で完全勝利を確定させることもできる。

　そんなバケモノ相手では、魔術から身を守れない普通人コモンは犠牲となるだけだ。アーシャは相棒と共に、ひとりで上位種と決戦しなくてはならないのだ――。

「春はる賀がくん。これ、受けとって」

　いきなりの声。織おり姫ひめが隣の席から巾きん着ちやく袋ぶくろを差し出していた。

　今朝からずっと無口だった彼女。従姉妹いとこがあんなことになって、いつもの快かい活かつさを維持できなかったのだろう。

　しかし今、織姫は強い視線でハルを見つめていた。

　何か重大な決意をかためたかのように、凜り々りしい表情だった。

「弁当？」

「この間の中華まんより、誠意のこもったものをあげようと思って」

　袋の中身は弁当箱だった。しかも、ふたつ。

　開けてみる。片方にはごはんをぎゅうぎゅうに詰めてあった。

　もう片方はおかずで、冷凍食品らしき揚あげ物がいくつかと、手作りらしいサバの塩焼きにゴボウのきんぴら、鶏とニンジンの筑ちく前ぜん煮に、ぬか漬けのキュウリという品しな揃ぞろえ。

「誠意の量はわからないけど、食べ甲が斐いはありそうだよ」

「わたしの手作りだから、コンビニの中華まんより誠意は六倍増しよ。男の子はたくさん食べると思って、たっぷり用意したんだから」

　ちなみに、このとき。

　昼休みで騒がしかった教室のクラスメイトたちが一瞬だけ静かになった――気もした。

　しかし、ハルにはもっと重要な用件があった。気にせず織姫を見つめかえす。

「今度は何の詫わびだい？」

「お詫びじゃなくて、お願いがあるの」

　中華まんのときとは比較にならない真剣さが、織おり姫ひめの目にはあった。

「今日、学校が終わったら、春はる賀がくんのうちに行ってもいい？　ほら、昨日のお掃除も途中でやめてきちゃったし。ほかにもいろいろあるし……」

　ふくみのある物言い。

　しかし、ハルには彼女の言いたいことがわかった。

「もしかして、昨日あいつに言われたことが関係あるのか？」

「うん。あとで思い出したら、いろいろ気になることを言ってたのよね。ダメでもともとだし、状況が状況だし、わたしにも力になれることがあるなら――って」

　織姫も何かをしたいのだ。従姉妹いとこを助けるために。そして、アーシャひとりに危険を押しつけないために。

　その気持ちは我が事のように理解できた。ハルは大きくうなずいた。

「十じゆう條じよう地じ。学校が終わるのを待つ必要はないと思う」

「えっ？」

「今から、うちに行こう。向こうの状況がどう変わるかもわからないんだし、早めに動いた方がいいはずだ」



    

  
    
      



    

  
    
      

　弁当箱のフタをしめて巾きん着ちやくにもどしながら、ハルは言った。

　すぐに織おり姫ひめはうなずく。このあたり、さすがというべき決断力だった。

「わかったわ。じゃあ、続きは春はる賀がくんのうちで話しましょう！」

　織姫はさっそくカバンに持ち物を詰め、帰り支度をはじめる。

　ハルの方はまわりを見まわした。

　教室にいた級友は一〇名ほど。みんながこちらに注目し、驚きの表情だった。特に一部の男子は刺すような視線をハルにぶつけてくる。

　しまった、エスケープする相談を大声でやりすぎたか。

　後悔しつつも、ハルは近くにいた女子ふたり組に声をかけた。

「武む藤とうさん。十じゆう條じよう地じの体調が急に悪くなったから、早退ってことで先生に伝えてもらえるかな？　僕はつきそいで家まで送っていくよ」

「あ、うん。了解。まかせといて」

　ＵユーＦエフＯオー研所属の武藤さんはニヤッと笑い、請うけあってくれた。

「十條地さんには恩があるし、春賀くんも結構面おも白しろくて応援してるから、上う手まいようにやっとくよ。その代わりといっちゃなんだけどさ――」

「僕の名前で入部届、提出しといてくれ。五人目が必要なんだろ？」

「ふふっ、ありがとう！」

「春賀くん、あたしも協力するからね！」

　武藤さんの隣にいた小柄な女子、船ふな木きさんの発言だった。

　熱っぽく目を輝かせながら、ハルと織姫をしげしげと見つめていた。

「思わず気持ちが盛りあがっての、ふたりっきりの逃避行だもんね！　大丈夫、クラスのみんなもわかってくれるよ！」

「…………？　まあ、よろしく頼むよ」

　船木さんの大げさな物言いに首をかしげてから、ハルもカバンを取りあげる。

　織姫とうなずき合い、いっしょに教室の出口へと歩き出した。



　かくして、まだ授業時間中だというのにハルは帰宅したのであった。

　織姫と共に散らかり放題の居間に入るなり、呼びかける。

「その辺にいるのか？　それとも、僕たちにずっとくっついていたのか？」

　居間と、その天井を見まわしながら、声を張りあげた。

「どっちでもいいから、そろそろ姿を見せてくれよ。あんたが目をつけていた子も連れてきてやったぞ」

「ふふ。おまえにしては上出来だ、小僧」

　忽こつ然ぜんと顕あらわれた火ひ之の迦か具ぐ土づちは微笑ほほえんでいた。

　リビングの隅、使っていない長テーブルの上にしどけなく腰かけている。

　和服の裾すそが割れて、少女の白い素足があらわになっていた。

　おもむろに火ひ之の迦か具ぐ土づちは手をのばした。長テーブルに置きっぱなしだったチェスの駒こま、そのなかにあった黒のクイーンをつまみあげ、もてあそぶ。

　この非常識な登場に、織おり姫ひめが息を呑のんだ。

「やっぱり、あのときの……」

「蛇へびを生むべき娘むすめよ、よく来た。妾わらわの申し出に乗る覚悟ができたか？」

「あんた、十じゆう條じよう地じにまで取引を持ちかけたのかよ」

　ハルは渋い顔をした。

　すると、織姫が「取引？」と聞きとがめる。

「かんたんに言うと、この間ソスに追われて助かったのは彼女のおかげなんだ」

「じゃあ、命の恩人ってことじゃない!?」

「そうとは言い切れないのが、こいつの微妙なところかなあ。完全に信用できる相手でもないから、取引相手としてはおすすめしにくいし」

「何を言う。妾はこれでも、かつては女王と呼ばれた身」

　ハルの評価に、火之迦具土はわざとらしく笑みを大きくした。

「持ちまえの茶ちや目めっ気けをすこしばかり発はつ揮きして、取引相手をもてあそぶこともあるだろう。うぶな子供らに悪知恵を吹きこみ、右往左往させて愉たのしんだりするかもしれん。だが、交わした約やく定じようをたがえることはないぞ」

「茶目っ気とか言えるほど、無邪気な存在でもないだろうに……」

　つぶやくハルをよそに、織姫は火之迦具土を真正面から見つめた。

「あなた……昨日、言ってたわよね？　『蛇が欲しいのなら、産みの苦しみとひきかえに呼びもどしてやる』みたいなことを」

「うむ。おまえが望むのであれば、智ち慧えと力を貸そう」

　旧約聖書において、蛇がイブにリンゴを食べろとそそのかす――。

　火之迦具土の悪魔的な口調は、ハルにそのエピソードを思い出せた。

「あの夜、おまえのために造られた“〝まがいもの”〟の霊……あれはまだ、そこらをただよっている。妾が呼べば、すぐに駆けつけよう。だが問題はそのあと。妾と小僧が力を尽くせば、あやつを今度こそ現世に生み落とすこともかなうが――」

「な、何か条件があるの……？」

「うむ。こっちに来い。耳を貸せ」

　織姫はおそるおそる、長テーブルへ近づいていく。

　腰かけていた火之迦具土は織姫の耳に口を寄せ、見た目の年齢不相応の色香さえただよわせながら、ごにょごにょと耳打ちした。

　すると、織おり姫ひめはいきなり顔を真っ赤にして「えっ!?」と叫んだ。

「そ、そのときって、もちろん春はる賀がくんには席をはずしてもらうんでしょう!?」

「バカを申すな。この方式で新生を成すには、小僧が必要不可欠なのだ。こやつには、おぬしの腹から『仔こ』を取りあげてもらう」

「――!?」

　織姫が悶もん絶ぜつせんばかりに息を止め、顔どころか首筋まで真っ赤にする。

　その理由、なんとなくハルにも理解できてきた。

　羞しゆう恥ちと驚きよう愕がくだ。何かセクハラめいた妄言でも織姫に吹きこんだのかと、火ひ之の迦か具ぐ土づちに文句をつけようとしたとき。

「ち、ちょっとだけ考えさせてっ。おねがい！」

　言うなり、織姫は廊下に駆け出していく。

　いつも颯さつ爽そうとしている彼女があんな風になるとは――。ハルは火之迦具土を強い視線で見つめ、とがめた。

「あんた、十じゆう條じよう地じにあんまり変なことを要求するなよ」

「なに。あの娘むすめにしても、一時の苦しみとひきかえに“〝まがいもの”〟を手にできるのだ。悪い取引でもなかろうよ。それにな、小僧」

　火之迦具土はハルへ言った。

「あのソスなる竜りゆう、おまえに復ふく讐しゆうするつもりのようだぞ。『館やかた』とやらへ押し入ったのもそのためであろう。彼奴きやつめ、捕らえた“〝まがいもの”〟の血を吸い出している」

「血を吸い出す、だって？」

「竜の種族にとって、雌めす竜りゆうやそれに類する生き物の血は薬のようなものだ。使い道はいろいろだぞ。彼奴らの力を暫しばし高める劇薬にもなれば、おまえが負わせた深傷ふかでを癒いやす妙薬にもなるだろう」

「…………」

「おまえに迎え撃つ気があるかは知らぬが、あの娘の方には戦う覚悟があるらしい。すこしばかり手を貸したくなるのも人情ではないか」

　人間でもないくせに火之迦具土は『人情』などと言う。

　微妙にニヤリとしていた。まるで、ハルの器うつわを試すかのように。

　くそ。なんとなく反骨心を刺激されたが――頭を振って忘れることにした。

　こんなことはたいして重要ではないのだ。それよりも気にすべきは、自分が発端で苦しんでいる女の子や、幼おさななじみが危険にさらされているという事実で……。

「参考までに訊きくけど。例の非常識なしぶとさは、どこまで大丈夫なんだ？」

「どこまでとは？」

「たとえば、ソスがばらまいた死の呪じゆ文もんを浴びても大丈夫、とか」

　火ひ之の迦か具ぐ土づちは質問に答えず、埃ほこりをかぶったチェス盤に手をのばした。

　白のキングを取って、ひとつ前に進める。そのマスには黒のクイーンがあった。キングの駒こまを放し、代わりにクイーンを取る。

「ま、この程度の芸ができるほどには大丈夫、かもしれんな」

「答えになってないぞ……」

「おまえが前に見抜いたとおり、叡えい智ちあふれる妾わらわも指南役としての素養にあふれているとは言いがたいからな。バカ丁寧に引率してやる義理もなし。これで十分だ」

　火之迦具土が何かを投げつけてきた。

　とっさにハルは受けとめる。さっき取ったばかりのクイーンだった。この盤上ゲームにおける最強の手て駒ごま――。

「あんた、もしかしてチェスを知ってるのか？」

「妾はこれでも勉強熱心なのだ。当代の知識もほどほどにたくわえておるぞ」

　少女の姿をした自称悪魔にしてドラゴンの亡霊。

　はたして何百歳、何千歳なのか。いぶかしんだとき、顔を真っ赤にしたままの織おり姫ひめがもどってきた。そして、ハルの胸元に詰めよってくる。

「いい、春はる賀がくんっ。今日これからすることはあれ、医療行為と同じよ！」

「？　どういう意味だよ、十じゆう條じよう地じ？」

「くわしい説明はあと、直前にしてあげる。とにかくっ。春賀くんを信じてるからね。いやらしい気分とかになったら、わたし、絶対に幻滅するんだから、気をつけてよね！」

　織姫はいつになく横暴だった。

　恥ずかしさをごまかすためだろう。ハルは気け圧おされながら「あ、ああ」と了承する。

　それをからかうような目で眺めながら、火之迦具土がささやいた。

「ならば、行くとするか。全すべての因いん縁ねんがはじまった場所に――」

　口の悪い自称悪魔らしからぬ、どこか神こう々ごうしく聞こえる声音だった。
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「でも春はる賀がくん、ずいぶんと準備がいいのね？」

　助手席にすわる織おり姫ひめに訊きかれて、運転席のハルは「何が？」と答えた。

　両国橋のゲートを抜けて、旧東京の靖やす国くに通りを走る車中である。見けん城じように電話して、彼が個人所有する乗用車を貸してもらったのだ。

「旧東京に行くと決めていたわけでもないのに、通行許可証を用意してたでしょう？　ああいうのをもらうのって、時間がかかるんじゃないの？」

「あー……種を明かすと、なんてことないよ」

　学校をエスケープしてハルの家で火ひ之の迦か具ぐ土づちと対面したあと。

　店主出張のため休業中の『弥み勒ろく堂どう』で自動車や書類を用意して、そのまま旧東京へハルたちはやってきたのである。

「さっき寄った《S.A.U.R.U.サウル》の支部には、あれに押す認め印の複製品とか機材がいろいろあってさ。割とかんたんに偽ぎ造ぞうできるんだ。租そ借しやく地ちの廃はい墟きよエリアに不法侵入したい人間なんてすくないから、自然とザルになったんだろうねー」

「《S.A.U.R.U.》の人たちって、結構あやしいグレーゾーンの住人よね……」

　織姫にぼやかれて、ハルは首をすくめた。

　何しろ、柊ひいらぎさん言うところの『専業トレジャーハンター』である。この仕事柄がら、国際的美術品窃盗団にかかわる知人なども多く、割とブラックよりのグレーに住んでいる自覚があったのだ。

　話す間も、車は快調に進む。すでに陽ひはだいぶ傾いていた。

「ところで火之迦具土――迦具土さんのことだけど」

　見た目は童女の霊的存在に、織姫は勝手に愛称をつけていた。

　相手が人間以外でも、迅速に距離を縮めていく特技は健在らしい。

「あの人、どうしてわたしや春賀くんに力を貸してくれるのかしらね？」

「直じかに訊いてみたらいいよ。たぶん、まともに答えないけど」

（おやおや。妾わらわが崇高な善意で協力しているとは思わぬのか？）

　不意に火之迦具土の声だけが会話に割りこんできた。

「そう思うには、あんたは胡う散さんくさい部分が多すぎるんだよな……。命の瀬戸際じゃなかったら、たぶんまともに相手しなかったぞ」

　ハルがぼやくと、火ひ之の迦か具ぐ土づちはからかうように笑い声を出した。

（ふふふふ。そう言うな。これでもおまえがどこぞで野の垂たれ死ぬまでは、陰ながら見守るつもりなのだぞ、妾わらわは）

「見守るだけの背後霊より、野垂れ死ぬのを防いでくれる守護霊が欲しいよ……」

　やがて、乗用車は目的地に近づいてきた。

　数日前にハルが苦痛でのたうちまわった場所――東京駅である。



　ハルと織おり姫ひめは、丸ノ内口から駅に入った。

　前回、ソスと火之迦具土の亡なき骸がらが相打った場所である。

　ジュラルミン製のドーム型天井はずいぶんと高く、荘厳で、かつての巨大ターミナル駅の玄関口としてふさわしい格式をいまだに残している。

　ちなみに、廃はい墟きよである駅構内にはもちろん電気は通ってない。

　照明など何もないのだが、それでも構内はそこそこ明るかった。

　ソスが巨体と剛力にまかせて壁をぶち破ったせいで、外の光が入ってくるからだ。

「妾の骸むくろが散さん華げしてから、たいして時も経たっていない。今なら、ここに残る妾の力を集めるだけで、新生の術も施せるだろうよ」

　実在化した火之迦具土がおごそかな口調でささやく。

　次の瞬間、ハルの背せ筋すじはぞくりとした。駅構内の奥の方から、莫ばく大だいな量の魔力がこちらに――自称悪魔のまわりに流れこんでくるのを感じ取ったからだ。

　しかも、この魔力はおそろしく濃密だった。手でさわれそうな気さえする。

「な、何なの、この感じ……？」

　織姫もとまどっている。やはり魔マ女ギ候補者、魔力に敏感なのだ。

　一方、火之迦具土は瘴しよう気きのごとく魔力が満ちた空間をなつかしげに見まわした。

「当代の人間どもが造る“〝まがいもの”〟。たしかリヴァイアサンと申したな。あの術に目をつけ、甦よみがえらせたのは悪くない。だが、ひとつ欠陥がある」

　火之迦具土は妖あやしく微笑しながら語りはじめた。

　駅構内に橙だいだい色いろの陽光が差しこんでくる。陽ひが沈みはじめたらしい。

「当代のやり方では、贄にえとなる巫み女こと『蛇へび』の結びつきが弱い。あれでは巫女が闇やみに墜おち、魔道に染まらねば、たいした力も出せぬはずだ。それだけではいかんのだよ。巫女の聖なる輝きによって魔性の『蛇』が神に近づくのも、また天地の理ことわりなのだから……」

　神代・古代とくらべたら、現代人の魔術的素養はずいぶんと低い。

　ハルは思い出した。父がかつて語ったことだ。

「此こ度たびは妾がいにしえの作法を指南してやろう。――さあ来い。さまよえる小蛇の御み霊たまよ、おまえが慕したうべき巫女はここにいる。女王の呼び声を聞きとどけろ」

　語りの途中から、火ひ之の迦か具ぐ土づちの声が呼びかけに変わった。その直後。

　駅構内の斜陽の光がとどかない場所に『影』がわだかまる。

　それは巨大な獣のシルエットだった。輪郭は四つ足の哺ほ乳にゆう類るいに近い形状だ。全体に細く、背後に大きな何かを背負っている。

「あの晩、アーシャさんが呼んでくれた『蛇へび』の影……？」

「こんなにあっさり呼びもどせるのか……」

　驚きよう嘆たんする織おり姫ひめとハルに、すかさず火之迦具土が言う。

「さあ、いよいよ大詰めといくか。小僧、神器を持て。娘むすめは早く脱げ」

「「…………」」

　ふたりはそろって沈黙した。これから行う『儀式』については移動の車内で説明を受けていた。手順はとっくに把握ずみ。しかし、心の準備はまたべつで……。

　織姫はもじもじとためらったあとで、不意にハルを恥ずかしげに見つめた。

「じ、じゃあ春はる賀がくん。約束どおり、直前まで見たらダメよ？　約束破ったら、たぶん一生恨むからねっ。いいって言うまで、絶対にあっち向いてて！」

「わ、わかった」

　あわててハルはそっぽを向き、織姫から視線をそらした。

　ややあって、しゅるしゅるという衣きぬずれの音が聞こえてくる。ぱさりぱさりと軽い布が床に落ちていく音も。脱いでいるのだ。

『蛇』の霊気を全身で感じて、受けいれるために、余計なものを脱ぎ捨てろ――。

　それが火之迦具土の語る『必然的理由』であった。

「ふむ。やはりな……妾わらわの見込みどおりだ。巫み女こよ、おまえは実に育ちがいい」

「か、迦具土さんっ。いきなり変なこと言わないで！」

「何を怒る？　妾は嘘うそいつわりなく賞しよう賛さんしているのだぞ。ふふふ。おまえの赤あか子ごはこのみごとな乳房より乳を授かり、さぞ健すこやかに育つであろうな。腰つきも妾好み……柳腰でいながら丸みも十分……これなら幾人でも子を孕はらめよう。うむ」

「ちょっと、それセクハラ！　迦具土さん、男の子も聞いてるんだからね！」

「ふふ。せくはらと言われても、何のことか妾にはとんとわからぬ」

　チェスの何たるかを知る自称勉強家のくせに、ふざけた韜とう晦かいをしている。

　ハルは織姫に同情しつつ、耳をふさぐべきか迷った。本音を言うと好奇心がめいっぱい刺激されるため、全身を耳にして聞き入りたい気持ちではあったのだが。

「まあ、これだけ脱げばよいか。小僧、こちらを向――」

「だだダメ！　まだ心の準備ができてないっ。ううっ。み、水着と同じくらいの露出度だし大丈夫、大丈夫……春賀くん、こ、こっち見てもいいよ……」

　許可が出たので、ハルはゆっくりと振りかえった。

　オレンジ色の西日が差しこむ廃はい墟きよのなか。美の女神もかくやと言いたくなるほど、みごとな肢体の少女がたたずんでいた。もちろん織おり姫ひめである。

　すばらしくグラマーな体型であろうことは、着衣の上からもわかりきっていた。

　その織姫が今、下着姿で恥ずかしげに立ち尽くしている。

　一応、制服のワイシャツを肩にかけていた。だが、ボタンもとめずマントのように羽織るだけなので、露出を低くする効果はほとんどないと言っていい。むしろ、ちょっと倒錯的な魅力をかもし出す要因ですらある。

　ハルは思わず身をぐっと乗り出しそうになり、あわてて自制した。

　しかし、織姫には内心を見すかされたようだ。

「春はる賀がくん……すごいまじめそうな顔してるけど、微妙に目がぎらついてない？」

「いや、ほら。僕も健全な高校生男子だし」

「そ、そこはウソでもごまかすところでしょう!?」

「ふむ。この布、やはり邪魔になるかもしれぬな……。巫み女こよ、ぬ――」

「脱がないからね、迦具土さん！　絶対に脱がないからね！」

　などと一騒ぎあったのち。

　火ひ之の迦か具ぐ土づちに横たわるよう指示され、織姫は不承不承という感じで従った。

　結果、ハルから見て真正面の位置に、たぐいまれな肢体を持つ同い歳どしの美少女が仰あお向むけになる形となった。

　織姫は左足だけ膝ひざを立て、羞しゆう恥ちで頬ほおを紅あかくしながらハルの様子をうかがっている。

　まだ一五歳という若さのくせにすばらしく発達したバストは、体が仰向けになってもしっかり上向きに盛りあがっていて、みずみずしい張りを感じさせてくれる。

　おそらくは――いや、まちがいなくＦか……。

　予測を確信に変えるハルだった。

「は、春賀くん!?　今、すごく真剣にうなずいてたけど、変なこと考えてなかった!?」

「十じゆう條じよう地じ。もう気づいていると思うけど、僕はこれでもむっつりス――」

「聞きたくないっ。春賀くんもやっぱり男の子なんだって十分理解できたから、恥ずかしくなること言わないで～！」

　織姫と言い合いながらも、ハルは手順を進めていた。

　白はく銅どう鏡きよう――ソスも狙ねらった『副ふく葬そう品ひん』こと神しん体たい擬ぎ装そう用よう呪じゆ具ぐを左手に持つ。

　新生するリヴァイアサンの『心しん金がね』とすべく用意された、由ゆい緒しよある神器。織姫に持ってきてもらったのだ。

　この鏡があらわになるなり、駅構内の奥で『影』がゆらめいた。

　織姫のために生まれるリヴァイアサンの霊体――四つ足の獣のシルエットが己おのれの依より代しろとなる神器を見つけて、よろこんだのだ。

　そして、火ひ之の迦か具ぐ土づちが細い手をのばし、白はく銅どう鏡きようにふれる。

　その途端にハルの手の上で鏡が燃えはじめた。緋ひ色いろの焔ほのおにつつまれて、赤々と。

　燃える鏡を見て、真正面で待つ織おり姫ひめがびくっと身を震わせた。以後の手順を知っているため、おびえたのだろう。

　だが、彼女はすぅと深く息を吸いこみ、ハルを潤うるんだ瞳ひとみで見あげながら言った。

「い、入れていいよ、春はる賀がくん……。おねがい……」

　かぼそく震えた声。しかし、たしかな覚悟が秘められた声。

　ハルは燃える鏡を織姫の白い腹部に近づけた。すっきりと引きしまった、魅惑的なウェストである。

　そのなかに鏡を左手ごと――突き入れた。

「――――!?」

　織姫が美しい顔をゆがめ、苦く悶もんをあらわにする。よほどの痛みなのだろう。

　ハルは同じ場所で自分が味わった苦痛を思い出した。鏡を抜き出すため、とっさに左手を引こうとする。

　その気配を感じ取ったのか、織姫が逆に手をのばし、ハルの右手をつかむ。

「大丈夫ッ。大丈夫だから最後まで、続けて……春賀くんっ」

「十じゆう條じよう地じ！」



    

  
    
      



    

  
    
      

　織おり姫ひめのかぼそい手がものすごい力でハルの右手をにぎりしめる。

　苦痛を堪こらえようと、必死になっているのだろう。いつのまにか織姫の全身は汗だくになって濡ぬれそぼり、紅色の西日を浴びて輝いていた。

　ハァハァと息も荒く、せわしない。目も虚うつろで焦点が合わなくなった。

　徐々にハルの手をにぎる力も弱くなっていく。しかし、息が落ちついてきた。どうやら苦痛に慣れてきたらしい。

　織姫がとろんとした目でハルを見あげる。

　うなずきかけると、彼女は尚なおも苦しげだったが、気丈に微笑ほほえんでくれた。

　そして、ついに――。

　ハルが織姫の腹中に差し入れた白はく銅どう鏡きよう。その形が変わった。左手でつかむ品物のさわり心地が今までとまったくちがう。

　すぐにハルは左手を引き抜いた。

「ああああああああっ！」

　織姫が絶叫する。しかし、これが最後の痛みのはずだ。

　ハルは左手と共に引き抜いた品を見て、うなずいた。白銅鏡はすっかり形を変えて、白い金属製の球体になっていた。

　手のひらサイズのくせにずっしりと重い。

　織姫の体内で形と性質を変え、リヴァイアサンの核たる『心しん金がね』に変化したのである。

　直後、金属球が勝手に宙へ浮かびあがった。

　四し足そく獣じゆうの影に吸いこまれていく。影が実体を得たのは、次の瞬間だった。

　狼おおかみとも狐きつねともつかない、犬科の風ふう貌ぼうを持つ四つ足の獣――。体たい躯くは大きく、毛皮は全身白かった。しかし、この体は光を浴びると紅ぐ蓮れん色の輝きを放つ。

　そして、九尾であった。

　太く長い尾が九本も生えていた。尾のそれぞれが意思を持つかのように動き、蠢うごめいている。その動きはさながら大蛇おろちのようであった。

　蛇へびのごとき九尾を背負う、狐こ狼ろう型リヴァイアサン。

　それが織姫のパートナーだったのだ。

「あなたがわたしといっしょに戦ってくれるの……？」

　あられもない姿の織姫がよろよろと身を起こす。

　生まれたばかりの『蛇』はくーんと啼ないた。飼い主に甘える犬のような鼻声だった。

　巨大な狐狼の甘えた仕草に、織姫の口元が自然とほころんだ。

「ふふ……。こやつにも名をくれてやらねばいかぬな。巫み女こよ、当てはあるか？」

　首尾に満足したのか、火ひ之の迦か具ぐ土づちが微笑んでいた。

「えっと、急には思いつかないけど……かっこいいのがいいかな。この子、クールっぽい感じの美人だから、そういうのが似合いそうよ」

「美人って……まあ、そう言えなくもないか」

　織おり姫ひめの言いぐさにうなずきつつ、ハルは『蛇へび』の威い容ようを見あげた。

　すっきりとした狐こ狼ろうの面差しは端整にととのっていて見み栄ばえがいい。この手の獣としては、たしかに『美女』と言えるかもしれない。

　盟めい約やくを交わした少女に誉ほめそやされて、白き獣は凜り々りしい顔を昂こう然ぜんと輝かせた。
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『一昨日の未明、横よこ須す賀か近海でラプトルの一群が海上自衛隊に掃そう討とうされる。

　が、このとき取り逃がした一体が東京湾を北上し、新しん木き場ば近辺に潜伏している模様。周辺地域には避難勧告を発令中――』

　ソスが『館やかた』を占拠したと判明した直後、公表された情報である。

　ドラゴン上位種については極力秘ひ匿とくするという“〝ルール”〟にもとづいて、新しん都との行政部がストーリーを書いたのだ。

　おかげで、新木場の再開発予定地は完全に無人となっていた。

　陽ひはすっかり暮れて、真っ暗な夜。

　アーシャはひとり軍用車両のジープを駆って、『館』へ向かっていた。

　この近辺には、ソスのばらまいた呪じゆ詛そが蔓まん延えんしている。魔マ女ギならぬ普通人コモンは足を踏み入れるだけで虚むなしく死すのみ。

　だから、アーシャは単独行動を余儀なくされている。

　歯がゆい状況だった。本当なら日本国内に数名いるという魔女と『蛇』を全すべて召集し、パーティーを組んでソスと対決すべきだというのに。

　中欧に『黒くろの雷らい帝てい』が隠れすむヨーロッパ、『紅あかきハンニバル』の膝ひざ元もとである北米などとちがい、日本の魔女関係者は上位種に対しての問題意識が低いのだ。

「もうすこし時間があれば、日本国外から人を呼ぶこともできたのに……」

　アーシャは車を停とめて、外に出た。おそろしく空気が冷たい。

　骨まで凍こごえそうだ。冷気ではなく、《死の呪詛》にさらされているせいだった。

「ルサールカ。おねがい」

　ささやくと、淡く蒼あおい光が一瞬だけアーシャの体を包みこむ。

　相棒に頼んで、加護を強めてもらったのだ。これで呪詛は完全に遮断され、空気の冷たさも気にならない。

　海の近くだった。

　アーシャはテトラポッドで護岸された海辺を歩いていく。

　かつてはゴミ処理場でもあったという埋うめ立たて地ち。その一角に小モノリスがあった。あいかわらずリヴァイアサン・水み無な月づきがからみついたままだ。

　だが、透明だった三角柱の色は、今や鮮血のようにあざやかな赤――。

　そして、小モノリスのそばで、ローブをまとった半人半はん竜りゆうが待っていた。

　関係者が『ドラコニアン』と仮称する形態だ。おそらくソスの変身体である。この場所で待つと、彼の方から連絡を入れてきたのだ。

「急に呼びつけて、すまなかったな。死すべき種族の乙女おとめよ」

　ドラコニアンが言う。やはりソスの声だった。

　二時間前、《死の呪じゆ詛そ》の影響範囲外ぎりぎりで哨しよう戒かい中だった警視庁の都市救助部隊に、声だけを魔術で届け、通達したという。

『諸君らの巫み女こと早急に会いたい。かなわぬ場合は夜明けと共に君らの都へ舞い降り、火遊びを愉たのしませてもらうとしよう』

　アーシャが助すけっ人との到着を待たず、ひとりソスと対たい峙じする理由だった。

「どういたしまして。おかげで、そういう姿に変身したあなたたちをこの目で見ることができました。私、最前線以外で上位種と出会ったのは初めてなもので」

「上位……ふふ。君たちは我らジズーをそう呼ぶのか」

　爬は虫ちゆう類るい的な異相なので、笑みを浮かべたかはわからない。

　しかし、重厚な声からは明らかな微笑のニュアンスが感じられた。

「なに。手て慰なぐさみに学んだ術をひさしぶりに使ってみたのだよ」

「率直に言わせていただくと、もうすこし地上的――人間的な姿でもいい気はします。あなたたちの魔術なら、人間そっくりに変身することもかんたんそうなのに」

「無論できるとも。しかし勘弁してもらおう」

　言葉だけは割と丁寧に、しかし態度としては傲ごう然ぜんとソスは言った。

「竜の種族は本来、猿めいた姿に変化せぬことを誇りとすべき生き物。そうでない雑種もいるにはいるが……すくなくともラーク・アル・ソスの流儀ではない」

「ところで――私を招いた理由、訊きいてもかまいませんか？」

　不敵に微笑ほほえみながら、アーシャは言った。

　ドラゴン上位種は強い。ソスの戦闘能力もまちがいなく自分とルサールカを凌りよう駕がしているだろう。それでもアーシャは笑う。己おのれに『勝てる』と暗示をかけるために。

　心で負けたら、戦う前から決着はついたも同然なのだ！

「一応、決闘状をいただいたものと解釈していましたが……」

「そのようなものではある。だが、補足させてもらうなら」

　アーシャの閃ひらめかせた闘志を、ソスはむしろ飄ひよう然ぜんと受け流した。

「私は今、君との戦闘以上に意義ある挑戦をひかえていてね。そのために力をたくわえているのだ。君が呼ぶ“〝まがいもの”〟の血も足しにさせていただきたい」

「あのモノリスもどき――あれがあなたの『力』ですか？」

「ふふふ。すぐにわかる。それよりも今は闘争を愉たのしむべきだぞ！」

　ソスのまとうローブがやにわにはじけ飛んだ。

　異い形ぎようがあらわになる。人間に酷似した体型でありながら、全身は青銅ブロンズ色の竜りゆう鱗りんにおおわれ、背には小さな二枚の翼、腰からは短い尾まで生やす。

　ドラコニアン形態のソスは見る間に巨大化していった。

　その両翼は大きく、雄々しく、禍まが々まがしくなり、尾も長く長くのびて――ほんの十数秒で巨大なブロンズドラゴンに早もどりを遂げた。

　だが、アーシャは気づいた。

　ソスの全身をおおう青銅色の鱗うろこが痛々しく黒ずんでいる。

　超高温の焔ほのおで灼やかれたかのように焼け焦げ、輝きを失っていた。しかし。

「“〝まがいもの”〟とはいえ、我らに近き種族の雌めす竜りゆうよ。そなたの血をたくわえて、我が石塔は十分な輝きを得た。礼を言うぞ！」

　鮮血色の小モノリスにからみつく水み無な月づきへ、ソスは手をのばした。

　意識のない竜りゆう蛇だ型の巨体を乱暴に引きはがした。そのまま無造作に放ほうり捨てる。

　そして、ソスは血の色をした小モノリスへ焔を吐はきかけた。

「雌竜の血よ、我が復活を成じよ就うじゆせしめよ！」

　竜の焔を浴びて小モノリスは爆発し、これにソスの巨体も巻きこまれた。

「ぐおおおおおおっ！」

　爆発の焔に呑のみこまれて、ソスが苦く悶もんの咆ほう哮こうをあげる。

　だが、灼かれる巨体からは見る間に黒ずみが消えていった。青銅色のメタリックな輝きも回復していく。傷が癒いえたのだ！

「この魔術のためにリヴァイアサンを捕らえたのですか!?」

「うむ。君が呼ぶ“〝まがいもの”〟の血も吸い出し、我が糧かてにしてくれよう！」

　驚きよう愕がくするアーシャを前にして、叫ぶソス。

　彼の右手に忽こつ然ぜんと金属製の長い棒が顕あらわれた。ドラゴン上位種は只ただの獣ではない。人間と同じほど器用な腕で、道具まで用いることができるのだ。

　特に魔力の制御を助ける『魔導の杖つえ』は、彼らの多くが愛用するという。

　しかも、ソスの杖は只の金属棒ワンドではなかった。棒の先端に剣の刀身を付けた長なが柄えの武具――つまり『矛ほこ』なのだ。

　アーシャは決然と顔を上げ、召喚の歌を口にした。

「古き清せい浄じようの御み印しるしに願い奉たてまつる！　かりそめの蒼あおき竜を地上に遣わしたまえ！」

　夜空に『蒼きルサールカ』の実体が顕現する。

　両腕に当たる前肢のない飛ひ竜りゆう。ワイバーン型リヴァイアサンであった。

「ルサールカ。これが最後かもしれないけど……私と共に！」

　キュアアアァァァアアッ！

　アーシャの檄げきにルサールカは咆ほう哮こうで応こたえた。

　これを迎え撃つべく、ソスは『矛ほこ』を片手にルサールカめがけて飛び立つ。

　だが、牽けん制せいの一撃も放ってきた。アーシャへ、である。ちらっと地上を見おろしたソスの視線に魔力がこもっていた。これは邪視イーブルアイ。見るだけで魔術をかける手法！

　アーシャはとっさに後方へ跳んだ。

　直後、今まで立っていた場所で小さな爆発が起きる。

　悪ふざけのようなソスの牽制。だが、アーシャは猫のような身のこなしで数メートルも跳びのいていた。すばやく《跳躍力強化》の魔術を自らにかけて、身体能力を増強フイジカルエンチヤントした恩恵である。

　晴はる臣おみと織おり姫ひめがいない今夜は、ルサールカを盾にせずともまったく問題なかった。

「私たちも仕掛けましょう。全力、全開、そして全速で！」

　アーシャは鋭く命じた。牽制をする余裕など、こちらにはない。

　ここで全力を振りしぼり、短期決戦に持ちこむ――。背水の覚悟がアーシャと、そしてルサールカに火をつけた。単なる精神主義ではない。

　魔術の世界では、意志力と念の強さこそがより強大な魔力を生み出すのだから！

「ルサールカ！　疑ぎ似じ神しん格かくを遠隔攻撃のみに集中させて、投射！」

　翼を大きく広げ、夜空を舞うワイバーン。

　その前方に、魔法円が顕あらわれる。円のなかに五ご芒ぼう星せいを描いた意匠。蒼あおき光が古き清せい浄じようの印を夜空に描いたのだ。

　そして一瞬後。魔法円の中心から、激流のように水がほとばしる！

　激流は八筋もあり、それぞれが蛇へびの頭部と牙きばむく顎あごをかたどっていた。

　以前の対決では、大量の水を素材にして双頭の蛇を造った。今回は八頭の多頭蛇ヒユドラである。八頭の水蛇は全すべてすさまじい速さで飛ひ翔しようした。

　それぞれ異なる軌道を描いて、ソスに食らいつきにいく。

　ルサールカが持つ《水》の疑似神格を、最大威力の魔術射撃ランチヤーとしたのである。

「ルルク・ソウンの秘ひ文も字じよ！」

　ソスの短い詠唱。たちまち防御の力が展開された。

　彼の前に数十個のルーン記号が顕れる。《盾》を意味する配列だった。これはラーク・アル・ソスを防護する『魔法の盾シールド』なのだ。

　秘文字の盾に守られたドラゴン上位種へ、水の大蛇おろちが次々とぶつかっていく。

　それは滝たき壺つぼになだれ込む大だい瀑ばく布ふにも似た攻撃だった。

　水みず蛇へびのひとつひとつがすさまじい水量と水圧で、かつ超高速なのである。

　この激流を受けとめて《盾》のルーンは大いに軋きしみ、歪ゆがみ、水圧に負けて今にも押し流されそうになっていた。

　しかし、ソスは手にした『矛ほこ』を天へかかげて叫ぶ。

「我が内なる獣を解ときはなて、魔導の杖つえよ！」

　ソスのまとう魔力の量が大幅にふくれあがった。

　同時にソスを守護するルーン記号も白く輝き、水蛇たちの圧力に屈する寸前だったのがウソのように、小揺るぎもせず持もち堪こたえるようになった。

「……やっぱり」

　ルサールカの全力攻撃はしのがれつつある。しかし、アーシャはうなずいた。

　敵が上位種である以上、予期していたことだ。だが、あえて力勝負を挑んだ。

　力の次は工夫と技巧で、狡こう猾かつに敵の隙すきを突くために。

「ルサールカ、疑ぎ似じ神しん格かくを《月》に変更。影の向こうに消えなさい」

　昂たかぶる闘志を抑えて、静かにささやく。

　――『疑似神格』とはリヴァイアサンが持つ魔力の属性である。《風》の疑似神格があれば大気や風にまつわる術、《火》の疑似神格があれば火系の術を行使できる。そして、ルサールカはもちろん《水》属性であった。

　だが、強力な魔マ女ギと盟めい約やくする『蛇』は、しばしば第二の神格にめざめる。

　ルサールカもそうだった。彼女は《水》と《月》の疑似神格を併せもつ、稀き少しような二重属性のリヴァイアサンなのだ。

　アーシャは《月》の神格に変更させ、ルサールカに新たな術を行使させた。

　これは淡い月明かりと夜、そして眩げん惑わくを本領とする疑似神格。『消えなさい』と命じられて、ルサールカの姿は夜よ闇やみに同化し、消失した。

「む!?」

　敵の消滅にソスが気け色しきばむ。

　同時に八頭の水蛇もついに勢いを失い、消滅した。役目を果たした防御のルーンもいっしょに消えていく。ソスは空中に取りのこされた形となった。

　だが、次の瞬間、ルサールカは彼の背後にいきなり出現した。

　月神格による神秘。姿も気配も消して、闇から闇へと瞬間移動を遂げる――。

　豪快な力勝負に集中していたソスは虚を突かれたらしい。反応が遅い。すかさずアーシャは格闘戦を許可した。

「ルサールカ！　ソスの喉のど笛ぶえを吹き飛ばして！」

　キュアアアァァァアアッ！

　蒼あおきワイバーンは咆ほう哮こうし、頸くびをのばしてソスへ襲いかかる。

　ソスは振り返りざま、「むん！」と『矛ほこ』を横よこ薙なぎにして迎え撃とうとした。が、ルサールカは敵のふところに飛び込みながらも巧みに避よけ、ついにドラゴン上位種の体へ喰くらいつく。しかし、『矛』を避けた分だけ狙ねらいもそれた。

　ルサールカが牙きばを突き立てたのは、ソスの左肩だった。

　だが、かまわない。肩ごと左胸と左腕を吹き飛ばせば、十分以上のダメージになる。

「閃光の息レーザーブレス！」

　アーシャの指示で、ルサールカの口が青白く光った。

　人類の諸都市を焼きはらう『焔の息フアイアーブレス』。あれと同種の攻撃をリヴァイアサンも口から吐はき出せる。ただし、一度撃ったら約一〇分ほど再発射できない。

　だから、アーシャはその威力を余すところなく敵に叩たたき込むつもりだった。

　相棒がソスの左肩にかぶりついた瞬間に、撃たせたのである。

「おおおおっ!?」

　青白い熱線を零ゼロ距離から撃ち込まれて、ソスが絶叫した。

　すかさずルサールカは口を放し、ひらりと飛んで標的から距離を取る。

　ソスの左肩から胸部にかけてが大きく『Ｖ』の字に抉えぐれた。傷口から水銀色の鮮血がはじけ、噴ふん出しゆつする。

　致命傷ではないがかなりの痛打――。しかし、ソスはふっと鼻で笑った。

「手負いの身でみごとなものだ。どうやら手加減は要いらぬと見える！」

　肩を抉られ、左前肢はかろうじてつながっているという様子のソス。

　彼は右前肢だけで『矛』を一振りした。

「ハボネスの羽はトカゲどもよ。我が剣、我が鋼こう鱗りんとなるため来たれ！」

　ラプトル――竜りゆう族ぞく小型種の召喚だった。

　頭上の星空より、幾十もの光が流星雨さながらに舞い降りてくる。

　三〇体近くいそうなラプトルの群れ。見なれた鋼はがね色の竜たちだ。個の力はたいしたことはない。だが、ソスと戦いながら、この数をさばくのは――。

　おまけにラプトル二体が群れをはなれ、早くもルサールカの方へ飛んでくる！

　そのとき、アーシャは聞き覚えのある声が命じるのを聞いた。

「悪あく路ろ王おう！　あの連中を蹴け散ちらして！」

　思わず視線を投げる。やはり十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめだった。晴はる臣おみが通うのと同じ高校の制服を着て、こちらに駆けよってくるところだ。

　そして、彼女の背後に顕あらわれた『∞』の印は実在化し、四し足そく獣じゆうの形となり――。

　アーシャの眼前で、白い毛皮の狐こ狼ろう型リヴァイアサンは顕現を遂げた。大蛇おろちのごとき九つの尾を背負っている。

　白き九尾の狐狼は召喚者の号令に応こたえて、宙へ跳びあがった。

　四肢をのびやかに動かし、ひらりと地を蹴けって。

　そのまま飛ひ翔しようをはじめる。翼がなくともリヴァイアサンは空を飛べるものなのだ。

　空を行く狐こ狼ろうはもう足を動かさず、天あま翔かける彗すい星せいのように直線的に飛んでいく。

　その飛翔は力強く、何より迅速だった。ほんの一〇秒足らずでルサールカのそばまで来た白き狐狼。こちらへ飛んでくるラプトル二体の前に立ちはだかる。

　次の瞬間、狐狼が背負う九尾のうち、ふたつがいきなり動いた。

　長く大きな尾がしなり、ラプトルめがけてのびる。

　そして、尾の先端は鞭むちのように小型種の顔面を殴おう打だして、ふっとばした。

　アーシャは気づいた。あの九本の尾は武器になるのだ！

　よく見れば、それぞれの尾は先端だけ毛が黒く、さらにその先には梵ぼん字じめいたルーン記号が妖あやしく明滅している。

　九尾の全すべてが白き狐狼の『角かく状じよう部ぶ位い』であるらしい。

　尾に打たれて、ラプトルの頸くびはぐきりと折れ曲がっていた。二体ともである。

　絶命したらしく、羽はトカゲどもはどちらも石化しつつ墜つい落らくしていく。

「ほう――」

　思わぬ敵の出現に、空中のソスがつぶやきをもらす。



    

  
    
      



    

  
    
      

　アーシャも驚きをあらわにして、織おり姫ひめを見つめた。彼女の『蛇へび』を新生させるには、もっと時間が必要だったはず。それなのに、なぜ？

「なんとか間に合ったみたいね。助すけっ人とに来たわよ、アーシャさん！」

　一方、十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめは持ち前の快かい活かつさで告げるのだった。
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　新しん木き場ばの再開発予定地の上空――。

　鳥の群れさながらに集まったソスひきいるラプトルたちが三〇匹近く。

　対してアーシャたちの『蛇へび』は二体のみ。

　ルサールカは大きく翼を広げながら、翼なき狐こ狼ろうはあやしい飛ひ翔しよう力りよくでふわりと空中に浮きながら、魔マ女ギたちの頭上にポジションを取っていた。

　隣にやってきた後輩へアーシャは訊たずねた。

「悪あく路ろ王おう……それがあの子の名前ですか？」

「ええ。みんなで候補をいくつか考えて、いちばんかっこいいのを選んでみたの」

　織姫の声も表情も陽性のものだった。かなり落ち着いている。

　もちろん緊張もしているらしく、すこし表情が硬い。しかし、はじめての戦闘にしては規格外の平常心だと言えた。この冷静さは一体どこから？

「戦うのも大丈夫……だと思う。どうすればいいのか、わたしにはよくわからないけど。あの子――悪路王が守ってくれてるし、まかせろって言ってるから」

「あの『蛇』が、生まれたばかりなのに!?」

　後輩の申告に、アーシャは驚くと同時に納得した。

『蛇』の加護は動揺や恐怖心からも、ある程度なら魔女を守ってくれるもの。だが、織姫はまだ一日程度のキャリアしかないはず。ここまでの加護を『蛇』から得るには、第三階かい梯ていクラスの力が必要なのだが――。

　アーシャはフッと微笑ほほえんで、この疑問を忘れることにした。

　今、重要なのは頼りにできそうな救援が来てくれたという一点のみなのだ。

「さっそくですが、当てにさせていただきます。いいですね？」

「ええ。こういうのはじめてだから、どこまで力になれるかはわからないけど……何でも言って。がんばってみるわ！」

　率直に不安を訴うつたえつつも、前向きな誠意と熱意を示す。

　織姫らしい素直な返答にうなずいてから、アーシャは指示を出した。

「もし可能なら『蛇』の疑ぎ似じ神しん格かくを覚かく醒せいさせて、ラプトルたちを薙なぎ払はらってください。無理でしたら私のルサールカに――」

「ううん、大丈夫。悪路王がすごいやる気になってる！」

　上空のラプトル群をにらみながらの問答。

　打てば響くようなレスポンスのよさに、アーシャは大きくうなずいた。織おり姫ひめはよく『蛇へび』と同調し、濃密なパートナーシップを築きつつあるようだ。

　そして、悪あく路ろ王おう――。

　その大蛇おろちのような九尾の先がいきなり燃えはじめた。

　九尾それぞれの先端に、火の玉が忽こつ然ぜんと生まれたのである。赤々と燃える焔ほのお。もうまちがいない。悪路王は《火》の疑ぎ似じ神しん格かくを持つリヴァイアサンなのだ！

　次の瞬間、九つの火の玉がやにわに膨張した。

　ひとつひとつが悪路王と同じほどの大きさにまで成長し、飛んでいったのである。

　ラプトル数十匹の群れめがけて、まるで流星のような速さで。

　暴走機関車がレールに迷いこんだ羊をひき殺すように、九つの火の玉は進行方向にいるラプトルどもを次々とひいていった。

　ひかれたラプトルの全身はあっけなく燃え上がり、焔につつまれた。

　そのまま灼やかれながら石化し、地上に墜つい落らくしていく。

　死んだのだ。火の玉たちは一匹葬ほうむった程度ではまったく満足せず、次から次へと獲物を求めて飛ひ翔しようを続ける。スピード、威力、さらに自動追尾の性質と、申し分のない魔術攻撃だった。

　見とどけたアーシャはおもむろに告げた。彼女自身の相棒へ。

「ルサールカ！　私たちの相手はもちろん――！」

　キュアアアァァァアアッ！

　アーシャの声に応こたえて、蒼あおきワイバーンは飛翔する。

　もちろんラーク・アル・ソスへ。青銅ブロンズ竜りゆうは爬は虫ちゆう類るいの口を開け、呪じゆ文もんを唱となえていた。

「ルルク・ソウンの秘ひ文も字じよ。灼熱の列ならびを示せ！」

　ソスの頭上に顕あらわれたのは、《火》のルーンを示す配列だった。

　焔の威力を高める魔術なのだ。だが、アーシャとルサールカにも備えはある。

「ルサールカ、疑似神格を《水》に変更！」

　今夜、相棒に術を使わせるのはこれで三度目。

　蒼きワイバーンの体からは、細かな塵ちりのようなものがパラパラ落ちつづけている。

　肉体の崩ほう壊かいがあいかわらず進行中なのだ。術を使わせれば、この崩壊がさらに速まり、進んでしまう。だが、それでもやらなければ！

「あなた自身も『聖なる水』に変わりなさい！」

「燃もえ殻がらとなるがいい、“〝まがいもの”〟よ！」

　ルサールカの巨きよ躯くは淡い蒼色をしている。この蒼がさらに淡くなり、透明な水のごとく色が透きとおった瞬間、ソスは青白い焔を吐はき出した。

　この前の夜とは比較にならない火力――。

　いくらルサールカでも、直撃を受けたら耐たえきれまい。

　しかし、今回。この劫ごう火かを真正面から浴びても、ルサールカはほとんどダメージを受けなかった。すこし体が気化して水蒸気となった程度で済ませられた。

「む!?」

　ソスはつぶやきざま、『矛ほこ』を突き込んできた。

　これにもルサールカは抉えぐられた。心臓のあたりをざっくりと深く、『矛』の穂先で貫かれたのである。だが、やはり無傷で済んだ。

　というのも、今ソスが刺したルサールカの肉体は『聖水』と化しているからだ。

　鱗うろこと肉、骨から成る『蛇へび』の肉体を、ルサールカの輪郭を持つ液体のかたまりに《聖水の恩おん寵ちよう》で変質させたのである。

　それも只ただの液体ではなく、邪悪な竜りゆうの焔ほのおを鎮火させる『聖なる水』へ――。

　今、ソスが繰りだした攻撃も、言うなれば水中に『矛』を突きいれただけなのだ。

　どれだけパワーがあっても、これで水が破壊されることはない。

　ソスとの一騎打ちに割って入るラプトルがいたとしても、聖水化状態なら一切ダメージを受けずにすむ。無視すればいいだけだ。

　しかも、水と化した方には攻撃手段がないわけではなかった。

「ルサールカ！」

　アーシャの指示で、ルサールカが一気に加速した。

　聖水化したままソスに突っこんでいく。体当たりである。大量の水が超高速でぶつかっていけば、その水圧はかなりの威力だ。

「ぐおっ!?」

　さっきのように《盾》も間に合わず、直撃を受けてソスは大きくのけぞる。

　しかし、たいしたダメージにはならなかったようだ。竜族はうそぶく。

「ふふふふ。死にかけた体でよく戦うものだな……」

　聖水化して透きとおったルサールカを鋭くにらんでいる。

　そして、ソスは『矛』をヒュッと軽く振った。武器として役に立たないことはもうわかっている。だが、本来の用途――魔導の杖つえとしてはべつだ。

「ルルク・ソウンの秘ひ文も字じよ。見えざる手を我がものに！」

　ソスの頭上に五つのルーン文字が顕あらわれ、青い輝きを放つ。

　この文字と配列は《念動力》の魔術記号ルーンだった。そして、ソスが持つ『矛』の穂先から念力の波動がほとばしり、さざ波のようにルサールカへ押しよせる！

　キュアアアァァァアアッ!?

　ルサールカが驚きよう愕がくした。液体と化し、物理攻撃の影響を受けなくなった。

　だが今、謎なぞの引力にひっぱられ、ルサールカの巨体はソスのもとへと引きよせられていこうとしている！　それゆえに『蛇へび』は啼ないたのだ。

「ルサールカ！」

　とっさにアーシャは指示した。加速と飛ひ翔しようを――。

　聖水化した状態で、蒼あおきワイバーンはあらぬ方向へ飛翔を開始した。その速度は今までの比ではない。決壊した堤防から水が流れ出るように、ルサールカは飛び出した。

　おかげで念力の波動を逃れられて、アーシャの相棒は自由の身となった。

　だが、いつまで避けつづけられるだろう？

《念動力》のルーンは依然として、ソスの頭上で輝いたままだった。

　第五階かい梯ていの魔マ女ギであるアーシャは一日に五回、疑ぎ似じ神しん格かくの行使を命じられる。この使用回数は、明日の夜が来るまで回復しない。

　今夜はもう三回も神格を使わせている。そして、盟めい約やく者しやとして予感していた。

　おそらく四回目か五回目を使わせた瞬間、ルサールカの肉体崩ほう壊かいは一気に加速し、あっけなく絶命するだろう。

　相棒の命と等価の切り札――。使いどころをまちがってはならない。

　ここからが真の正念場。アーシャは深く息を吸いこんだ。



　一方、すこし時間はさかのぼる――。

　旧東京租そ借しやく地ちから新しん木き場ば付近に車で移動してきたハルと織おり姫ひめ。《S.A.U.R.U.サウル》メンバーということで、交通規制の検問も問題なく通してもらえた。遠くの空では、ルサールカとソスがついに戦いをはじめていた。

　そして、そちらをめざして駆けていく織姫をハルは見送ったのだ。

（あの娘むすめには悪あく路ろ王おうもついている。あやつ、仕上げた妾わらわが言うのもなんだが、なかなかの出来物だぞ。そうかんたんに巫み女こを死なせはすまい）

「と言われても、僕にはそのあたりの見当はつかないからなあ……」

　姿を見せず、ささやき声だけの火ひ之の迦か具ぐ土づちにハルは答えた。

　ちなみに、命名『悪路王』はドラゴンの亡霊が出したアイデアのひとつだ。

「ところでさ。不親切な背後霊のあんたは、ここからまったく当てにできないってことでいいのか？　手伝う気があるなら、ボランティアしてくれてもいいんだけど」

（バカを言うな。他人の面倒を見る前に自分ひとりを可愛かわいがりたい口だぞ、妾は）

「わかりやすくて、いい答えだ。ここからはひとりでどうにかしてみるよ」

　火之迦具土がマメなのは『取引』のときだけらしい。

　その身勝手さがむしろ彼女らしく思えて、ハルはうなずいた。

（だが小僧……。手伝いが必要なら、さっき別れる前に巫女を口く説どき、眷属としておく手もあったはずだが？）

「口く説どく……？」

（うむ。それとも、まだ気づいていないのか？）

　ハルは眉まゆをひそめた。この自称悪魔は、また思わせぶりなことを言う……。

（ふふ。あれだけの魔力が動き、蛇へびが生まれ落ちる瞬間に立ち会ったのだ。おまえにとってもいい刺激になったはずなのだがな）

「うるさい。適当なことしか言わないつもりなら、黙っててくれよ」

　ハルは走りはじめた。織おり姫ひめとはべつの方角へ。

　ソスの狙ねらいは春はる賀が晴はる臣おみなのだという。そのためにソスは妙な魔術で小モノリスを造り、織姫の従姉妹いとことその『蛇』を捕らえたのだという。

　もちろん火ひ之の迦か具ぐ土づちの言うことだから、全すべて真実かは疑わしい。

　だが、それでも。喉のどにひっかかった魚の小骨より遙はるかに不快であることはたしかで、しかも自分より歳とし下したの女の子が犠牲になっているのなら――。

「あんな近くでアーシャたちが戦ってるんだぞ。『館やかた』の方だって、いつ巻きぞえになって壊されるか、わかったもんじゃない……」

　すこし向こうの空に視線を向ければ、ソスとルサールカの空中戦が目に入る。

　ルサールカは《月》の疑ぎ似じ神しん格かくまで駆使して、まさに総力戦だ。『館』が妙なことになってしまう前に、なかの女の子を救い出したい。

　ソスと戦うことはできなくとも、せめてこれくらいしなくては――。



　どうにか『館』のエントランスに到着できて、ハルは大きく息を吐はき出した。

「我ながら、よく生きてるもんだなあ……」

　安あん堵ど・諦てい念ねん・驚きよう嘆たん。それらが複雑に入りまじった末のため息である。

　今の道中。『館』まであと約一キロというあたりから、やけに空気を冷たく感じ、肌がピリピリするようになった。

　春だというのに、真冬の寒冷地じみた寒さだった。《死の呪じゆ詛そ》がはびこる勢力範囲に入ったせいである。しかも、自衛隊や警察関係者の冷たくなった体まで、ときどき発見するようになり――。

　だというのに、無事に『館』までたどり着けた。

　寒さが耐たえがたくなり、このままでは自分も冷たくなって道端に横たわる運命だと確信した瞬間、ハルは『死んでたまるか』と歯を食いしばったのだ。

　その直後から、冷気をまったく感じなくなった。

　自分の非常識な頑がん丈じようさ（？）は、ドラゴン上位種の魔術に打ち勝てるらしい。

　とはいえ、はっきりした保証のないまま死地に突入するのは、かなり神経をすりへらすチャレンジであった。

（なあ小僧。おまえ、ひねくれている割にお人ひと好よしだと言われることはないか？　命の保証もないまま見ず知らずの娘むすめを助けるため、よくもまあここまで――）

「いいから黙っててくれよ……」

（ふふ、これでも誉ほめているのだぞ。男はすこし間抜けな方が、可愛かわいげがあっていい）

　確信犯で情報をぼかしたであろう自称悪魔は、くすくす笑っていた。

　貧びん乏ぼうくじをひきやすい性格だと、一応の自覚はある。ハルは眉まゆをひそめつつ『館やかた』へ入っていった。

　館内を歩きながら、懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出す。

　父の形見ではないが、『時計仕掛けの魔術師クロツクワーク・マギ』だ。

《高温感知》の魔術を使った。死の魔力が満ちる館内。一定以上の温度を持つ物体はかぎられてくる。たとえば、ハルのように生きた人間とか。

　懐中時計の鎖を持って、手から下げたまま館内を進んでいく。

　一階、二階は無反応。三階で時計がぶらぶら揺れはじめた。

　とあるドアの前で、特に揺れが大きくなる。ここに高温の何かがあるようだ。

　ノブに手をかける。鍵かぎはかかっていない。ドアを開けてみた。

　寝室だった。ベッドがあり、机やタンスもある。全体に調度類はどれも高級品で、きれいに掃除と整せい頓とんも行き届き、ハルなどにはかえって居心地悪そうな部屋だった。

　おそらく、この『館』をあずかる魔マ女ギの個室ではないか。

　部屋の高級志向から、ハルはそう予測をつけた。そして、ベッドの上をなんとなく眺めて――びっくりした。

「本当に天使みたいな子だったんだな……」

　天使と見まごうほど、可か憐れんで清らかそうな美少女。

　織おり姫ひめに写真で見せられた魔女がベッドに横たわり、眠っていたのである。



　　　　４



　すやすやと寝息を立てる少女。たしか名前は白しら坂さか羽は純ずみだ。

　胡こ月げつ学園中等部の制服を身につけている。枕まくら元もとにハルが立っても起きる気配はない。強めに肩を揺すってみたが、やはり無反応。

「眠っている……いや、眠らされているのか？」

　ソスに眠りの魔術をかけられたのではないか。

　推測したハルは『商売道具』入りのウェストバッグを探った。かければ魔術的視覚を得られる片眼鏡モノクルで確認しようとしたのだが――。

　取り出す前にやめた。

　仰あお向むけになって眠る白しら坂さか羽は純ずみ。その全身を白く淡い光がつつみこんでいる。

　これは魔力の輝きだった。今まで見えなかったのに、急に視認できるようになった。

「僕が視る気になったから、魔術的視覚が発現したわけか……」

　特異体質のネタはまだ尽きないらしい。ハルはしみじみとつぶやいた。

「でも、腕力だけで『眠り姫』を連れ出すのはちょっときついな。どこかにストレッチャーでもあればいいんだけど」

　ドラゴン上位種がかけた魔術の眠り。ハルごときに《解かい呪じゆ》は不可能だ。

　しかし、家や捜さがしする時間も惜しい。それに目の前の美少女は小柄で、すばらしく軽そうでもある。あきらめて、おんぶして運びだそうとしたときだった。

（なぜ、起こせないと思う？）

　不意に火ひ之の迦か具ぐ土づちのささやき声がした。

（おまえが呼べば、必ず巫み女この――蛇へびの贄にえたる乙女おとめの心には届くだろうさ）

「…………」

　根こん拠きよ薄弱な言いぐさへの反論はいくつも考えついたのだが。

　しかし、『こういうことか？』とイメージを思い描ける自分にも気づいていた。

　火之迦具土に言われてハルも感じたのだ。たしかにむずかしくはなさそうだと――。

　繊細にととのった少女の面差しをじっと見つめる。

　彼女は『竜りゆう』、もしくはその近似種と命を共にする存在。ならば、必ず届く。

　自分は――自分たちこそが竜の種族にとって天敵であり、暴君であり、憎ぞう悪おの的であり、畏い怖ふと忠誠と叛はん逆ぎやくの対象なのだから。

　竜の系けい譜ふにつらなる娘むすめである以上、無視されることは絶対にない――。

　訳のわからない確信に突き動かされて、ハルはそっと手をのばした。少女の頬ほおを撫なでる。そして、いっしょに心を撫でる。

「君……起きられる、か？」

　呼びかけた瞬間、少女がぱちりと目を開けた。あわてて手をひっこめる。

　寝起きの魔マ女ギはしばらく寝ぼけまなこでボーッとしていた。そして、ベッドサイドに見知らぬ男がいるのをぼんやりと見て、そのまま十数秒。

　不意に短く悲鳴をあげた。

「きゃあっ」

「えーと。僕はあやしい者じゃないよ」

（乙女の寝しん所じよに忍び入り、しどけない寝姿を観賞しておいて、世よ迷まい言ごとを……）

　火之迦具土のささやき声、今回ばかりは正論であった。

　しかし、うかつにも今さら気づいたハルはできるだけ人畜無害をよそおい、柄がらにもなく『頼りになるお兄さん』風に歳とし下したの魔マ女ギへうなずきかける。

　幸い、火ひ之の迦か具ぐ土づちの声は少女――白しら坂さか羽は純ずみには聞こえていなかったらしい。

「は、はい。大声を出して、すいません。ところで、わたしはどうしてここに……たしか中庭にいて、それから……変身したドラゴンと会って」

「うん。君はソス、その上位種につかまってたんだよ」

　眠らされる前のことを思い出したらしい羽純に、ハルは言った。

「僕は君の従姉妹いとこ、十じゆう條じよう地じさんの……知り合いだ。春はる賀がっていう」

「おうかがいしたことがあります」

　安心＆信用させるため織おり姫ひめの名を出すと、羽純は居ずまいを正した。

　ベッドの上できちんと正座して、従姉妹の知人を見つめる。そのまっすぐな視線にさらされて、ハルはたじろいだ。

　写真以上に目力が強くて、思わず引きこまれそうになったのだ。

「《S.A.U.R.U.サウル》の方で、織姫姉さまの新しいお友達だと」

　意識して避けた肩書きを、向こうが口にする形となった。

　否ひ定ていは――しなかった。なんとなく否定できる理由がないように思えたのだ。

「十條地は今、取り込み中でね。僕が様子を見にきたんだ」

「そうでしたか……。ところで春賀さん。ひとつ、お訊たずねしてよろしいですか？」

　白坂羽純は、どうやら割といい家の箱入り娘むすめらしい。

　しっかりとした、丁寧な言葉遣いである。だが、どこかおっとりとした口調で、親しみやすさを感じさせてくれた。

「この館やかたのなか、ふつうの方にはとても危険なはずですけど、どうして……？」

　館内はあいかわらず《死》の呪のろいが充満中だ。

　ハルの魔術的視覚には、この致死の魔力が毒々しい銀色の鱗りん粉ぷんとして空気中を舞っているように見える。魔女の羽純にも同じものが認識できるはず。

　だというのに、どうして無事なのか？　当然の疑問にハルは答えた。

「かんたんに言うと、ちょっとした特異体質だよ」

「特異体質!?」

「こいつを活いかして、人知れず覆ふく面めんヒーローとして活動する予定はないんだけどさ。予定は未定だから、まだ秘密にしておこうと思うんだ。協力してもらえると助かる」

「はあ」

　くわしく語る意欲も時間もないので、ごまかそうとしたのである。

　羽純は不可解そうに首をかしげている。が、疑問を口にしようとはしない。どうやら従姉妹とちがい、おとなしくてひかえめな性格のようだ。

　これ幸いと、ハルは都合の悪い会話を打ち切ろうとしたのだが。

「そうですか。不思議なこともあるんですね……」

　感じ入った面持ちで羽は純ずみはつぶやき、じっとハルの顔を見つめる。

　やはり目力が強かった。心にやましいところがあるせいか、目をそらせない。しかも、いきなり羽純がくすっと微笑ほほえんだので、ハルはどきりとした。

「ど、どうしたんだい？」

「あ、いえ。なんだか面おも白しろそうなお話なので、よろしかったら今度ゆっくり事情を聞かせていただけたら、うれしいなと思って……」

　淡く微笑みながら、おっとりと羽純は言った。

　織おり姫ひめも『お姫さま』っぽい少女だが、従姉妹いとこも負けず劣らずらしい。

　羽純のおっとりした素直さとマイペースぶり、『深しん窓そう育ちの姫君』と呼ぶにふさわしいものだった。しかも、その笑顔は『無む垢く』と呼びたくなる清らかさと明るさを併せもっていて――。

　思わずハルが毒気を抜かれた瞬間だった。

　ゴオオオオォォォォォオオオンンンンッ！

　外、それも頭上から爆音が聞こえてきた。近くで爆発が起きたようだ。

　羽純と顔を見合わせ、ふたりそろってバルコニーへ出る。

「ドラゴンたちがあんなに!?　それに『蛇へび』が二体も……」

「十じゆう條じよう地じとアーシャ――僕の友達のリヴァイアサンだ！　君を捕らえた上位種と戦ってるんだよ。でも、ちょっと苦しそうだな……」

　再開発予定地の夜空は、今や竜りゆうと蛇が相打つ戦場だった。

　三〇匹はいそうなラプトルの群れ。

　これを追い散らすのは九尾の狐こ狼ろう・悪あく路ろ王おう。織姫のリヴァイアサンは巨大な焔ほのおの玉を九つも操りながら、夜空を東へ西へと縦横無尽に飛びまわっていた。

　悪路王はラプトルのそばを駆け抜けるたび、角かく状じよう部ぶ位いで打撃をしかけた。

　九尾を鞭むちのようにしならせて、ラプトルたちの顔面や胸部をしたたかに打ちのめしたのである。さらに四肢の爪で引き裂いたり、狼おおかみめいた顎あごで噛かみついたりもした。

　結果、悪路王か九の焔のどれかが動くたび――。

　ラプトルの群れは着実に数を減らしていくのだった。圧倒的である。

　しかし、問題はルサールカ。ソスと一騎打ちする蒼あおきワイバーンの方だ。

　今は『蛇』の肉体を聖水化して、焔と物理攻撃を無効化中だった。

　だが、『矛ほこ』を持つソスの頭上――。

　五つのルーン文字が燦さん然ぜんと青い輝きを放っている。これも特異体質なのだろうか。ハルは見ただけでルーンの性質を看破した。

「《念動力》の魔術記号か！」

　ソスは見えざる手ともいうべき念力を飛ばし、ルサールカを掴つかまえようとしていた。

　回避できない状態にしてから、聖水化を《解かい呪じゆ》するつもりなのだろう。

「あ、あれは上位種のドラゴンだけが使える魔法なんですよね……？」

　羽は純ずみに訊きかれて、ハルはうなずいた。

「ああ。『ルルク・ソウンの秘ひ文も字じ』ってやつだよ。上位種どもはたくさんの術を知ってるらしいけど、魔力への耐性が強いリヴァイアサンにはあれしか通じないんだ」

　相手がその手の知識にうといと気づいて、説明する。

　そういえば、魔術を使う上位種の出現率が東アジアは比較的低かった。

　こういう知識に自然と縁遠くなるのかもしれない。

「ルルク・ソウンの秘文字と『蛇へび』たちの疑ぎ似じ神しん格かくは威力の面では同等だけど――使える回数がちがう。アーシャは第五階かい梯ていだから、五回まで神格を使える。でも、上位種のやつらはもうすこし多めに秘文字を使えるらしいから……」

　さらにハルは気づいた。

　戦場となった埋うめ立たて地ちにあったはずの小モノリスがいつのまにか消えている！

「あ――水み無な月づき!?」

　羽純が叫んだので、ハルは彼女の視線を目で追った。

　埋立地の一角に竜りゆう蛇だ型リヴァイアサン・水無月が横たわっている。しかも、火ひ之の迦か具ぐ土づちが言った『血を吸い出す』魔術の影響か、ぴくりとも動かない。

「実体があるってことは、まだ死んでないよな!?」

「は、はい。でも、すごく弱っています。実在化を解といてあげないと……！」

　羽純は心配そうに言うと、胸の前で両手を祈るように組み合わせた。

　そして目をつぶり、やさしい声でささやきかける。

「もう苦しまなくても大丈夫だから……ここから早く逃げて！」

　数百メートル先で横たわっていた竜蛇は、パートナーの祈りに応こたえた。

　光の粒子となって雲散霧消し、地上から消えうせたのである。羽純は目を開けて水無月の退場を確認し、安あん堵どの吐息をもらした。

　――魔マ女ギが命じれば、すぐにリヴァイアサンは消えうせる。

　ソスはこれを恐れて、羽純を眠らせたのだろう。

　彼女が殺されなかったのは、盟めい約やく者しやが死ねばリヴァイアサンも死ぬからだ。そして、魔女ごときの命に興味がなかったから――。

「あいつが水無月の『血』とかを利用するつもりだったおかげか……」

　ハルがつぶやいたときだった。

　聖水化して飛びまわるルサールカを狙ねらっていたソス。

　だが、ブロンズ色のドラゴン上位種は不意に戦いへの興味を失ったかのように、蒼あおきワイバーンに背を向け、こちらへ――『館やかた』の方へ飛んできたのである！

　そうか。ハルは気づいた。

『蛇へび』を消せるのはパートナーの特権。では、誰だれが羽は純ずみの眠りを解といたのか――。

　水み無な月づきの消失がソスに“〝お目当て”〟の到着を悟らせたにちがいない。案の定、『館』の敷地に降り立った旧知のドラゴンはこのバルコニーを見すえていた。

「ど、ドラゴン……！」

　隣にいた羽純が息を呑のみ、恐怖で身をすくませる。

　ハルは前へ出て、彼女を背のうしろにかばった。いや、もちろん自分よりも魔マ女ギである羽純の方が一〇〇万倍は強いと承知していたが。このかよわげな少女は強きよう靱じん無む比ひな幼おさななじみとは全然ちがうのだ。

　ここで羽純の背に隠れるわけにもいかないではないか。

　やけくそ気味に意を決したハルへ、ソスは興奮気味に語りかけてきた。

「我が眠りの棺ひつぎより、巫み女こを呼び起こす――。やはり御おん身みであったか、僭主テユラノスよ」

「人を勝手に、変な肩書きで呼ばないでくれよ……」

「かりそめとはいえ、屠と竜りゆうの弓を得た者への敬意と思っていただこう。先にあの“〝まがいもの”〟らを征服し、あやつらの血も吸い尽くしてから――とも考えていたが。再戦を約した両名がここにそろった以上、いたずらに決戦をのばすのも無ぶ粋すいというものだな……」

　くくく、とソスはほくそ笑んだ。

「雌めす竜りゆうの血より起こした焔ほのおを浴びて、我が心しん金がねは最大限に昂たかぶっている。屠と竜りゆう之の技わざを模も倣ほうすることも今ならばかなおう……。ふふ、ここで私も竜りゆう弑ごろしとなり、御身に挑むが天命と見た！」

　クオオオォォオオッ！

　咆ほう哮こうと共に白き狐こ狼ろうが天あま翔かけてきた。悪あく路ろ王おうである。

　見れば、夜空にひしめいていたラプトルたちは全滅という状況だった。この一帯に広がる再開発予定の空き地には、石化した小型竜の骸むくろが散乱している。

　悪路王に撃墜され、あちこちに墜おちていったのだ。

　雑ざ魚この群れを蹴け散ちらしたあとはいよいよ大将首――とばかりに、悪路王は背後からソスに飛びかかっていった。

　俊敏な狼おおかみめいた動きで、ソスの喉のど笛ぶえにかぶりつこうとする。

　ソスは獣の反応速度で『矛ほこ』を横に振るった。鋭い穂先が悪路王の横腹を斬きり裂く。

　この一撃で悪路王の巨きよ躯くは吹き飛ばされ、襲撃は失敗に終わった。

　だが、狐狼の毛皮はドラゴンの鱗うろこにも負けない強靱さらしく、『矛』の傷はさほど深くはない。悪路王はダメージを感じさせない軽快さでふたたび飛行をはじめた。

　狼めいた鋭い瞳ひとみが再襲撃の意志を明らかにしている。

　しかし、その雄姿を当の攻撃目標は脅きよう威いと見なしていなかった。

「無ぶ粋すいだぞ、“〝まがいもの”〟よ。これよりは暴君に挑む、我が叛はん逆ぎやくのはじまり。竜りゆうの種族にとっては最も尊き聖戦。邪魔をいたすな！」

　傲ごう然ぜんと吠ほえた瞬間、ソスの全身が燃えはじめた。

　ブロンズドラゴンである彼の巨体が白い――白金色の焔ほのおにつつまれたのである。

　ハルにとっては見覚えのある焔だった。数日前、東京駅構内でハルを救った火ひ之の迦か具ぐ土づちの骸むくろ――あれがまとった焔と同じものであった。
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「アーシャさん、あのドラゴンどうなっているの!?」

「わかりませんっ。あんな現象を見るのは、私もはじめてです！」

　いきなり飛び去ったソスを追って、織おり姫ひめと共にアーシャは走る。

　先行させた悪あく路ろ王おうが『館やかた』のそばでドラゴン上位種に襲いかかった直後、ラーク・アル・ソスの全身が白金色に燃えはじめたのだ。

　溶よう鉱こう炉ろで灼やかれる鋼鉄のように白熱しながら、彼は空へ浮き上がる。

　しかも、手にする魔導の杖つえもいっしょに燃えていた。

「天上に輝くルルク・ソウンの聖霊よ。秘ひ文も字じのなかの秘文字よ。我、ラーク・アル・ソスに竜りゆう弑ごろしの刃やいばを授けたまえ！」

　ソスの唱となえる口こう訣けつ――呪じゆ文もんだった。すると、白金の焔に灼かれる魔導の杖は『巨大な剣』へと変へん貌ぼうを遂げていった。

　それは幅広で直ちよく刃ば、鉈なたのように刃が厚い大剣だった。

　無骨な造りである。しかし、刀身にはルルク・ソウンのルーン記号が十数個も見み栄ばえよく刻まれて、異文化の工芸品めいた雰囲気を宿していた。

「り、竜弑し……？」

　ソスが行使した不可解な魔術に圧倒されながらも、アーシャたちは『館』近くにやってきた。すかさず織姫が叫ぶ。

「悪路王！　さっきの魔法、もう一度できる!?」

　クオオオォォオオッ！　狐こ狼ろうの咆ほう哮こうが力強く応こたえた。

　織姫は早くも『蛇へび』のあつかいになれてきたらしい。大蛇おろちのような九尾の先が燃えはじめる。それぞれの尾より焔の玉を放つ《火》の疑ぎ似じ神しん格かくだった。

　これがふたたび、今度はソスめがけて放たれたのだが――。

「ええっ!?」

　織姫が驚きよう愕がくした。百戦錬磨のアーシャも同じだった。

　九つも飛んでくる焔ほのおの玉に対して、ソスはまったくの無防備だったのである。疑ぎ似じ神しん格かくにはいつも防御のルーンを展開し、周到に身を守っていたというのに。

　そして、直撃した九つの焔は――白熱したソスに傷ひとつ付けられなかった。

　悠ゆう々ゆうと空を舞うブロンズドラゴンは身じろぎひとつしない。悪あく路ろ王おうの魔術攻撃をそよ風程度にしか感じなかったのだろう。

「邪魔をするなと、すでに言っておいたな」

　ソスは手にした『剣』の切っ先を悪路王に向けた。

　その瞬間、今にも飛びかかろうとしていた悪路王の動きが止まった。

「悪路王!?　動いて！　攻撃しなくてもいいから、せめてあの剣を避よけないと！」

　織おり姫ひめが心配そうに呼びかける。だが彼女の『蛇へび』は応こたえない。

　ソスはばさりと翼を広げ、飛ひ翔しようをはじめた。悪路王に向かって一直線に。

「くくく。“〝まがいもの”〟ごときが天敵たる竜りゆう弑ごろしの威いに刃向かえるわけもなし。ここで骸むくろをさらすがいい」

　白熱化したソスが無造作に『剣』を突き込んでいく。

　悪路王は防御を一切しようとはしなかった。まるで王に挑んで戦い敗れ、かつての主あるじにひれ伏した謀む反ほん人にんのように。織姫が「悪路王!?」と叫ぶ。

　また、アーシャは新たな事実に気づいて愕がく然ぜんとした。

　さっきルサールカが抉えぐったソスの左肩、もとどおりに治っている！

　これも白熱化の恩おん恵けいなのか。いずれにしても、このままでは悪路王が死ぬ。

「ルサールカ！」

　アーシャは聖水化した相棒を飛翔させ、突っこませた。

　悪路王めがけて、である。水圧の力で白き狐こ狼ろうを吹っ飛ばす。ソスの『剣』から遠ざけるための緊急措置だった。代わりにルサールカが『剣』に貫かれたが、物理攻撃だから問題ない、はず――。

　キュアアアァァァアアアアンンンンッ！

　ルサールカの咆ほう哮こうは断末魔の叫びにも似ていた。

　ソスの『剣』に貫かれた瞬間、蒼あおきワイバーンの聖水化はあっけなく解とけ、実体にもどり、串くし刺ざしにされた状態となり、力のかぎり絶叫して苦く悶もんを訴うつたえたのである。

　あの『剣』は聖水すら断たち切る神威を宿しているというのか――。

　愕然としたアーシャの前で、『剣』が抜かれる。

　すぐにルサールカの巨きよ躯くは墜つい落らくしていった。飛ぶ力などないのだ。

　相棒の失しつ墜ついを目まの当あたりにして、アーシャは一瞬だけ大きく目を見ひらいた。

「アーシャさ――！」

「織姫さん！　悪路王はまだ神格を使うことができますか!?」

　動揺と申し訳なさで取り乱しそうな織おり姫ひめの声をさえぎって、アーシャは訊たずねた。

「う、うん。あと一回だけなら大丈夫みたい……」

「予想どおりですが……とても新人とは思えない力ですね」

　やはり、織姫は第三階かい梯ていクラスの力を持っていた。アーシャは大きくうなずいた。

「なら、最後の疑ぎ似じ神しん格かくは直接攻撃ではない形で使う方がいいでしょうね」

「わ、わかった。それで、アーシャさんの『蛇へび』は……？」

「まだ――死んではいないようです。ただ、人間でいうと意識がだいぶ朦もう朧ろうとしているみたいで……私が呼んでも応こたえてくれません」

　ルサールカとの霊的結合は、まだ断たたれていない。

　相棒が生きている証明だった。だが、アーシャがどれだけ念を送っても、まったくいらえがない。明らかに非常事態だった。

　すると、織姫が顔をひきしめ、おもむろに言った。

「だったらアーシャさん。わたし、しばらくひとりでがんばってみるわ。そんなに長くは保もたせられないかもしれないけど。でも、その間にあの子……ルサールカの状態をたしかめてきて！」

　後輩の気遣いに、アーシャはすばやく考えを巡らせた。織姫に指示をあたえて、戦いをバックアップするつもりだった。だが、ルサールカのそばに行くことができれば。

　最期さいごの力を引きだして、疑似神格の行使を命じられるかもしれない。

　それに、何より――。

「まかせても……いいんですか？」

「ええ。わたしには悪あく路ろ王おうがいるもの。それと同じよ。ルサールカが死にかけているなら、あの子にはアーシャさんがついていなくちゃ！」

「ありがとうございます！」

　ひとりでは戦えないなどと言わない。十じゆう條じよう地じ織姫は芯しんのしっかりした少女なのだ。

　後輩のそういう面をむしろ異様な早熟ぶり以上に評価しつつ――

　アーシャは駆け出した。すこし前に《跳躍力強化》で向上させた身軽さのおかげで、メダリスト級のスプリンターめいた速さである。さっきはこの魔術を使えない織姫に合わせて、ふつうに走った。だが、今は全力で全速だ。

　アーシャは走った。

　相棒の蒼あおきワイバーンが墜おちていった場所へ。

「ルサールカ！　おねがい、私の声に応えて！」

　織姫のそばにいる間は『先輩』として、冷静に振る舞う必要があった。

　だが、もうその必要はない。瀕ひん死しの相棒へ必死に呼びかけるアーシャだった。



　いきなりソスがまとった白金色の焔ほのお。

　その火の粉が空から降ってきた。これがバルコニーに落ちて燃えはじめる。

　ハルと羽は純ずみはあわてて『館やかた』の外へ向かうことにした。ソスの注意が悪あく路ろ王おうへ向いたおかげもあって、ふたりは無事に一階のエントランスを出ることがかなったのだが。

「ルサールカがやられた!?」

　外に出てすぐ、ハルは叫んだ。

　ソスの『剣』で貫かれ、墜つい落らくしていく飛竜ワイバーンの姿を見たのだ。拳こぶしをぐっと握りこむ。幼おさななじみの『蛇へび』だ。世界でいちばん身近な『蛇』だといってもいい。その最期さいごをこんな形で見とどけることになるとは――。

　ルサールカのことを想おもい、怒りが込みあげてきた直後。

「え……？」

　ハルはハッと顔を上げた。呼び声を聞いた気がした。

　傷ついた獣がパートナーを求める声だ。しかし、それはとても弱々しく、相手にとどいているとは思えない……。

　いや待て。そんなものがどうして春はる賀が晴はる臣おみには聞こえるのだ？

　しかし、ハルはさらにあることを確信した。

　――ルサールカは生きている。だが、このままでは時間の問題だろう。幼なじみの『蛇』にはさらなる力が必要なのだ。迫りくる死に抗あらがう力。ソスという大敵を滅ぼす力。命を共にするパートナーを守護する力――。

「あの、春賀さん……？」

　黙りこむ従姉妹いとこの友人を心配してか、羽純が声をかけてくる。

　ハルは静かに顔を上げ、おもむろに言った。

「悪い。ここからはひとりで行ってくれるか。とりあえず警察や自衛隊の人たちがいそうな方向に歩いていけば、どうにかなるはずだ」

　長く眠らされていたためか、羽純は足腰がすこし弱っていた。

　自力で歩けるものの足取りはふらついていて、ここへ来るまでの間も、ハルは何度か手や肩を貸したりしていた。

　この状態で放ほうり出すのもすこし無責任だが、仕方ない。

　ハルは割り切った。今、自分という存在が最も必要なのは、ここではないのだ。

　泣かれたりしたら困るなと思いつつ、羽純を見つめる。歳とし下したの女の子はこくりとうなずいてくれた。ハルの真剣さを見て、気を利きかせてくれたらしい。

「わ、わかりました。それで春賀さんはどちらへ……!?」

「行くところがあるんだ。ちょっと悪魔の片棒をかつぎにいってくるよ！」

　目を丸くした羽純を残して、ハルは駆け出した。

　行き先は墜つい落らくしたルサールカが横たわっている空き地――。一方、空では悪あく路ろ王おうが疑ぎ似じ神しん格かくを行使したところだった。

　焔ほのおの玉ではない。今度は『蜃しん気き楼ろう』だった。

　灼熱の砂漠に生じるという幻影。

　熱砂と熱風の向こうに、ゆらゆらと街やオアシスの姿が揺れるように――悪路王の姿を映した蜃気楼が出現したのである。それもひとつやふたつではない。

　夜空を埋めつくす悪路王の幻像は、軽く二、三〇〇はありそうだった。

　しかも、これら大量の蜃気楼は各々勝手に空を駆け、全すべてが本物の悪路王さながらの狼おおかみめいた俊敏さでソスの周囲をとびまわるのである。

『悪路王！　どれが本物かわからなくして、かんたんにやられないようにするの！』

　どこか離れたところで織おり姫ひめが出した指示を、ハルは察知した。

　耳で聞いたのではない。漠然と感じ取ったのである。

　悪路王と織姫を結びつけたのはハル。どうも、あのときに霊的な縁がいくらか彼女たちとの間に生まれた気がする。だから聞こえるのだろう。

　しかし、策の対象であるソスは――。

「僭主テユラノスよ。どうやら御おん身みも刃やいばを抜くつもりと見た」

　蜃気楼の大群を無視するだけだった。彼の視線はまっすぐ地上を向いている。

　ハルだ。ソスは今、話すのも戦うのもハルだけを対象と見なし、それ以外の一切に関心を抱いていないのだ。

「ならば、私も新たな武具を鍛きたえよう。ふふ、我が『竜りゆう弑ごろし』はあくまで模も倣ほうにすぎぬ……が、これで終わりというわけではない！」

　叫ぶなり、ソスは手にした『剣』を高々と天にかかげた。

「かりそめの秘ひ儀ぎよ、我がために屠と竜りゆうの王権を今一度示せ！」

　すると、地上で異変が起きた。

　ついさっき悪路王の疑似神格で蹴け散ちらされたラプトルたち――。全て絶命し、石の骸むくろとなって地上に落下していた。墜落時の衝撃で、ほとんどが粉々に砕け散っている。

　もはや亡なき骸がらとも言えない屍しかばねの名残がいきなり燃えはじめたのである。

　白熱したソスをつつむのと同じ、白金色の焔で！

　大量の骸は、白金色に燃えながら宙に浮かび上がった。そのまま空へ――空中にいるソスのそばにまで飛んでいく。

　直後、白金に燃える大量の砂は一瞬にして形を変えた。

　七つの巨大な『竜の頭ず蓋がい骨こつ』へと――。

　頸くびから下は存在しない。頭部だけの巨大なドラゴンの骨格標本。頭の上にソスを乗せることもできるだろう。それほどの大きさだった。この『竜の頭蓋骨』が七つもソスの周囲に顕あらわれたのである。

　まるで、王や将軍の身を警護する近衛このえ騎士、親衛隊のように！

　七つの竜りゆう頭とうはいっせいに焔ほのおを吐はき出した。

　青白い焔だった。いきなりの猛火は夜空を青く塗りつぶす。この火に灼やかれて、悪あく路ろ王おうの幻像が次々と吹き飛ばされ、消滅していった。

　夜空を埋めつくす数百の蜃しん気き楼ろう。その数がどんどん減っていく。

（己おのが眷けん属ぞくを屠と竜りゆうの軍勢に変え、将として率いるか。あやつめ、あそこまで竜りゆう弑ごろしの大法を真ま似ねるとはやるものだ。よく魔道を学んでいると見える）

　火ひ之の迦か具ぐ土づちが感心したようにささやいた。

　だが、その一方で怯ひるみを見せない少女もいた。織おり姫ひめだった。

『悪路王、ただやられるだけじゃ駄目！　あなたも動いて、偽物もどんどん動かして、全力で逃げまわって！』

　まだ一〇〇近くは残っていた悪路王の蜃気楼が俊敏に動きはじめた。

　空を駆け、飛びまわり、ソスひきいる『竜の頭ず蓋がい骨こつ』どもが吐く焔を逃れようと、必死の空中機動を行う。

　その間に、ハルはついにめざす空き地にたどり着いた。

　蒼あおきワイバーンが力なく倒れ、地に伏せるように横たわっている。

　アーシャもいた。彼女は心配そうに相棒を見つめながら、ときどき視線を上げ、空中の戦いを見守っていたのだが。

「晴はる臣おみ……どうして、どうやってここに？」

　そばまでやってきたハルを見て、アーシャが驚いた。

　あたりまえだろう。普通人コモンが立ち入れば命はない『死のエリア』なのだ。

「そこを話す時間はないから省略させてくれ。ルサールカはどうだい？」

「は、はい。もう――駄目でしょう」

　驚きよりも悲しみが勝ったのだろう。アーシャは言うとおりにしてくれた。

　ルサールカを見つめる目がわずかに潤うるんでいる。覚悟していたとはいえ、パートナーとの別れに感かん傷しよう的てきになっているようだ。

　だが、すかさずこう言うあたり、やはりアーシャだった。

「今、ルサールカとのつながりを一時的に強くしていたところです。この子はまだ神格を二回分残していますから、最期さいごにまとめて使わせます。それでソスを狙そ撃げきして……！」

　わずかに濡ぬれた瞳ひとみで、アーシャは空を見あげた。

　七つの竜頭をひきつれ、実は『蛇へび』たちをまったく眼中に入れていない上位種が暴れている。だが、今のソスはそれが許されるほど規格外の強さだった。

　そして、ハルはアーシャのもくろみを理解した。

　疑ぎ似じ神しん格かくによる魔術攻撃を二回分、まとめて使わせるつもりなのだ。神格二重発動ダブルキヤスト。おそろしく制御がむずかしい代わりに、破格の威力だと聞いている。

　アーシャなら成功の可能性はそれなりにあるらしい。

　ただし、相棒の体が万全の状態であれば、だが――。ハルは言った。

「それじゃいけない。たぶん、それでもソスにはかなわない」

「え？」

「あいつはどうもね、僕らが知ってるどんなドラゴンよりも強くなってるみたいなんだ。もしかしたらカエサル――竜りゆう王おう級の連中に匹ひつ敵てきするくらいに」

　カエサル・ドラコーニス。すなわち竜王。

　紅あかきハンニバル、黒くろの雷らい帝ていといった、上位種のなかでも極めつけの強者つわものたち。只ただ一体で地球人類の掃そう滅めつを成し遂げかねない怪物なのだという。

　この言葉を口にして、ハルはいろいろと腑ふに落ちた思いだった。

　実際、ソスも言っていた。竜王。もしかしたら、自分の特異体質はあの超生物の覇者たちと浅からぬ関係があるのかもしれない。だが、今は――

「アーシャ。いっしょにあいつを、ソスの野郎をぶちのめさないか？　ルサールカには『力』が必要だ。そして、僕にも君たちが必要なんだ！」

「は、晴はる臣おみ？」

「ルサールカと君が……アーシャが僕にはどうしても必要なんだよ！」

　片棒をかつぐとは言ったが、『悪魔的』な取引をするつもりはない。

　だから、ハルは思うところを忌き憚たんなく、脈絡なく打ち明け、アーシャに手をさしのべたのだが――。口く説どの効き目は意外なほど劇的だった。

「そ、それはつまり私が欲しい……私の全すべてを自分のものにしたい、的な意味ですか？」

「全てじゃないけど、君の大切なところを僕にゆだねて欲しいというか」

「は、晴臣！　この緊急時にバカを言わないでくださいっ。そ、そういう告白は時と場合を考えるべきですっ。非常識です。大バカです！」

　いきなりアーシャが詰めよってきた。

　小さな拳こぶしを握りしめ、今にもハルの頭をポカリと殴りかねない雰囲気だ。そういえば、子供の頃ころに口くち喧げん嘩かをしたときなど、アーシャは口よりも手を出す方だった。

　しかし、幼おさななじみは拳をひらいて、ハルの手をぎゅっと握った。

「い、今の申し込みのことは無事に帰れたら、じっくり検討します。しばらく保留させてくださいね。む、胸の奥に大切にしまいこんでおきますから……」

　頬ほおを紅く染め、目をそらしながらアーシャはささやく。

　消極的拒否の言葉。だが、ハルには確信できた。アーシャは受けいれてくれる。なぜかは不明だが、そのつもりになっている。

　羽は純ずみの『心を撫なでた』ときと同じだった。

　自分は竜りゆうの系けい譜ふにつらなる者と、心を通わせることができるのだ！

『――悪あく路ろ王おう!?』

　どこかで織おり姫ひめが叫ぶのをハルは聞いた。

　見あげれば、上空はソス一党の吐はく青い火で埋めつくされていた。

　大量の焔ほのおが荒れ狂い、夜空の闇やみも星々の輝きもほとんど見ることがかなわない。この不吉な空から、白き狐こ狼ろうが地上に落ちてくる。

　だが墜つい落らくではない。ゆっくりとではあるが、悪路王は一応飛んでいた。

　地上に到達すると、ぎこちなくはあったが着地を決め、それから倒れこむ。さっきの焔を浴びて、死にはしなかったが深ふか傷でを負ったようだ。

「見てのとおりだ！　私の方はいつはじめてもかまわんぞ！」

　七つの竜りゆう頭とうをひきいるソスが天空より言い放ってきた。

　邪魔者を一掃し、その余勢を駆って攻め込むつもりらしい。ハルはうなずいた。

「悪い。時間がないから、このままいかせてくれ！」

「え、晴はる臣おみ？　こ――この力は!?」

　アーシャを抱きよせた。彼女との結びつきをより強く感じるためだ。

　妖よう精せいめいた華きや奢しやな体は思っていたよりもやわらかな感触で、温あたたかかった。ハルの腕のなかでアーシャは顔色を変えた。

「魔力！　どうして晴臣にこんなことが――」

　熱くなったハルの右手から、膨大な量の魔力があふれ出ていた。

　見るまでもない。例の秘ひ文も字じが掌に顕あらわれているはずだ。そして、ハルとアーシャが抱き合いながら立つ足もとに、見覚えのあるルーンが光の線で描かれる。

　ルルク・ソウンの魔術記号、《弓の秘文字》であった。

　この瞬間、アーシャが顔をひきしめた。足もとの秘文字は彼女との間に構築された『魔術の絆きずな』だった。魔マ女ギとリヴァイアサンの間にあるのと、同じ絆――。

　この霊的結合がハルの意図をアーシャに呑のみこませた。

　ソスを撃つ。そのためにルサールカへ『力』を吹きこむ。そして勝つ！

「頼む、アーシャ！」

「は、はい。もう一度立ちあがって、ルサールカ！」

　すこしとまどいながらも、アーシャが指示を発した直後。

　ぐったりしていたルサールカの巨体が燃えはじめた。白金色の焔で。今、ソスが操り、数日前にハルが使ったのと同じ焔だった。

　溶よう鉱こう炉ろで灼やかれる鋼鉄さながらにルサールカは白熱化し、身を起こし――

　蒼あおき双そう翼よくをゆっくりと広げて、空高くへと飛ひ翔しようをはじめた。七つの竜頭をしたがえて、ソスが待っている空へ。

　飛び立ったルサールカの体から、すぐに白金色の焔ほのおは消える。

　しかし、その飛ひ翔しようはダメージの影響を感じさせない、力強いものだった。

「ふふふふ。待ちかねたぞ、僭主テユラノス。今こそ決戦の時ぞ！」

　ふたたび空中でまみえたソスとルサールカ。

　だが、上位種の声は地上のハルに向けたものだ。そして、ルサールカに宿るドラゴン族を倒すという意志はハルが発したものだった。

（そうだ。己おのが眷けん属ぞくを『竜りゆう弑ごろし』と成す屠と竜りゆう之の技わざ……ソスごときの術など、所しよ詮せんは真ま似ね事ごとにすぎん。おまえに渡した本物の力、その手でたしかめろ！）

　ハルの耳元で火ひ之の迦か具ぐ土づちがそそのかす。

（おまえの秘ひ文も字じたる『南天の弓ゆみ星ぼし』に命じて、今こそ屠竜の弓を射るがいい！）

　南天の弓星。意外と立派そうな銘ながあったらしい。

　ハルは左手でアーシャを抱きながら、逆の手を前に突き出した。

　前回よりも明確に使い方がわかる。右の掌に記された《弓の秘文字》を上空のソスに向け、依り代となるルサールカに念じた。

　――この秘文字を使って、『弓』の魔術を使ってくれ、と。

　その瞬間、空を舞うルサールカの前面にも《弓の秘文字》が顕あらわれる。

　しかも、リヴァイアサンの体たい躯くと同じほど大きなサイズである。これは蒼あおきワイバーンの体と魂に『屠竜の弓』という呪的武装が魔力付与エンチヤントされた証あかしだった。

「撃て！」

「ルサールカ、凍える息フロストブレス！」

　ハルが命じるのといっしょに、アーシャも指示を出す。

　蒼きワイバーンは口から攻撃を吐はき出した。全すべてを凍いてつかせる冷気の息ブレスである。

　これが今回の『弓』より放たれる竜弑しの矢であった。

「つまり、主あるじにしたがうドラゴンの射撃能力を高める魔術ってことか……」

　ハルは口のなかでつぶやいた。

　火之迦具土が言う『弓』とは、あくまで概念にすぎない。

　要するに、その実態はドラゴン族の絶大な魔力やリヴァイアサンの疑ぎ似じ神しん格かくにルルク・ソウンの最上位秘文字をかけあわせた、竜族殲せん滅めつを目的とする魔術射撃ランチヤーなのだ――。

　ついに理解したハルの上空で、冷気の息が駆けていく。

　これを迎え撃つのは、七つの竜りゆう頭とうが吐き出す青白き焔であった。

「偽りの王よ、我が叛はん逆ぎやくの焔を受けとめよ！」

　ルサールカの吐いた冷気とソス一党の焔が真正面からぶつかり合う。

　両者の攻撃はおたがいの命を狙ねらうだけでなく、この一帯の空をまるごと巻きこむほど広範囲に広がっていった。

　七つの竜りゆう頭とうが吐はいた青き焔ほのおは奔ほん流りゆうとなって、春の夜空を熱く焦がす。

　ルサールカの放った冷気には無数の氷片が入りまじり、ブリザードのごとく吹き荒れて新しん木き場ばの上空を容赦なく凍こごえさせ、永久凍土の空を再現させた。

　せめぎ合う焔の熱気と、凍いてつく冷気。

　鍔つば迫ぜり合あいのごとく、熱と冷気は衝突し合う。ハルを支えるように密着していたアーシャが、不安を押し殺すようにぎゅっとしがみついてくる。

　おたがいの威力は互角――に見えたのだが。

（ソスとかいう小僧、たしかによく魔道を修おさめている）

　火ひ之の迦か具ぐ土づちがかすかに冷笑した。

（だが、所しよ詮せんは燧すい石せきも持たぬ身で為なした真ま似ね事ごとよ。こちらも“〝まがいもの”〟とはいえ……その程度で破れるほど、この『弓』が惰だ弱じやくと思うな！）

　女王の一喝とほぼ同時に、ルサールカが冷気の息を吐ききった。

　しかし、攻撃の終了ではない。逆だった。吐き出された凍気はこの瞬間から、さらに勢いを増した。それはもはや、息ブレスなどという生ぬるいものではなく――。

　ハルたちが見あげる空を吹き荒れるのは、絶対零度級の『嵐あらし』であった。

　永久凍土に吹く暴風豪雪さえ凌りよう駕がする冷気と風力。



    

  
    
      



    

  
    
      

　竜りゆう族ぞくが内に秘める熱と焔ほのおさえ吹き冷ましてしまう竜りゆう弑ごろしの嵐あらし。

「む――!?」

　さすがのソスも驚きよう愕がくした。突然の氷嵐アイスストームによって、自身と七つの竜りゆう頭とうが吐はく焔を一気にかき消されてしまったからだ。

　そして、ハルは直感した。《弓の秘ひ文も字じ》の攻撃力をまだ使い切ってはいないと。

　とはいえ、弓矢でいえば矢が一本残っている程度であろうか。

　だったら、最良の選択肢は――

「もう一発……狙ねらい撃て！」

　指示に応こたえてルサールカの角かく状じよう部ぶ位い、額ひたいに生えた『角』が放電をはじめる。

　そこからほとばしった青白い電撃は一直線に天あま翔かけて、白熱するソスの胸部――人間でいえば心臓にあたる部位を撃ち抜こうとする！

　それはさながら、稲いな妻づまを矢として放つ天空神の狙いすました一矢であった。

「く……っ！　杖つえすら持たぬ僭主テユラノスの『弓』など！」

　ソスは長大な『剣』を正面にかざし、稲妻の矢を払おうとした。

　さらにルルク・ソウンの秘文字――守護の霊れい験げんを持つ《盾》のルーンを数十個も己おのれの前面に展開し、完全なる防御陣形をととのえた。

　だが、稲妻の矢はその防御を貫いて、ドラゴン上位種の巨きよ躯くを撃ち抜いたのである。

　その瞬間、ラーク・アル・ソスは空中で動きを止めた。

　即死だ――。ハルが確信するのと同時に、上空を吹き荒れる凍気の嵐はソスの眷けん属ぞくであった七つの頭ず蓋がい骨こつも呑のみこんだ。ドラゴン主従の肉体は冷気と暴風と雪片に切り刻まれ、あっというまに分解し、ボロボロに崩れ去っていく。

　空に残った唯一の超生物は、今やルサールカのみ。

　蒼あおきワイバーンは『嵐』の中心で勝ち誇るように咆ほう哮こうするのであった。



    

  
    
      
【終章】





　竜りゆうの種族が住まいとするのは、月面と衛星軌道である。

　二〇〇〇年以上前、この領域を古代ギリシアの人々は『ヒューペルボレア』と呼んだ。すなわち「北風の彼方かなたに位置する国」と。

　実際、彼女がいるのも、北風が吹く空より遙はるか上方であった。

　衛星軌道上に浮かぶ『巣』の一隅で腰を下ろし、岩肌によりかかって、のんびりと星々の満ちる蒼そう穹きゆうを見あげていたのである。

　下界でラプトルと呼ばれる小竜どもの『巣』は、いわゆる小惑星と似ている。

　極小規模の小惑星と呼ぶべき、小さな天体なのだ。

　ただし、衛星軌道上にこの岩塊を造り出すのは宇宙の摂せつ理りではなく、あくまで竜族の魔術であったが。

　今、この『巣』にいるのは彼女のみ。

　本来の住人たちは地上を空襲しに、総出で降下していったらしい。

　この遙かな高みで、彼女は星見を洒落しやれこんでいたのだが――。

「……南天の弓だと。誰だれかが使ったのか？」

　なつかしい力の波動をかすかに感じて、ふとつぶやいた。

　彼女がその身に宿すのは『屠と竜りゆうの箭や』というべき竜りゆう弑ごろしの力。これと対ついをなす武具を誰かが撃ち放ったらしい。おそらくは地上の何処いずこかで。

　対の弓きゆう箭せんを持つ者同士という絆きずなが、それを察知させてくれた。

　使われた力が『太た刀ち』や『槍やり』などであれば、不可能だっただろう。

「女王の目にかなう者がいたか。あるいは、みごと奪いとってみせたのか……」

　可能性を口に出してみる。しかし、深くは詮せん索さくしない。

　捜し出してみればわかること。ニィッと唇くちびるの端を曲げて笑う。ひさしぶりに地上へ降りる気になったのだ。

『弓』を継つぐ者が器量足りぬ凡ぼん愚ぐであれば、『箭』の担い手として誅ちゆう殺さつすればいい。

　逆に、英雄たりうる器うつわであれば――矛ほこを交えるのもいいかもしれない。

　かつて、この手で女王を葬ほうむったときのように。

「あやつなら、何か知っているかもしれんな」

　北米なる地に住むという旧知の者を思い出した。

　以前、人間たちに『紅あかき何某なにがし』なる異名で呼ばれていることを自慢していた。『竜王』の高みにいながら、下界とも積極的にかかわろうとする変わり者なのだ。

「ひとまず、やつに話を聞いてみるか」

　同じ竜王同士、いきなり訪ねても無む碍げにはされまい。

　そう楽観すると、にやっと微笑ほほえんだ。それは彼女の若々しい顔によく似合う、稚ち気きと覇気にあふれる笑顔だった。

　人間でいえば、一五歳前後の見た目なのだ。

　そして、その姿は完かん璧ぺきに『人』と同じ、凜り々りしい少女のものだった。

　身にまとうのは、下界でいうところの白いワンピース。ただし、こんな格好の人間がこのような高みで悠ゆう々ゆうとすごし、さらにはひらりとスカートの裾すそを颯さつ爽そうとなびかせるなど、到底不可能であろうが。

「我が眷けん属ぞくよ。天てん狼ろうの箭やを運ぶため、来たれ！」

　呼び声に応こたえて、天上の星海より流れ星がひとつ落ちてくる。

　翼のない彼女を眼下の青き大地へと運ぶために――。



「こんなことってありえないわ。信じられない……！」

「まあ、この件については僕らふたりとも不用心だったよ。仕方ない」

　大げさに嘆く織おり姫ひめに、ハルは淡々と言った。

「でも、わたしが春はる賀がくんにお弁当を毎日作ってあげていて、通い妻で、家事とかも全部しているとか……！　こんな根も葉もないうわさが学校中に広まってるのよ!?」

「十じゆう條じよう地じ。どれも一応、根っこくらいはある話だ」

　春賀家の居間、土曜日の昼前。

　家主であるハルは安楽椅い子すに腰かけていた。

　織姫がすわっているのはソファの方である。ちなみに、以前は魔ま窟くつもかくやという惨状だったリビングは、今やきれいに整せい理り整せい頓とんされ、掃除も行きとどいていた。

　全すべて目の前にいる天てん然ねん気味の同級生がやってくれたことだ。

　ここ数日、織姫はまめに春賀家へ通ってきて、清掃活動に熱中していたのである。

「だ、だけど、お弁当をあげたのはこの間の一回だけだし……」

「まあね。でも今思うと、クラスのみんながいる前で受け渡ししたのがきっと致命的なミスだったんだろうな……。あのときの早退のせいで、僕らが駆け落ち未遂したなんて昼ドラっぽい架空のストーリーまで生まれているし」

「ううっ」

「大体さ。うわさになるのがイヤなら、この家に来なけりゃいいんだよ」

　根本的かつシンプルな解決策をハルは口にしたのだが。

　織姫にあっさりと切り返された。

「それなら大丈夫。とりあえず最低限かたづけて、足の踏み場くらいはできたし。今度から羽は純ずみも連れてくるわ。ふたりっきりじゃなければ、変なうわさにもならないでしょう？」

「……って、あの魔マ女ギの子もここに？　本当に？」

「ええ。羽は純ずみも春はる賀がくんのこと気にしてたし、ちょうどいいわ」

　ソス戦のあと、白しら坂さか羽純はひとまず検査入院させられた。

　しかし、体に異状はなく、無事に退院できたとは聞いていたが――。彼女がここに来たがる理由、まずないように思える。誘う意味などないのでは？

　が、ひとまず疑問は脇わきに置き、気になっていたことをハルは確認した。

「彼女の『蛇へび』、水み無な月づきの方はどうだって？」

「よくないみたい。生いけ贄にえみたいにされたのがひどいダメージになったとかで、治りがすごく遅いらしいわ。なるべく長く休ませて、ちゃんと回復させてあげなきゃね」

　織おり姫ひめがすこし心配そうに言った。

　幸い、ソスに撃墜された悪あく路ろ王おうの方は順調に回復中らしい。『蛇』の強きよう靱じんな肉体は一、二週間もあれば、かなりの深ふか傷ででも回復させてしまうのだ。

　つまり、それは水無月の負ったダメージが尋常ではないという証あかしでもあったが……。

「傷といえば、アーシャさんの『蛇』の方は？」

「前よりはマシみたいだ。ソスを倒したあと、『あの力』の影響なのか、死にかけよりはすこし健康くらいの状態にまで持ちなおしたらしいから」

　ソス戦を最後に、力尽きて死ぬものと思われていたルサールカ。

　今も決して良好ではないが、しぶとく命をつないでいる。

　尚なお、あのとき勝利できた理由はとにかくアーシャとルサールカの底力であると、柊ひいらぎと見けん城じようには報告しておいた。

　何しろ、当人のハルをふくめて、誰だれも完かん璧ぺきには説明できないのだ。

　面倒を避けるため、適当にウソをつくのがいちばんだった。ソス戦にも立ち会った織姫とアーシャには一応、火ひ之の迦か具ぐ土づちとの出会いから説明しておいたが。

　ちなみに、火神の名をかたる自称悪魔は、しばらく声も姿も現していない――。

「そのうち、春賀くんの体が本当のところどれだけ人間離れしているか、身体検査や実験してみるのもいいかもしれないわね。アメリカの漫画に出てくるマスクの人みたいでドキドキするし、面おも白しろそうよ」

「いや、僕はべつに蜘く蛛も人間でもクリプトン星人でもないから」

　軽く笑って言う織姫に、ハルも淡々と言いかえす。

　いいか悪いかはともかく、冗談のネタになってしまうあたり、ドラゴン帰還以降に生まれた世代の順じゆん応のう力というべきかもしれない。

「そうだ春賀くん。今度、ＵユーＦエフＯオー研の部室に行ってみない？　ふたりとも名前だけとはいえ部員なんだし、武む藤とうさんからも誘われているし」

「でもなあ……。こう言っちゃなんだけど、僕らみたいな専門家が素人の研究会に顔を出してもいいことないと思うよ。おたがいにとって」

「いいのよ。高校のクラブ活動なんだから、そんなこと気にしなくても」

　ハルが渋る理由を、織おり姫ひめはあっさりと切り捨てた。

「ああだこうだ言わないで、友達に誘われたらイエスとすぐに言いなさい。春はる賀がくんみたいに人づきあいを避けたがる無ぶ精しよう者もの、どうせ誘われる機会なんてゼロに近いんだから、全部オーケーするくらいでちょうどいいの」

　織姫の言いぐさは、割と理不尽かつ強引だった。

　だが、それがある種の気配りから生まれているとわかる程度には、ハルも空気を読むことができるのだ。とはいえ、正直こういうお節介は苦手だ。

　十じゆう條じよう地じ織姫。やはり、避けられるなら避けて通りたい相手である。

　かねてからの東京撤退計画がハルの頭にわきあがってきた。

　しかし、アーシャのこと、火ひ之の迦か具ぐ土づちのこと、訳のわからない己おのれの肉体のことなども浮かんでは消えて――。

　ハルはもう一度、いつもどおり明朗な織姫の顔を見つめた。

　邪気のない笑顔が返ってきた。それにつられて、反射的に言ってしまった。

「……そういうものかな」

「ええ。そういうものよ。じゃ、そのうちにね」

　なし崩しでオーケーする形になったとき、ハルの携帯端末に着信があった。

　アーシャからの電話だった。すぐに出てみる。

『あ、晴はる臣おみ。もうすこしあとになりますけど、そちらに寄らせてください。見せたいものがあるんです。この間のやりなおしもしなきゃいけませんし……』

「やりなおしって？」

『ほら。お昼を作って、私の女子力を証明するって言ったじゃありませんか。買い物と用事をすませたら、晴臣の家に行きますから』

「そりゃ偶然だな。あのときといっしょで、ちょうど十條地もいるよ」

『え……っ!?』

　電話の向こうで息を呑のむ音が聞こえた。

『あ、あの、晴臣。勘ちがいしたらいけませんからね？　織姫さんが晴臣をかまったり、家の掃除をしたりするのは、あの人がとても親切だったり天てん然ねんだったりするからです。晴臣を男性として意識していて、気を惹ひきたいから――なんて可能性は一〇〇億にひとつもありませんから。勘ちがいしたらダメですよ！』

「そんなアホな勘ちがい、誰だれがするものか」

『だったらいいんですけど……。あ、そうだ。今からすぐにお邪魔します』

「買い物するんじゃなかったのか？」

『そんなのは晴はる臣おみがしてきてくださいっ。これ以上ふたりっきりにさせるような危険行為、許したらダメだと私のなかの乙女おとめが叫んでいるんです！』

　これで電話は切れてしまった。

　アーシャは内なる野性が何やら警告するアラーム音を感じ取っているようだ。一体、何を警戒しているのだろう？

　一方、横で話を聞いていた織おり姫ひめは、

「アーシャさんから？　もしかして、これから来るの？」

　と、朗ほがらかに笑っていたのだが。

　バタン。玄関からドアの開く音が聞こえた。バタバタ。激しい足音。

「お、お待たせしました！」

　なんと居間にアーシャが駆け込んできた。

　さっきの電話中、屋敷のすぐ近くにいたらしい。そして、彼女の着ている衣服を見て、ハルと織姫は目を丸くした。

「私、おふたりのいる学校に転入することにしたんですっ。これからは同じ高校に通う仲間としても、よろしくお願いしますね！」

　息を弾ませながら言うアーシャは、胡こ月げつ学園の制服姿だった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　魔マ女ギという立場を利用して、ハルと同じく『一応、高校生』という年齢の束縛から逃れてきた少女の思わぬ就学宣言。

　何がアーシャにそうさせたのか、幼おさななじみのハルにもよくわからない。

　しかし、これからはじまる学校生活が一ひと筋すじ縄なわではいかないものであろうことは、なんとなく想像できるのであった。



    

  
    
      


【あとがき】



　みなさま、はじめまして。丈たけ月づき城じようと申します。

　このたびＭＦ文庫Ｊさまより、めでたく本を出させていただくことになりました。

　もし『はじめまして』ではなく『ご無沙汰しておりました』とごあいさつすべき方がいらっしゃるのでしたら、ありがとうございます。僕などが業界の端っこで細々と仕事を続けていられるのも、全すべては読者さまのご愛顧があればこそ。厚くお礼申し上げます。



　さて、ここへ来るまでに紆余曲折がいろいろとあったのですが。

　最たるものは作品内容。はじめ、「異世界ファンタジーなんかやりたいなー」と打診したところ、編集サイドより「その枠はすでに埋まっています」と返されまして。

「じゃあ、ラブとかコメとかハートフルとか日常系とか」

「何言ってんですか。いつもみたいにバトルしていただいていいんですよ」

「そういう脳と体のカロリー消費量が高いシリーズはほかでもやってますから。僕だって、たまにはラノベ業界の王道路線を突き進んで、まったり萌えとか書いてみたいですし」

「べつに神様のうんちくだって語ってもかまわないんですよ？」

「あんなシリーズは業界に一本あれば十分じゃないですか」

「まあまあ。とりあえず、世界を股にかけてバトルしましょうよ」

　と白熱した議論の末に、作品コンセプトが決定された次第です。

　いや、この点以外は非常にフリーダムな執筆環境をあたえていただき、感謝の念に堪えないのですが。書いている途中、ここまで好きにやらせてもらっていいのだろうかと、逆に不安になったりもしました（苦笑）。



　さてさて。今回、多くの方々にご協力をいただきました。

　まず編集・デザイン・校正・製本など、この作品が一冊の本になるまでご尽力いただいた全ての方々にお礼申し上げます。

　イラストの仁に村むらさまには、執筆の遅さと度重なる改稿で特にご迷惑をおかけしました。

　本書のヴィジュアルを美麗に彩っていただき、本当にありがとうございます。本文の執筆中も『ささっと描いた絵のはずなのに色までついていて、そのまま本に載せてしまっても大丈夫！』という奇跡のようなラフの数々には、キャラクターやクリーチャーたちをイメージするうえで大いに助けていただきました。

　そして、本作のアイデアをひねり出すきっかけをくださった木き村むら航こう先生。

　そのおかげもありまして、こちらのレーベルでも後輩となることがようやくかないました。今後ともよろしくお願いいたします。



　ちなみに、本作のメインヒロインは一応ふたりいる形になっております。

　どちらがメインだろうと問題になった際、作者である僕は「やっぱり織おり姫ひめじゃないですか、女子力の高さ的にいって」と提唱したのですが。

「業界では最近、女子力の残念な方がメインであるという風潮もありますよ」

　と担当編集氏に言われて、なるほどと膝ひざを打ちました。そういうわけで「ふたりメイン」という体裁に落ち着き、一巻の表紙はめでたく彼女とあいなりました。

　しかし、女子力で劣る彼女が今後も苦戦するのは必至。

　このまま敗色濃厚となっていくのか。あるいは眠っていた潜在能力が覚かく醒せいするのか。はたまた第三のヒロイン登場で、さらに追い込まれるのか。予断を許しません。

　よろしければ、次巻でご確認ください。
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